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は じ め に  

本指針は 、 都立特別支援学校、 都立高等学校等（ 都立小学校、 都立中学校、 都立中等教

育学校を 含む。） に 在籍する 、 喀痰吸引や経管栄養等の 医療的ケ ア が 日常的に 必要な 幼児・

児童・ 生徒（ 以下「 医療的ケ ア 児」 と い う 。） に 対し 、 安全か つ適切に 医療的ケ ア を 行う こ

と に よ り 、 医療的ケ ア 児が 安全で 安心し て 学ぶこ と が で き る よ う に な る と と も に 、 都立学

校に 在籍する 幼児・ 児童・ 生徒（ 以下、「 児童・ 生徒等」 と い う 。） の 学校生活が 充実する

こ と を 目的に 、 医療的ケ ア 実施の 基本的な 考え を 示すも の で あ る 。  

 東京都に おけ る 医療的ケ ア 児の 対応に つい て は 都立肢体不自由特別支援学校を 中心に 、

国の 動向を 見据え つつ検討や試行を 重ね、 全国に 先駆け て 学校に 看護師や介護職員の 配置

（ 以下「 学校看護師」「 学校介護職員」 と い う 。） を 含む体制整備を 図っ て き た 。 こ の 間の

医療技術の 進歩等に よ り 、 肢体不自由特別支援学校以外の 都立特別支援学校、 都立高等学

校等に おい て も 医療的ケ ア 児が 在籍する よ う に な り 、 医療的ケ ア に 関する ニ ーズ や課題も

変化し て き て い る 。国も 法改正や有識者会議の 報告書に 基づく 様々な 通知を 発出し て おり 、

平成 31 年 3 月 20 日に は 、 30 文科初第 1769 号「 学校に おけ る 医療的ケ ア の 今後の 対応に

つい て 」 が 通知さ れた と こ ろ で あ る 。  

 胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入に つい て も 検討や試行を 重ね、 令和３ 年度か ら 、 胃ろ

う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入を 都立肢体不自由特別支援学校で の 実施、 胃ろ う か ら の 液体

栄養剤シ リ ン ジ 注入を 都立特別支援学校、 高等学校等に おい て 実施で き る こ と と し た 。  

 ま た 、 令和３ 年９ 月に 「 医療的ケ ア 児及びそ の 家族に 対する 支援に 関する 法律」 が 施行

さ れた こ と を 踏ま え 、 都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施に つい て は、 な お一層、 医療的

ケ ア 児及びそ の 保護者の 意思を 尊重する と と も に 、 関係機関等と 相互に 緊密な 連携を 図っ

て い く こ と の 必要性が 高ま っ て い る 。  

さ ら に 、 令和４ 年度か ら 、 「 日常的酸素管理及び呼吸補助装置の 管理」 を 「 日常的酸素

管理」 と 「 非侵襲的（ マ ス ク 式） 陽圧換気療法の 管理」 の ２ 項目に 分け 、 令和６ 年度か ら

は 、 「 排痰補助装置の 使用」 の 実施項目を 追加し た 。 医療的ケ ア に 関する 社会状況の 変化

を 鑑み、 令和 7 年度か ら は、 「 中心静脈栄養」 と 「 ネ ーザ ルハ イ フ ロ ー」 を 追加し た 。  

こ の よ う な 状況の 進展を 踏ま え 、 こ の 度「 都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施指針」 の 改

定を 行っ た 。 各都立学校に おい て は 、 本指針に 基づき 、 第二部以降に 示す「 医療的ケ ア 実

施要項」 を 踏ま え 、 各学校の 「 医療的ケ ア 実施要領」 を 作成し 、 安全で 適切な 医療的ケ ア

の 実施及び校内体制や外部機関と の 連携体制を 確立する こ と と する 。  

 

１  都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施指針の 目的   

 医療的ケ ア 児が 、 健康で 安全な 学校生活を 送る た め に は 、 各都立学校が 医療的ケ ア に 関

する 校内体制を 整備・ 確立し 、 教職員と 保護者、 医療関係者と の 信頼と 協力の も と 、 医療

的ケ ア を 安全か つ適切に 行っ て い く 必要が あ る 。  

 こ の 指針は 、 都立学校に おけ る 医療的ケ ア に 関する 基本的な 考え 方を 示すと と も に 、 東

京都教育委員会、 都立学校教職員、 保護者、 医療関係者等の 役割を 明確に し 、 都立学校に
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医師の 医学的判断及び技術を も っ て する の で な け れ ば人体に 危害を 及ぼ

し 、 又は 危害を 及ぼす恐れの あ る 行為。 医療関係の 資格を 保有し な い も の

は 行っ て はな ら な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

おけ る 医療的ケ ア の 安全か つ適切な 実施に 資する こ と を 目的と し て 制定する も の で あ る 。  

２  都立学校に おけ る 医療的ケ ア  

( 1)  都立学校に おけ る 「 医療的ケ ア 」 の 定義と 実施者 

本指針に おい て 医療的ケ ア と は 、 医行為の う ち 、 経管栄養及びた ん の 吸引な ど 日常

生活に 必要と さ れる 生活援助行為と する 。 治療行為と し て 実施する 医行為と は 区別し

て い る 。 医行為は 、 医師や看護師等（ 准看護師を 含む。） の 免許を も た な い 者は 行っ て

は な ら な い と さ れて おり 、 都立学校に おけ る 医療的ケ ア は 、 看護師等が 実施する こ と

が 基本と な る 。  

た だ し 、 都立肢体不自由特別支援学校に つい て は 、 東京都知事か ら 「 認定特定行為

業務従事者」 と し て 認定を 受け て い る 者は 、 以下に 示す５ つの 特定行為に 限り 、 一定

の 条件の も と で 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員が 実施者と な る こ と が で き

る 。  

  ① 実施で き る 特定行為 

   ・ 口腔内の 喀痰吸引 

   ・ 鼻腔内の 喀痰吸引 

   ・ 気管カ ニ ュ ーレ 内の 喀痰吸引 

   ・ 胃ろ う 又は 腸ろ う に よ る 経管栄養 

   ・ 経鼻経管栄養 

  ② 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員が 医療的ケ ア の 実施者と な る こ と が で

き る 条件 

   ・ 認定特定行為業務従事者と な る 必要が あ る 。  

   ・ そ の た め に は 、「 社会福祉士及び介護福祉士法施行規則附則第 4 条及び第 13 条」

に 基づく 「 第三号研修」（ 9 時間の 基本研修及び各学校に おい て 実施する 指導者講

習を 修了し た 医師又は 学校看護師に よ る 実地研修）を 受講する こ と が 必要で あ る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 2)  都立学校で 医療的ケ ア を 実施する 目的と 教育的意義 

医行 為 

 

学校 が 実 施す る 医療的 ケ ア  

 

・ 口 腔 内 の 喀 痰 吸 引  

・ 鼻 腔 内 の 喀 痰 吸 引  

・ 気 管 カ ニ ュ ー レ 内 の 喀 痰 吸 引  

・ 胃 ろ う 又 は 腸 ろ う に よ る 経 管 栄 養  

・ 経 鼻 経 管 栄 養  

特定行為  

特 定 行 為 以 外 の 、 学 校 が 実 施 し て い

る 医 行 為  

 

例 ： 人 工 呼 吸 器 の 管 理 、  

導 尿 、 定 時 の 薬 液 吸 入 、  

血 糖 値 測 定 及 び そ の 後 の 処 置 な ど  
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   都立学校に おい て 医療的ケ ア を 実施する 目的は医療的ケ ア 児に 対し て 、 安全か つ適

切に 医療的ケ ア を 行う こ と に よ り 、 児童・ 生徒等が 安全で 安心し て 学ぶこ と が で き る

よ う に する こ と で あ る 。 医師が 常駐し て い る 医療機関等に おい て 、 治療上の 目的か ら

医療行為を 実施する も の と は 異な る 。  

   医療的ケ ア 児が 、 学校で 医療的ケ ア を 受け る 教育的意義と は 、 呼吸状態を 含む健康

状態が 改善さ れ、よ り 快適な 状態で 学習に 参加する こ と が で き る こ と で あ る 。加え て 、

保護者以外の 人に も 自分の 健康状態や支援の 必要性を 伝え る 機会が 広が り 、 関係性が

よ り 深ま る こ と に よ っ て 、 様々な 場面に おい て 安心感・ 信頼感を も っ て 生活で き る こ

と に も つな が っ て い く 。  

ま た 、 学校生活の みな ら ず地域生活に おけ る 活動の 充実、 さ ら に は 学校卒業後の 生

活の 充実に 向け 、 医療的ケ ア の 内容の 変化や実績を 学校生活支援シ ート （ 個別の 教育

支援計画） に 反映さ せる な ど し て 、 関係者と 適切に 連携する こ と は 、 将来の 自立と 社

会参加を 支援する 観点か ら も 、 重要な 意味を も つ。  

 

 ( 3)  都立学校で 医療的ケ ア を 実施する 際の 配慮事項 

   都立学校に おけ る 医療的ケ ア は 、 主治医が 作成する 「 医療的ケ ア 指示書」 や指導医

検診に 基づき 、 一人一人の 医療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ルを 作成し 、 実施者が 必要な 研修

を 重ねて 、安全か つ適切に 実施する も の で あ る 。医師が 常駐し て い な い 学校に おい て 、

医療的ケ ア 児が 安心し て 学ぶこ と が で き る よ う に する た め に 、 学校と 保護者は 医療的

ケ ア 児の 日常の 健康状態や医療的ケ ア の 実施状況を 共有し 、 連携・ 協力の 関係を 土台

と し て 、 医療的ケ ア の 適切な 実施と 学習の 充実を 図っ て い く こ と が 重要で あ る 。  

   そ の た め 、 保護者に 対し て は 、 医療的ケ ア を 学校で 実施する た め に は規程に 則っ た

手続と 適切な 準備期間が 必要で あ る こ と 、 特定行為以外の 医療的ケ ア は限ら れた 範囲

で の 実施と な る こ と 、 他の 児童・ 生徒等と 同様の 実施内容で あ っ て も 個別性が 高い た

め 一律に 判断する こ と が 適切で な い 場合が あ る こ と 、 な ど の 理解を 求め る こ と も 必要

で あ る 。  

   医療的ケ ア の 開始に 当た っ て は 、 該当する 医療的ケ ア 児の 学校生活に おけ る 健康状

態の 安定を 確認し た 上で 、 学校生活の ど の 場面か ら 医療的ケ ア を 「 い つ・ ど こ で ・ 誰

が ・ ど の よ う に 」 進め て い く の か に つい て 、 他の 児童・ 生徒等の 指導上の 安全体制も

考慮し 、 児童・ 生徒等及び保護者の 意思を 踏ま え 、 学校の 方針に つい て 学校と 保護者

が 十分に 共通理解を 図る こ と が 重要で あ る 。  

ま た 、 医療的ケ ア の 実施内容を 変更する 場合や、 進学・ 進級に 伴っ て 実施者が 変わ

る 場合に は、 一層丁寧か つ慎重に 対応し 、 安全な 実施を 積み重ねて 、 医療的ケ ア 児の

成長を 支援し て い く 必要が あ る 。  

な お、 医療的ケ ア の 実施は 、 単に 学校看護師や認定を 受け た 教職員だ け が 実施する

も の で は な い 。 授業中な ど 学校生活中の 体調の 変化や異常に 気付き 、 医療的ケ ア を 要

請する こ と や、 実施者が 医療的ケ ア を 実施し て い る 際に は 必要に 応じ 、 医療的ケ ア 児

の 安定を 補助する こ と 、 さ ら に は他の 児童・ 生徒等の 安全確保や学習を 進め る た め 、

教職員の 協働が 不可欠で あ る 。医療的ケ ア 児は 、体調が 変化する こ と も 多々あ る た め 、

主治医や指導医に 確認の 上、 緊急時の 対応や適切な 配慮が で き る よ う 担任以外の 複数

の 教職員と も 情報共有を 図り 、適切な 対応が 取れる よ う に し て おく こ と が 大切で あ る 。 

こ の よ う に 、 学校と 保護者、 指導医、 主治医、 関係機関等と が 連携し 、 信頼関係の
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上に 、 安全で 適切な 医療的ケ ア が 実現で き 、 医療的ケ ア 児の 心身の 成長が 図ら れ る こ

と を 認識する 必要が あ る 。  

 

３  東京都教育委員会に おけ る 医療的ケ ア の 管理体制の 在り 方 

( 1)  総括的な 管理体制の 整備 

  東京都教育委員会は 、 都立学校に おい て 、 安全で 適切な 医療的ケ ア が 実施さ れる よ

う 、 学校看護師の 配置や、 認定特定行為業務従事者と な る た め の 研修や手続、 医療安

全に 関する 指針の 提示な ど を 総括的に 管理する 。 ま た 、 都立学校で 医療的ケ ア に 関わ

る 教員（ 主幹養護教諭、 主任養護教諭、 養護教諭（ 以下「 養護教諭等」 と い う 。） を 含

む。）、 学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員、 学校看護師等の 専門性の 向上を 図る た め 、

医療や看護に つい て の 研修や講習会、 情報交換の 機会を 設け る 。  

総括的な 管理体制を 構築する に 当た っ て は 、 教育の みな ら ず医療や福祉な ど の 知見

が 不可欠で あ る こ と か ら 、 学識経験者、 医療関係者、 福祉関係者、 保護者代表、 学校

関係者等か ら な る 「 医療的ケ ア 運営協議会」 を 設置し 、 よ り 一層安全か つ適切に 実施

する 体制の 整備に 向け 総括的検討を 継続し て 行っ て い く 。  

医療的ケ ア 運営協議会を 通じ て 、 都庁内関係部局、 医療機関、 保健所等地域の 関係

機関と の 連絡体制を 構築し て い く 。  

あ わ せて 、 都立特別支援学校の 実施対象で あ る 医療的ケ ア で あ っ て も 、 医療的ケ ア

児の 状態な ど に よ り 実施可否の 判断が 困難な 場合が あ る 。 こ の よ う に 学校の みで 解決

が 困難な 課題に つい て 、 医師等に よ る カ ン フ ァ レ ン ス の 中で チ ーム に よ る 共通意見を

形成し 、 学校に 助言する こ と を 目的と し て 、「 ス ク ール カ ン フ ァ レ ン ス チ ーム 」 を 設置

し て い る 。  

こ れら に 加え 、 都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施に 関する 体制を 整備する た め 、

以下に 示すこ と を 実施する 。  

ア  都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施指針、 各種ガ イ ド ラ イ ン の 制定 

   イ  緊急時の 対応指針の 制定、 学校と 医師及び医療機関の 連携協力への 支援 

   ウ  都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施体制説明資料の 作成 

保護者向け 、 医療関係者用リ ーフ レ ッ ト 等の 作成と 広報 

   エ  イ ン シ デン ト （ 事故に 至る 危険が あ っ た 出来事）・ ア ク シ デン ト （ 思わ ぬ事

故） 等の 事例把握と 分析、 対応策の 検討 

   オ  新た に 対応を 求め ら れる 医療的ケ ア の 取り 扱い の 検討 

     

( 2)  「 都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施要項」 の 策定 

   東京都教育委員会は 、「 都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施要項」 を 策定する 。 医療

的ケ ア を 実施する 各学校に おい て は 、 本編第二部 P31 か ら P34、 第三部 P41 か ら P43

に 掲げ る 医療的ケ ア 実施要領（ モ デル案） を 参考に 医療的ケ ア 実施の 詳細を 作成し

実施する 。  

 

４  都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施体制  

( 1)  都立学校の 校種・ 障害種別に よ る 違い  

都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施の 対象、 実施者等に つい て 、 下記に 示す。 校種

や障害種別に よ っ て 、 異な る の で 留意が 必要で あ る 。  
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都立特別支援学校 

 

都 立 高 等 学 校 等  

 肢体不自由  視 覚・ 聴 覚 ・ 知 的 障 害 、 病 弱  

 

医
療
的
ケ
ア
実
施
の
対
象 

学校生活に お い て 医 療的ケ ア を 必要 と し 、 保護者か ら の 依頼が あ っ た

児童・ 生徒等の う ち 、 主治医の 指示が あ り 、 指導医検診後に 校内の 医療的

ケ ア 安全委員会の 協議を 経て 、 校長が 認め た 児童・ 生徒等と する 。 学校に

おけ る 医 療的ケ ア が 安 全に 開始 で き る ま で の 間や、 体調不良 な ど に よ り

指示さ れ た 方法 で の 実 施が 難し い 場合は 、 保護者等（ 保護者 に 代わ る 実

施者を 含む。） に 実施を 求め る こ と と する 。  

※訪問学級籍の 児童・

生 徒 の ス ク ー リ ン

グ 時 の 医 療 的 ケ ア

は 、 保護者等が 実施

する 。  

 ※高等学校は 、全日制課

程、定時制課程の 生徒

を 対象と する 。   

 

実
施
者 

・ 常勤看護師  

・ 主任非常勤看護師  

・ 総合非常勤看護師  

・ 非常勤看護師  

・ 認 定 特 定 行 為 に 限

り 、 認定特定行為業

務従事者（ 教員及び

学校介護職員、 医療

的ケ ア 専門員）  

・ 主任非常勤看護師  

（ 一部の 学校）  

・ 総合非常勤看護師  

（ 一 部 の 学 校 及 び 支

援 校 の 総 合 非 常 勤 看

護師）  

・ 非常勤看護師  

 

・ 非常勤看護師  

 

 

医
療
的
ケ
ア
実
施
要
項
及
び 

医
療
的
ケ
ア
実
施
要
領 

「 都 立 肢 体 不 自 由

特 別 支 援 学 校 に お け

る 医 療 的 ケ ア 実 施 要

項」 に 基づき 、 各学校

に おい て 「 医療的ケ ア

実施要領」 を 定め 、 東

京 都 教 育 委 員 会 に 提

出する 。  

「 都 立 学 校 （ 都 立 肢 体 不 自 由 特 別 支 援 学 校以

外） に おけ る 医療的ケ ア 実施要項」 に 基づき 、 各

学校に おい て「 医療的ケ ア 実施要領」 を 定め 、 東

京都教育委員会に 提出する 。  

医 療 的 ケ ア 児 の 在

籍 の 有 無 に か か わ ら

ず 医 療 的 ケ ア 実 施 要

領を 作成する 。  

医 療 的 ケ ア 児 の 在 籍

が 確定し た 時点で 、当該

校 は 医 療 的 ケ ア 実 施 要

領 を 作 成 し 東 京 都 教 育

委員会に 提出する 。  

 

 

( 2)  都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施に 当た っ て の 役割分担 

① 校長（ 及び副校長）  

校長及び校長を 補佐する 副校長は、 校長及び副校長を 中心と し た 校内体制の 整備

と 校内の 教職員や保護者と の 連携に つい て 、 必要な 措置を 行う 。  

校長の 責任と 権限に おい て 実施する 標準的内容を 以下に 示す。  

副校長は 、 以下の 標準的内容を 適切に 実施する た め 、 校長の 役割を 補佐する 。  

    ・ 学校に おけ る 医療的ケ ア 実施要領の 策定  

    ・ 医療的ケ ア 安全委員会の 設置・ 運営  
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    ・ 指導医の 委嘱  

    ・ 保護者への 説明（ 全体への 周知）  

    ・ 各教職員の 役割分担の 明確化  

    ・ 外部を 含め た 連携体制の 構築・ 調整・ 運営  

   ・ 医療的ケ ア 児・ 保護者への 説明（ 該当者への 周知）  

   ・ 医療的ケ ア 児・ 保護者の 意思の 確認  

    ・ 東京都教育委員会への 各種報告  

    ・ 学校に 配置さ れた 学校看護師等・ 教職員の 服務監督  

    ・ 宿泊を 伴う 学校行事や校外活動等への 参加の 判断  

    ・ 緊急時の 体制整備  

    ・ 校内・ 校外関係者か ら の 相談対応・ 支援  

な お、 医療的ケ ア を 担当する 主幹教諭、 経営企画室長（ 課長） は 、 校長を 補佐し 、

校長及び副校長の 指示の も と 、 校内に おけ る 医療的ケ ア の 実施体制を 確立し 適切に

運営する 。  

 

② 学校看護師  

学校に おけ る 医療的ケ ア は 、 学校看護師を 中心と し て 、 児童・ 生徒と の コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン を 大切に し 、 実施する 。  

現在、 都立肢体不自由特別支援学校に は 常勤看護師、 主任非常勤看護師、 総合非

常勤看護師、 非常勤看護師を 、 都立肢体不自由特別支援学校以外の 都立学校に は 、

主任非常勤看護師、 総合非常勤看護師、 非常勤看護師を 必要に 応じ 配置し て い る 。  

常勤看護師は 、 自ら も 医療的ケ ア を 実施する と と も に 、 医療的ケ ア 全般の 状況と

業務全体を 把握し な が ら 、 関係者や教職員と 連携し 、 個々の 医療的ケ ア の 安全か つ

確実な 実施を 推進する 。  

主任非常勤看護師は 、 常勤看護師の 指示の も と 、 自ら も 医療的ケ ア を 実施する と

と も に 、 非常勤看護師を は じ め 他の 教職員への 必要な 指導・ 助言を 行う 。 常勤看護

師が 在校し て い な い 都立肢体不自由特別支援学校以外の 都立学校に おい て は、 支援

校の 常勤看護師の 指示の も と 、養護教諭等と 連絡調整を 行い な が ら 業務を 遂行する 。 

総合非常勤看護師は 、 常勤看護師の 指示の も と 、 自ら も 医療的ケ ア を 実施する と

と も に 、 非常勤看護師を は じ め 他の 教職員への 必要な 指導・ 助言を 行う 。 ま た 、 自

校の 専用通学車両に 乗車し 、 車内に おけ る 医療的ケ ア を 実施する 。 さ ら に 、 必要に

応じ て 、 実施校で あ る 都立知的障害特別支援学校の 専用通学車両に 乗車し 、 車内に

おけ る 医療的ケ ア を 実施する 。 常勤看護師が 在校し て い な い 都立肢体不自由特別支

援学校以外の 都立学校に おい て は、 支援校の 常勤看護師の 指示の も と 、 養護教諭等

と 連絡調整を 行い な が ら 業務を 遂行する 。 総合非常勤看護師は 、 実施校への 指導・

助言を 行う だ け で な く 、 実施校か ら の 要請に 基づき 実施校の 対象と な る 児童・ 生徒

等に 医療的ケ ア を 実施する 。 様々な 要請に 応じ ら れ る よ う に 、 実施校の 児童・ 生徒

等の 実態及び手技の 確認を 定期的に 行う 。  

非常勤看護師は 、 シ フ ト の 調整等に 基づき 担当する こ と と な っ た 医療的ケ ア 児の

医療的ケ ア を 実施する と と も に 、 医療的ケ ア 実施の た め に 必要な 役割を 担う 。  

各学校看護師は 、 次の よ う な 役割を 担う 。  
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   ◎全て の 学校看護師に 共通する 役割  

    ・ 医療的ケ ア 児の ア セ ス メ ン ト  

・ 医療的ケ ア 児の 健康管理  

・ 医療的ケ ア の 実施（ 専用通学車両内を 含む。）  

・ 主治医、 学校医、 指導医等医療関係者と の 連絡・ 報告  

・ 教職員・ 保護者と の 情報共有  

・ 認定特定行為業務従事者で あ る 教職員への 指導・ 助言 （ 都立肢体不自由特別支

援学校）  

・ 医療的ケ ア の 記録・ 管理・ 報告  

・ 必要な 医療器具・ 備品等の 管理  

・ 医療的ケ ア 指示書に 基づく 個別マ ニ ュ ア ル の 作成及びそ の 他必要な 書類の 作成  

・ 緊急時の マ ニ ュ ア ル の 作成  

・ イ ン シ デン ト ・ ア ク シ デン ト （ 重大な 事故に 直結し て も おか し く な い 一歩手前

の 出来事） 等の 事例の 蓄積と 予防対策  

・ 緊急時の 対応の 実施  

・ 学校の 職員と し て 、 幼児・ 児童・ 生徒の 学校生活（ 摂食・ 排泄を 除く ） を 補助  

○常勤看護師の 役割（ 主任非常勤看護師は、 必要に 応じ 補佐を 務め る 。）  

    ・ 主治医等、 外部関係機関と の 連絡調整  

・ 学校看護師等の 業務調整  

・ 学校看護師等の 相談・ 指導・ カ ン フ ァ レ ン ス の 開催  

・ 医療的ケ ア に 関連する 研修会の 企画・ 運営  

・ 医療的ケ ア に 関する 教職員か ら の 相談対応  

・ 医療的ケ ア を 実施する 都立学校及び区市町村立学校への 支援  

 

③ 教職員（ 校長、 副校長、 学校看護師、 経営企画室職員を 除く 教職員）  

  医療的ケ ア 児が 在籍する 都立学校に おい て は 、 全教職員が 医療的ケ ア 児と 学校に

おけ る 医療的ケ ア の 教育的意義を 理解し 、 医療的ケ ア に 必要な 衛生環境を 整え る こ

と に 努め る 。 緊急時等に 備え 必要な マ ニ ュ ア ルを 作成、 あ る い は 作成に 関与し 、 緊

急時に は そ れ ぞ れの 役割に 従っ て 医療的ケ ア 児及び周囲の 児童・ 生徒等の 安全を 第

一に 考え た 行動が で き る よ う に し て おく 。  

   具体的に は 、 下記の よ う な 役割が あ る 。  

  ◎全て の 教職員  

・ 学校看護師、 認定特定行為業務従事者で あ る 教職員と の 情報共有  

・ イ ン シ デン ト ・ ア ク シ デン ト 等の 事例の 蓄積と 予防対策  

・ 緊急時の マ ニ ュ ア ル の 作成への 協力  

・ 医療的ケ ア 児に 対する 必要な 自立活動の 指導等（ 特別支援学校）  

・ 緊急時の 対応  

   ○認定特定行為業務従事者で あ る 教職員（ 都立肢体不自由特別支援学校）  

（ 上記全て の 教職員に 加え ）  

・ 医療的ケ ア の 実施（ 特定行為の み）  

・ 医療的ケ ア の 記録・ 管理・ 報告  

・ 必要な 医療器具・ 備品等の 管理  
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・ 緊急時の マ ニ ュ ア ル の 作成  

  ○養護教諭等  

 （ 上記全て の 教職員に 加え ）  

・ 保健教育、 保健管理等に よ る 学校生活の 充実に 向け た 支援  

・ 児童・ 生徒等の 健康状態の 把握（ 医療的ケ ア 児、 周囲の 児童・ 生徒等）  

・ 医療的ケ ア 実施に 関わ る 環境整備  

・ 主治医、 学校医、 指導医等医療関係者と の 連絡・ 報告  

・ 学校看護師等と 教職員と の 連携支援  

・ 医療的ケ ア に 関する 研修会の 企画・ 運営への 協力  

   （ 上記に 加え 、 都立肢体不自由特別支援学校以外の 都立学校の 養護教諭等の 役割）  

    ・ 支援校と の 情報共有  

・ 医療的ケ ア を 実施し て い る 近隣の 都立学校と の 情報共有  

 

  ④ 経営企画室職員  

  経営企画室職員は 、 校長及び経営企画室長（ 課長） の 指示に よ り 、 医療的ケ ア に

関わ る 予算執行や勤務管理等の 関連業務を 実施する 。  

  具体的に は 、 下記の よ う な 業務が あ る 。  

・ 学校看護師（ 主任非常勤・ 総合非常勤・ 非常勤）、 医療的ケ ア 専門員の 任用・ 退

職に 係る 手続や勤務管理  

    ・ 指導医の 委嘱や指導医検診に 伴う 報償費等の 支払に 係る 事務  

    ・ 医療的ケ ア の 実施に 伴う 備品・ 消耗品等の 予算、 購入に 係る 事務  

        ・ 専用通学車両に 伴う 備品・ 消耗品の 購入・ 管理  

        ・ 学校看護師・ 訪問看護師が 専用通学車両に 乗車する 際の 勤務管理  

    ・ 就学奨励費に 関する 事務（ 都立学校）  

 

  ⑤ 指導医  

  指導医の 役割は 、 都立学校に おい て 医療的ケ ア の 実施を 進め る 上で 中核と な る も

の で あ る 。 指導医は 、 学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施環境等を 勘案し 、 主治医か ら

の 医療的ケ ア 指示書を 踏ま え 、 医療的ケ ア 児の 検診に おい て 学校に 対し 医療的ケ ア

の 安全な 実施の た め の 指導・ 助言を 行う 。  

  具体的に は 、 下記の 職務を 委嘱する 。  

○医療的ケ ア 実施全般に わ た っ て の 職務  

    ・ 医療的ケ ア 実施に 関する 医療面の 総合的な 判断  

    ・ 学校看護師への 指導・ 助言  

    ・ 校内の 医療的ケ ア に 関する 研修・ 研究等で の 指導・ 助言  

    ・ 主治医と の 連絡・ 調整  

    ・ 医療的ケ ア 安全委員会への 出席  

    ・ 東京都教育委員会が 実施する 会議等への 出席  

   ○認定特定行為業務従事者の 認定に 関する 職務  

    （ 社会福祉士及び介護福祉士法の 一部改正に 伴う 第三号研修に 関する 指導者講習

修了の の ち ）  

    ・ 医療的ケ ア を 実施し よ う と する 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員に 対
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する 基本研修、 実地研修の 指導  

・ 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員の 医療的ケ ア 実施者と し て の 適格性

の 認定  

   ○医療的ケ ア 実施手続に 関する 職務  

・ 主治医の 作成し た 「 医療的ケ ア 指示書」 の 確認  

    ・ 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等の 検診  

    ・ 実施予定者に 対する 「 第三号研修」 及び個別研修の 実施  

    ・ 学校で 行う 医療的ケ ア の 範囲・ 内容・ 実施者の 認定  

    ・ 医療的ケ ア 実施の 個別マ ニ ュ ア ルの 作成・ 検討に 際し て の 指導・ 助言  

・ 医療的ケ ア を 必要と する 特定の 児童・ 生徒等に 対する 医学的知識や技能、 緊急

時の 対応等に 関する 学校看護師、 教員及び学校介護職員等への 指導・ 助言  

    ・ 医療的ケ ア の 実施状況の 把握と 確認・ 指導  

    ・ 主治医への 実施状況の 報告内容の 確認  

  ⑥ 主治医  

  医師が 常駐し て い な い 都立学校に おい て 、 学校看護師等及び認定特定行為業務従

事者が 医療的ケ ア を 実施する 場合に は、 学校は主治医に 医療的ケ ア 指示書の 作成を

依頼し 、主治医は 学校で 実施で き る 範囲の 医療的ケ ア の 内容を 指示する 必要が あ る 。 

  こ の た め 、 学校と 医療的ケ ア 指示書の 内容に 責任を 負う 主治医と の 連携は 不可欠

で あ る 。  

学校は 、 あ ら か じ め 主治医に 対し て 医療的ケ ア 指示書の 作成に 必要と な る 医療的

ケ ア 児や学校の 状況等に つい て の 情報を 十分に 提供する と と も に 、 医療的ケ ア 実施

後は、日々の 実施状況の 記録を 整備し 、定期的に 情報を 提供する こ と が 必要で あ る 。  

主治医に は、 具体的に 次の よ う な 役割を 求め 、 連携・ 協力を 依頼する 。  

    ・ 医療的ケ ア 児や学校の 状況を 踏ま え た 医療的ケ ア 指示書に よ る 指示  

    ・ 緊急時対応に 係る 指導・ 助言  

    ・ 個別の 手技に 関する 学校看護師等への 指導  

    ・ 個別の マ ニ ュ ア ル 、 緊急時の マ ニ ュ ア ル 等への 指導・ 助言・ 確認  

    ・ 学校への 情報提供（ 学校医、 指導医と の 連携、 学校看護師等や教職員と の 連携・

面談、 巡回指導な ど ） 及び問い 合わ せへの 対応  

    ・ 医療的ケ ア に 関する 研修  

    ・ 保護者への 説明（ 学校に おけ る 医療的ケ ア に つい て の 期待で き る メ リ ッ ト やリ

ス ク 等を 含む。）  

  ⑦ 保護者  

保護者は 、 学校に おけ る 医療的ケ ア が 安全か つ適切に 実施で き る よ う 、 主治医と

の 連絡・ 相談を 綿密に 行う こ と 、 併せて 必要な 情報を 学校と 共有し て 学校で 医療的

ケ ア を 実施する た め の 準備を 進め る 。 ま た 、 医療的ケ ア の 実施に 際し て は、 医療的

ケ ア 児の 健康状態に 関する 報告や相談を 学校に 対し て 適切に 行う 役割が あ る 。  

具体的に は、 次の よ う な 役割で あ る 。  

・ 学校に おい て 実施で き る 医療的ケ ア の 内容及び実施体制を 理解する こ と と と も

に 、 医療的ケ ア 児の 健康状態の 学校への 報告や健康状態が 優れ な い と き に は健

康回復を 優先する こ と な ど  

・ 学校と の 連携・ 協力  （ ｐ 19「 ９  保護者と の 連携」 参照）  
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・ 緊急時の 連絡手段の 確保   

・ 定期的な 医療機関への 受診（ 主治医か ら の 適切な 指示を 仰ぐ 。）   

・ 指導医に よ る 検診の 同席  

・ 医療的ケ ア に 必要な 医療器具等の 準備（ 学校が 用意する も の を 除く 。）   

・ 緊急時の 対応   

・ 学校と 主治医と の 連携体制の 構築への 協力  

 

５  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 実施項目・ 内容及び標準的な 実施区分 

 都立学校に おい て 、 実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 実施項目は、 次の 14 項

目と する 。  

  ① 吸引 

  ② 経管栄養 

  ③ 導尿 

  ④ エ ア ウ ェ イ の 管理 

  ⑤ 定時の 薬液吸入 

  ⑥ 気管切開部の 衛生管理 

  ⑦ 胃ろ う 又は 腸ろ う 部の 衛生管理 

  ⑧ 日常的酸素管理 

⑨ 非侵襲的（ マ ス ク 式） 陽圧換気療法の 管理 

  ⑩ 気管切開下に おけ る 人工呼吸器の 管理 

  ⑪ 血糖値の 測定及びそ の 後の 処置 

  ⑫ 排痰補助装置の 使用 

  ⑬ 中心静脈栄養 

  ⑭ ネ ーザ ルハ イ フ ロ ー 

 

こ れら の 実施項目に つい て は 、 実施内容及び実施者の 区分と 合わ せて P12 に 別表「 実施

対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 実施項目・ 内容及び標準的な 実施区分」 に 示す。  

令和４ 年度か ら 、 「 日常的酸素管理及び呼吸補助装置の 管理」 を 「 日常的酸素管理」 と

「 非侵襲的（ マ ス ク 式） 陽圧換気療法の 管理」 の ２ 項目に 分け 、 「 人工呼吸器の 管理」 を

「 気管切開下に おけ る 人工呼吸器の 管理」 と 名称を 変更する な ど 、 実施区分の 整理を 行っ

た 。 な お、 こ れら の 実施区分の 整理に 伴い 、 「 都立特別支援学校に おけ る 人工呼吸器に よ

る 医療的ケ ア を 必要と する 子供の 安全な 学校生活の た め の ガ イ ド ラ イ ン （ 改訂） 」 （ 令和

６ 年３ 月） に おけ る 「 人工呼吸器の 管理」 と は、 「 気管切開下に おけ る 人工呼吸器の 管

理」 の こ と を 指し 、 「 非侵襲的（ マ ス ク 式） 陽圧換気療法の 管理」 は含ま な い こ と と す

る 。 さ ら に 、 令和６ 年度か ら 、 「 排痰補助装置の 使用」 を 、 令和７ 年度か ら は 「 中心静脈

栄養」 と 「 ネ ーザ ルハ イ フ ロ ー」 の 実施校項目を 新た に 追加し た 。  

医療的ケ ア の 実施に 当た っ て は 、 こ の 別表を 基準に 「 何を ・ 誰が 」 実施する の か を 確認

する 。  

 別表に つい て は 毎年度見直し 、 必要な 場合は医療的ケ ア 運営協議会で の 協議を 経て 、 東

京都教育委員会が 修正する 。 そ の た め 、 別表に 示さ れて い る 以外の 項目や内容に つい て の

実施は 認め ら れな い 。  

た だ し 、 医療的ケ ア 運営協議会が 認め 、 東京都教育委員会が モ デル 事業と し て 実施する
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場合は こ の 限り で は な い 。   

 

６  認定特定行為以外の 医療的ケ ア を 実施する 場合の 留意事項 

 認定特定行為以外の 医療的ケ ア に つい て は 、 国及び都に おけ る モ デル事業等の 成果も 参

考に し つつ、医療的ケ ア 運営協議会に おい て 、都立学校に おけ る 全体的な 方針を 検討する 。

そ の 上で 、 モ デル事業等の 対象と な っ た 学校に おい て 、 主治医や教育委員会の 委嘱し た 指

導医の 助言や学校看護師等の 意見を 得な が ら 、 個々の 医療的ケ ア 児の 状態に 照ら し て そ の

安全性を 考慮し つつ対応の 在り 方を 検討し 、 安全が 確認で き る も の に つい て は 実施する 。

同時に 、 当該の 学校の 実施状況を 、 医療的ケ ア 運営協議会で 共有し 、 よ り 安全な 各学校で

の 医療的ケ ア の 実施に つな げ て い く 。  
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別  表 令和８ 年度版

特別支援学校

（ 肢体不自由以外※１ ）

高等学校等

学校看護師が実施

学校看護師の指導・ 助言

の下、 認定特定行為業務

従事者も 実施

学校看護師の指導・ 助言

の下、 認定特定行為業務

従事者も 連携・ 協働し て

対応

学校看護師が実施

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○※6 ○

○ ○ ○

○※6 ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

③ 導　 尿 ○ ○

○ ○

○ ○ ○

⑤ 定時の薬液吸入 ○ ○

⑥
気管切開部の

衛生管理
○ ○ ○

⑦
胃ろう 又は腸ろう 部

の衛生管理
○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

⑨
非侵襲的(マス ク 式)

陽圧換気療法の管理
○ ○ ○

⑩
気管切開下における

人工呼吸器の管理
○※10 ○

⑪
血糖値測定及び

その後の処置
○ ○

⑫ 排痰補助装置の使用 ○※12

⑬ 中心静脈栄養 〇

⑭ ネーザルハイ フ ロ ー 〇

実施14項目 実施する こ と ができ る 内容

気管カニュ ーレ 内

① 吸　 引

咽頭よ り 奥

口腔内

又は鼻腔内

咽頭よ り 手前

エアウ エイ 内 ※２

気管切開部
気管カニュ ーレ よ り 先

「 実施対象と する こ と ができ る 医療的ケアの実施項目・ 内容及び標準的な実施区分」

学校で行う こ と ができ る 医療的ケア
学校における 医療的ケアの実施者

肢体不自由特別支援学校

④ エアウ エイ の管理
経鼻エアウ エイ の挿入・ 抜去

経鼻エアウ エイ の管理

② 経管栄養

経鼻胃管

液体栄養剤の滴下での注入

（ ポンプ使用を 含む）

液体栄養剤のシリ ンジ注入

水分のシリ ンジでの注入

（ ト ロ ミ 付き を 含む）

腸ろう ・ 経鼻空腸

液体栄養剤の滴下での注入

（ ポンプ使用・ 持続注入を 含む）

初期食の経口摂取と 栄養剤の注入

の併用 ※３

水分のシリ ンジでの注入

（ ト ロ ミ 付き を 含む）

液体栄養剤の滴下での注入

（ ポンプ使用を 含む）

半固形化栄養剤のシリ ンジ注入 ※４

水分のシリ ンジでの注入

（ ト ロ ミ 付き を 含む）

胃ろう

定時の薬液の吸入（ 生理食塩水のみの吸入は含ま ない）

気管切開部の衛生管理　 ※８

胃ろう 又は腸ろう 部の衛生管理

初期食のシリ ンジ注入 ※７

初期食の経口摂取と 栄養剤の注入

の併用 ※３

口腔ネラ ト ン法

導　 尿

液体栄養剤のシリ ンジ注入

（ ト ロ ミ 付き を 含む） ※５

⑧ 酸素管理
常時使用時の作動状況の確認

定時使用によ る 作動状況の確認（ 着脱含む）

肢体不自由特別支援学校においては、 学校医ま たは指導医及び主治医の指示・ 指導の下、 学校看護師の助言を 受け実施する 。 ま たは、 連携・ 協働し て対応する 。

※１ 　 肢体不自由教育部門の併置校においては、 他の教育部門は「 肢体不自由以外」 と し 、 学校看護師が実施する 。

※２ 　 吸引の際エアウ エイ が咽頭奥に入る こ と がない場合に限る 。

※３   「 給食時間内に注入可能」 等の実施要件を 満たし た場合に実施する こ と と する 。

※４ 　 市販も し く は処方さ れた半固形化し た栄養剤を 注入する こ と 。 加圧バッ グ を 用いた注入も 可と する 。

※５ 　 液体栄養剤にト ロ ミ 剤を 使用し 半固形化し た栄養剤も 注入でき る も のと する 。

※６ 　 学校看護師の実施によ り 実績を 重ね、 校内で安全性を 検証し た場合には、 認定特定行為業務事業者も 実施でき る も のと する 。

※７ 　 基本的には、 学校給食と し て提供する 初期食を 実施対象と する 。 緊急時や校外での対応については、 主治医の指示を 確認し 実施する 。

※８ 　 人工鼻、 ス ピ ーチバルブの着脱については、 認定特定行為業務従事者でなく ても 指導医から 着脱についての実地研修・ 指導を 受ける こ と を 必須条件と し て可と する 。

※９ 　 緊急時の対応には、 蘇生バッ ク を 使用し た心肺蘇生等を 含む。

※10  学校看護師の指導・ 助言の下、 認定特定行為業務従事者も 連携・ 協働し て対応する こ と 。 詳細は「 都立特別支援学校における 人工呼吸器によ る 医療的ケ アを 必要と

　 　 　 する 子供の安全な学校生活のためのガイ ド ラ イ ン （ 改訂） （ 令和６ 年３ 月） 」 を 参照のこ と 。

※11　 衛生面の管理が可能な特定の場所（ 保健室等） で実施する こ と が望ま し い。 その後の処置には、 イ ン ス リ ン の注射を 含む。

※12　 呼吸サポート 方式が口鼻マス ク の場合、 児童・ 生徒の状態によ り 、 学校と 特別支援教育課と 相談の上、 個別に判断する 。

作動状況の確認及び緊急時の対応　 （ 着脱含む）

人工呼吸器の作動状況の確認及び緊急時の対応　 ※９

血糖値測定及びその後の処置　 ※11

気管切開部から の陽圧・ 陰圧の実施。

パーカッ ショ ンラ ッ プによ る 高頻度胸壁振動法の実施　 ※12

実施対象と する 項目・ 内容や実施者を判断する に当たっては、 幼児・ 児童・ 生徒の個別の実態や各学校の置かれた環境を踏ま える と と も

に、

幼児・ 児童・ 生徒の安全を第一に考えながら 、 主治医及び指導医の医療的判断に基づく も のと する 。

幼児・ 児童・ 生徒の状況によ っては、 実施が可能な項目であっても 個別性が高く 一律に実施でき ない場合がある こ と に留意する こ と 。
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「別表」に関する補足資料 

( 1)  胃ろ う か ら の 液体栄養剤の シ リ ン ジ 注入に つい て   

胃ろ う か ら 液体栄養剤を シ リ ン ジ で 注入する こ と に つい て は、「 短時間で 注入が で

き る こ と 、 高カ ロ リ ーで 種類も 多い 」 な ど の メ リ ッ ト が あ る が 、 急激な 血糖値の 上昇

（ ダ ン ピ ン グ 症候群） を 引き 起こ すこ と も 考え ら れ る 。 主治医の 指示や保護者か ら 実

施の 希望が あ っ た 場合、 滴下や半固形化栄養剤の 注入と の 比較検討を する と と も に 、

以下の 条件や注意点を 十分考慮し た 上で 、 実施の 判断を する こ と 。  

 

① 都立学校に おけ る 医療的ケ ア と し て 、 液体栄養剤シ リ ン ジ 注入を 実施で き る 条件 

ア  当該医療的ケ ア 児の 健康状態が 良好で 、 安定し た 登校が で き て おり 、 在校中、 他

の 医療的ケ ア は おおむね順調に で き て い る こ と 。 新規に 学校で 医療的ケ ア を 開始

する 場合は 、 保護者に よ る 医療的ケ ア が 、 在校中も おおむね順調に で き て い る こ

と  

イ  液体栄養剤の シ リ ン ジ 注入を 、 家庭で 安全に 実施で き て い る 実績が あ る こ と 。 例

え ば、 家庭で 実施を 開始し 、 次の 主治医に よ る 診察を 受け る ま で の 間、 安全に 実

施で き て おり 、診察時に 主治医か ら 継続可能と の 所見を 得ら れ る 等が 必要で あ る 。 

ウ  家庭で 液体栄養剤シ リ ン ジ 注入を 開始し て か ら 現在ま で 、 ダ ン ピ ン グ 症候群を 起

こ し た こ と が な い こ と 。又は、起こ し た こ と が あ る が 、実施方法の 改善等に よ り 、

ダ ン ピ ン グ 症候群を 起こ す可能性は ほ と ん ど な い と 主治医が 認め て い る こ と 。  

エ  ア ～ウ を 踏ま え て 、 指導医検診を 保護者同席の も と 実施し 、 指導医か ら 「 液体栄

養剤の シ リ ン ジ 注入を 学校に おけ る 医療的ケ ア と し て 実施する こ と は適切で あ る 」

と の 所見を 得る こ と 。 そ の 際、 ダ ン ピ ン グ 症候群が 起き た 場合等の 緊急時の 対応

に つい て 、 医療的ケ ア 指示書を 基に 指導医か ら 助言を 受け 、 学校と し て 緊急時対

応マ ニ ュ ア ル を 作成し 、 緊急時対応訓練を 実施する こ と 。  

 

② 実施に おけ る 注意点  

＜実施者に 関し て ＞ 

ア  学校看護師に よ る 実施と する 。  

イ  都立肢体不自由特別支援学校に おい て は 、 学校看護師の 実施に よ り 実績を 重ね、

校内で 安全性を 検証し た 場合は 、 認定特定行為業務従事者も 実施で き る 。  

＜手順や内容に 関し て ＞ 

ウ  シ リ ン ジ で の 注入を 椅子に 座っ て 実施する 場合は 、 腹圧が か か り 、 対象医療的ケ  

ア 児の 動き や姿勢に よ っ て は 胃ろ う 部の ト ラ ブ ル（ 漏れ 等） が あ る こ と も 予想さ

れる 。 予想さ れる ト ラ ブ ルに 関する 具体的な 予防策と 対応方法を 事前に 把握し て

おく こ と 。 ま た 、 対象医療的ケ ア 児が 落ち 着い て ケ ア を 受け ら れる よ う 、 環境を

整え 必要な 支援を 行う 。  

エ  給食を 経口摂取し な が ら 、 同時に 胃ろ う で 栄養剤を 注入する こ と は 、 絶対に 行わ

な い 。 経口摂取中に 、 むせた り 喉に 詰ま ら せた り する こ と も あ る の で 、 液体栄養

剤の みな ら ず、 全て の 栄養剤の 注入に おい て 、 同時に は 実施し な い 。  

オ  液体栄養剤に ト ロ ミ 剤を 使用し 、 半固形化し た も の を 注入する 場合は 、 指示書の

方法で 注入物と ト ロ ミ 剤を 事前に 混ぜ合わ せて 準備し て か ら 注入する 。  

カ  注入は指示書ど おり の 速度で 実施する こ と 。注入の 量と イ ン タ ーバル に つい て は、
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学校の 時程（ 給食の 時間と 午後の 授業開始時刻） も 考慮し た 上で 、 指示書の 範囲

内で 指導医の 助言を 受け 、 適切に 設定する 。  

キ  緊急事態発生時は 、 緊急時対応マ ニ ュ ア ルに 沿っ て 組織的か つ迅速に 対応する 。  

＜保護者の 役割＞ 

ク  保護者は 、 使用する 物品を 予備も 含め 全て 準備する 。 医療的ケ ア の 実施者は 、 使

用後の 物品を 水洗い し 、 毎日保護者に 返却する 。 保護者は 準備、 消毒を 含め た 点

検、 衛生管理等を 行う 。  

ケ  対象医療的ケ ア 児の 体調が 安定し な い 等の 場合は 保護者は 健康状態の 回復を 優先

する 。 ま た 、 状況に よ り 学校の 依頼に 応じ て 保護者が 来校し 、 液体栄養剤の 注入

を 実施する 。  

 

※実施手続に つい て は 、「 都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施指針」 P33 ６  実施体制（ ２ ）

実施手続参照の こ と 。  

 

【 参考①】  ダ ン ピ ン グ 症候群に 関する 説明 

出典 文部科 学 省 令 和元 年 度 学 校に おけ る 医 療的 ケ ア 実 施 体制 構築事業  学校 に お

け る 教職員に よ る た ん の 吸引等  （ 特定の 者対象） 研修テ キ ス ト （ 例）   

令和２ 年（ 2020 年）  公益財団法人 日本訪問看護財団  

   P370「 5-8 経管栄養に 関する そ の 他の 知識」 か ら  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※経腸栄養に は 、 胃ろ う か ら の 注入も 含ま れ る 。  

 

※上記に 示さ れて い る 【 対応】 は、 医療的ケ ア の 内容で は な く 、 緊急時対応で  

あ る 。 ダ ン ピ ン グ 症候群が 起き た 場合の 対応に つい て は 、 主治医、 指導医の 指

導を 受け 、 緊急時対応マ ニ ュ ア ルに 示し て おく こ と が 重要で あ る 。  

 

 

【 参考  文科 省テ キ ス ト  P 3 7 0 】  

ダ ン ピ ン グ 症 候群  

 経腸 栄養（ 特に 空腸 チ ュ ーブ で の 注入） を 行っ て い る 場 合に 栄養剤が

急速に 胃腸に 送 り 込ま れ る こ と が 原 因で 生じ る 病態  

早期ダ ン ピ ン グ 症候群  

【 病態 】 栄 養剤が 急速 に 小腸に 流れ 込むと 、 浸透圧で 体の 水分が 腸の 中

に 集ま り 、 一 時的に 血 管内の 循環血 液量が 減 少し ま す。  

【 症状 】 頻脈 （ 動悸） 低血圧（ 立ち く ら み、 め ま い 、 顔面 蒼白）  

【 対応 】 頻脈 に な ら な い 程度に 注入速度を 遅 く し ま す。  

後期ダ ン ピ ン グ 症候群  

【 病態 】 栄 養剤が 吸収 さ れ 血糖が 急 激に 上昇 する と 、 そ の 後 イ ン シ ュ リ

ン が 過剰に 分 泌さ れ 、 低血糖を 引き 起こ し ま す。  

【 症状 】 低血 糖に よ る 発汗、 疲労感、 顔面蒼 白 

【 対応 】 低 血糖症状が あ れ ば糖水な ど を 注入 し ま す。 １ 回の 注入量を 減

ら し 、 注入回 数を 増や し ま す（ 少量 頻回注入 ）  
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【 参考②】 液体栄養剤の シ リ ン ジ 注入実施中の 観察項目  

□  脈が 速く な っ て い な い か （ 頻脈）  

□  顔色に 異常が な い か  

□  異常な 汗を か い て い な い か  

□  意識状態に 変化が な い か  

□  胃ろ う ボ タ ン に 破損等異常が な い か  

□  し ゃ っ く り 、 嘔気、 嘔吐が な い か  

□  腹部膨満、 腹痛、 下痢が な い か  

□  胃ろ う ボ タ ン 周囲の 発赤やびら ん（ た だ れ）、 出血が な

い か  

□  胃ろ う ボ タ ン 刺入部か ら 、 栄養剤等の 漏れが な い か  

□  腹部を 圧迫し て い な い か  

□  喘鳴（ ゼ イ ゼ イ 、 ゼ コ ゼ コ 等） が な い か  

 

( 2)  胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入に つい て  

従来、 胃ろ う か ら の 栄養摂取は 、 市販又は 処方さ れ た 栄養剤に 限っ て 胃ろ う か ら の

注入を 実施し て き た 。 こ れに 対し 、 自然食材か ら の 栄養摂取に よ る 健康の 保持や食育

の 充実等の 観点か ら 、 学校給食の 初期食を 胃ろ う か ら シ リ ン ジ で 注入する こ と を 可能

と する た め 、 東京都教育員会は 、 令和元年度か ら 都立肢体不自由特別支援学校に おい

て 、「 胃ろ う か ら の 初期食注入モ デル事業」 を 実施し 、 試行、 検討を 重ねて き た 。 食物

ア レ ル ギ ー対応や注入方法、 緊急時対応等、 安全か つ適切に 行う た め に 必要な 条件を

検討し 、 そ の 結果を 「 医療的ケ ア に よ る 児童・ 生徒の 胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注

入ガ イ ド ラ イ ン 」 を 令和３ 年３ 月に 策定し た 。 令和３ 年度以降は 、 胃ろ う か ら の 初期

食の 注入が 必要な 医療的ケ ア 児一人一人の 状況に 応じ て 、 都立肢体不自由特別支援学

校に おい て 実施し て い る 。 令和５ 年度に は 、 初期食を 混合注入以外の 、 一品ご と の シ

リ ン ジ 注入や、 経口摂取の 併用な ど の モ デル事業を 実施し 、 令和６ 年度よ り ガ イ ド ラ

イ ン の 改訂を 行っ た 。   

な お、 都立肢体不自由特別支援学校以外に おけ る 初期食シ リ ン ジ 注入の 実施に つい

て は、 引き 続き 検討し て い く 。  

 
 
 
 
 
 

( 3)  排痰補助装置の 使用に つい て  

咳を する 機能が 低下し て 自力で の 痰や分泌物の 喀出が 難し く 、 ま た 吸引だ け で は 呼

吸状態を 改善する こ と が 難し い 児童・ 生徒に 、 排痰補助装置を 使用する 。 排痰補助装

置と は 、 陽圧陰圧を か け て の 排咳介助や、 胸壁に 高頻度振動を 与え る こ と で 排痰を 促

す方法の こ と で あ る 。  

ま た 、 令和３ 年６ 月に 文部科学省が 公表し た 「 小学校等に おけ る 医療的ケ ア 実施支

援資料」 で は 、 排痰補助装置は 「 単な る 気管吸引よ り も 効果的に 排痰で き る 場合も あ

り 、 特に 病状が 進行し た 筋疾患（ 筋ジ ス ト ロ フ ィ ーな ど ） で は 、 咳の 力が 著し く 低下

※項目に つい て  
異 常 が あ っ た
場合の 対応を 、
主治医、指導医
と 確 認 し て お
く こ と が 重 要
で あ る 。  

 

胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入に つい て は 、 以下の ガ イ ド ラ イ ン を 参照する こ と  

・ 胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入に 関する ガ イ ド ラ イ ン  令和６ 年３ 月改訂 

・ 胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入に 関する ガ イ ド ラ イ ン Q & A 集 令和６ 年３ 月改訂 
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する た め 日常生活に 必須の 機器」 と 位置付け ら れて い る 。  

そ こ で 、 校内で の 排痰補助装置を 安全に 使用する た め の 体制及び内容、 方法な ど の

検証等を モ デル事業で 実施し 、 学校で 使用する こ と に よ り 児童・ 生徒の 呼吸状態の 安

定を 保ち 、 安全な 学校生活を 送れる よ う に 、 令和６ 年度か ら 都立肢体不自由特別支援

学校で の 実施項目に 追加と し た 。  

 

① 都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア と し て 、 排痰補助装置の 使用を

実施で き る 条件 

ア  健康状態が 安定し て 登校で き て い る 。  

イ  日常的に 家庭で も 実施し て い る 。  

ウ  主治医か ら 、 対象児童・ 生徒の 学校で の 実施方法に つい て 看護師が 直接に 指導を

受け る こ と を 原則と する 。 緊急時に つい て も 指示書に 明記さ れ て い る 。  

エ  緊急時に 備え 、 校内の 看護師の 対応が 十分に 取れる 体制が 整っ て い る 。  

 

② 役割分担、 実施者に つい て  

ア  学校看護師の 役割 

( ア ) 排痰補助装置の 使用に つい て は 、 実施前後の 健康観察を 含め 学校看護師が 実施

する 。  

( イ ) 学校看護師は 実施方法及び緊急時の 対応に つい て 、 予め 主治医に よ る 指導を 受

け る 。  

イ  教職員の 役割 

( ア ) 保護者、 主治医と 十分に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 取り 、 対象者の 健康状態の 情報 

を 得る 。  

( イ ) 実施前後の 健康観察を 含め 、 姿勢の 調整及び吸引の 実施等、 学校看護師の 補佐

を 行う 。    

ウ  保護者の 役割 

( ア ) 必要な 医療機器及び付属物品の 準備と 点検、 実施依頼書の 記入 

( イ ) 登校後の 健康状態に 異常が 認め ら れた 場合、 学校と 相談し 必要な 対応を と る 。  

( ウ ) 定期的に 主治医に 診察し て も ら い 適切な 指示を 受け 、 そ の 内容に 変更が あ っ た

場合に は 速やか に 学校へ報告する 。  

エ  主治医の 役割  

( ア ) 学校に おけ る 実施及び緊急時の 対応に つい て の 指示書の 作成 

( イ ) 対象児童・ 生徒で の 実施に つい て の 看護師への 直接の 指導 

( ウ ) 定時以外に 排痰補助装置の 使用が 必要な 場合が あ る 際の 指示 

オ  指導医の 役割  

( ア ) 指示書を 基に 指導医検診に て 、 学校で の 実施する 際の 留意点を 指示 

( イ ) 排痰補助装置の 基本原理と 学校で 安全に 実施する た め の 注意事項に つい て の 校         

内研修 

( ウ ) 学校で の 実施状況の 定期的な 確認          

③ 必要な 知識取得の た め の 校内研修の 実施 

ア  対象児度・ 生徒で の 使用方法に つい て の 主治医に よ る 看護師への 指導内容の 共有

（ 指導時の 動画記録の 視聴な ど ）  
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イ  指導医に よ る 校内研修会 

ウ  そ の 他 （ 例） 機器メ ーカ ー業者と の 連携に よ る 校内研修会な ど  

 

④ 実施手順や内容に 関し て  

＜実施ま で の イ メ ージ ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤ 学校で 準備する 医療機器及び物品 

   排痰補助措置を 使用する 際は 、 次の 物品を 本人用吸引器に 加え て 、 児童・ 生徒の 近

く に 準備する こ と  

●パル ス オ キ シ メ ータ  ●聴診器 ●蘇生バ ッ グ  ●酸素ボ ン ベ ●延長コ ード  

 

⑥ そ の 他  

ア  留意点 

・ 学校で は 、 パ ーカ ッ サ ーモ ード は 、 パ ーカ ッ シ ョ ン ラ ッ プ で の 高頻度胸壁振動法

の み行い 、 気管切開又はマ ス ク を 通し て の パ ーカ ッ サ ーモ ード は 行わ な い 。  

・ 定時で の 実施を 原則と する が 、 実態に 応じ て 臨時で 行う こ と も あ り 得る 。 臨時で

の 実施の 基準や対応方法に つい て は 、 主治医と 保護者に 予め 十分に 確認を し て お

く 。 臨時に 行わ ざ る を 得な い 場合に は 、 蘇生用バ ッ グ で の バギ ン グ （ 気管切開の

生徒の 場合） や排痰介助な ど 、 呼吸状態を 改善する た め の 他の 方法も 組み合わ せ

な が ら 行い 、 保護者に 連絡する 。  

・ 学校で 実施の 際は 、 自動モ ード の みを 原則と する 。  

 

イ  口鼻マ ス ク 式の 排痰補助装置の 対応に つい て  

児童・ 生徒の 状態に よ り 、 主治医、 指導医の 意見を 踏ま え 、 学校は 特別支援教育

課と 協議の 上、 個別に 判断する 。 意思表示や協力が 困難な 児童・ 生徒で は 、 口鼻マ

ス ク 式の 排痰補助装置の 使用は 困難な 場合が あ り 、 慎重な 対応が 必要と な る 。  

 

 

1)  主治医か ら の 指示書提出 → 指導医検診（ 第一回目） ※１  

2)  主治医に よ る 看護師への 指導・ 実施方法確認  

3)  排痰補助装置に つい て の 校内研修・ 緊急対応訓練  

4)  保護者の 校内で の 実施確認 ※１  

6)  指導医検診（ 第二回目） ※１  

7)  看護師に よ る 実施  

5)  個別マ ニ ュ ア ル作成  

 
※１  保護者立ち合いの上実施 
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( ４ )  中心静脈栄養に つい て  

中心静脈栄養と は 、 心臓に 近い 静脈（ 鎖骨下静脈、 内頚静脈な ど ） に カ テ ーテ ル を

挿入し 高濃度の 栄養剤を 投与する 方法で あ る 。  

末梢静脈ルート か ら は 投与で き な い よ う な 高濃度の 栄養剤の 投与が 可能な た め 、 高

カ ロ リ ー輸液と も 呼ばれる 。  

中心静脈栄養に つい て は、 刺入部か ら の 感染症の リ ス ク 等が あ る た め 、 抜去時の 対

応等、 緊急時の 具体的な 対応に つい て 、 主治医と よ く 確認を し て おく こ と 。  

 

( ５ )  ネ ーザ ルハ イ フ ロ ーに つい て  

   十分に 加温加湿さ れた 高流量の 気流（  空気の み、 ま た は酸素が 付加さ れた 空気）  

を 鼻カ ニ ュ ーレ で 流し 充分な 換気を サ ポ ート する 方法で あ る 。 小型の 器械、 専用の 加

湿器と 回路、 専用の 広径の 鼻カ ニ ュ ーレ を 使用し 、 必要な 場合に は 酸素ボ ン ベ、 酸素

濃縮器な ど か ら の 酸素を 付加する 。  

 

( ６ )  都立高等学校等で の 医療的ケ ア に つい て  

都立高等学校等で は 、 こ れま で 医療的ケ ア の 実施体制が な か っ た た め 、 保護者等に

付添い と 医療的ケ ア の 実施を 依頼し て い た 。 令和２ 年度か ら 都立特別支援学校で 培っ

て き た 医療的ケ ア の 実施体制を 参考に し て 、 医療的ケ ア を 必要と する 生徒が 在籍し て

い る 都立高等学校等に おけ る 医療的ケ ア を 実施する こ と が 可能な 体制を 構築し て い る 。 

   具体的に は 、 本別表に 肢体不自由特別支援学校以外の 都立特別支援学校と と も に 、

都立高等学校等で 実施で き る 医療的ケ ア を 明記し 、 一部の 都立高等学校等の 生徒を 対

象と し て 、 医療的ケ ア を 開始し 、 医療的ケ ア の 実施者と し て 非常勤看護師を 配置し て

い る 。 ま た 、 都立学校で 医療的ケ ア を 新規に 実施する た め に 手引を 作成し た 。  

 

( ７ )  そ の 他、 別表に 関する 補足に つい て  

 

 

 

 

 

上記の ガ イ ド ラ イ ン ・ 手引等に 関し て は 、 東京都教育委員会の ホ ーム ページ に 掲載し て

い る 。 巻末《 参考資料》 を 参考に 、 必要に 応じ 参照する こ と 。  

◎ 医療的ケ ア を 新規に 開始する 学校は 、 以下の 手引を 参照する こ と  

・「 都立学校に おけ る 医療的ケ ア  実施の 手引」  

都立学校で 医療的ケ ア を 新規に 実施する た め に  令和８ 年４ 月改訂 

人工呼吸器の 管理に つい て は 、 以下の ガ イ ド ラ イ ン を 参照する こ と  

・「 都立特別支援学校に おけ る 人工呼吸器に よ る 医療的ケ ア を 必要と する 子供の 安

全な 学校生活の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」  令和６ 年３ 月改訂 

・「 都立特別支援学校に おけ る 専用通学車両の 運行に 関する ガ イ ド ラ イ ン 」   

令和８ 年４ 月改訂 

「 血糖値の 測定」 に つい て は 、 以下の ガ イ ド ラ イ ン を 参照する こ と  

・ 医療的ケ ア「 血糖値測定及びそ の 後の 処置」 を 実施する 際の 留意事項＜ガ イ ド ラ

イ ン ＞ 令和７ 年３ 月改訂 
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７  研修機会の 提供 

( 1)  学校看護師等に 対する 研修 

 学校で 医療的ケ ア を 実施する 学校看護師等に は、 医師が 常駐し て い な い と い う 医療

機関と は 異な る 環境に おい て 、 学校看護師以外の 他職種と 協働し 、 先導し て 医行為に

従事する た め 、 高い 専門性が 求め ら れる 。 東京都教育委員会は 、 学校に 配置する 学校

看護師等の 専門性の 向上を 図る た め に 、 最新の 医療や看護技術、 医療機器等に 関する

知識や技能を 向上さ せる た め に 実践的・ 臨床的な 講習会を 受け る 機会を 確保する 。  

 学校に おい て は 、 東京都教育委員会が 主催する 講習会の みな ら ず、 地域の 医師会や

看護団体、 医療機器メ ーカ ー等が 主催する 研修会を 受講する 機会を 提供する こ と も 大

切で あ る 。  

 ( 2)  全て の 教職員等に 対する 研修及び保護者等への 啓発 

 学校全体で の 組織的な 体制を 整え る 観点か ら は、 医療的ケ ア を 実施する か 否か に か

か わ ら ず、 学校看護師等や医療的ケ ア を 実施する 教職員と の 連携・ 協力の も と 、 医療

的ケ ア 児を 含め た 児童・ 生徒等の 健康と 安全を 確保する た め に 、 医療的ケ ア に 係る 基

本的な 知識を 全て の 教職員で 習得し て おく こ と が 重要で あ る 。 そ の た め 、 医療的ケ ア

を 実施し な い 教職員に 対し て も 校内研修を 実施する 必要が あ る 。 ま た 在校生やそ の 保

護者に 対し て 啓発を 行う こ と も 、 理解や協力を 得る た め に 有効で あ る 。  

 

８  校外に おけ る 医療的ケ ア  

登下校時の ス ク ールバ ス 内で 医療的ケ ア を 実施する に は 車両を 停止さ せる た め 、 乗車時

間が 長引け ば他の 児童・ 生徒への 影響が 懸念さ れる 。 そ こ で 東京都教育委員会は 、 ス ク ー

ルバス と は別に 対象と な る 医療的ケ ア 児の 専用通学車両を 運行し て い る 。 な お、 専用通学

車両内は 校内と は 環境や体制が 異な る た め 、 実施で き る 医療的ケ ア は 、「 都立特別支援学校

に おけ る 専用通学車両の 運行に 関する ガ イ ド ラ イ ン （ 令和８ 年４ 月）」 で 規定し て い る 。  

ま た 、 遠足や社会見学等の 校外学習で の 医療的ケ ア に つい て は 、 実施環境が 校内と は 異

な り 、当該医療的ケ ア 児も 日常の 状態と 違う こ と が あ る た め 、リ ス ク が 増大する 。さ ら に 、

緊急時対応の 必要が 生じ る 場合も あ り 、 校長は通常の 医療的ケ ア 実施状況に 基づき つつ状

態の 変化を 想定し 、 よ り 慎重に 校外学習を 計画する 。 な お、 校外学習で の 医療的ケ ア の 実

施は、 実施で き る 時間帯は 当該医療的ケ ア 児の 日常の 在校中の 時間帯内と し 、 医療的ケ ア

の 内容も 校内で の 内容を 超え な い も の と する 。 ま た 、 実施者は 学校看護師を 基本と する 。  

加え て 、転入学等で 新規に 医療的ケ ア を 立ち 上げた 当初や、健康状態に 大き な 変化が あ っ

た り 不安定で あ っ た り する 医療的ケ ア 児の 校外学習で の 医療的ケ ア 実施に つい て は、 日常

の 学校生活で 医療的ケ ア が 安定し て 実施で き る よ う に な っ て い る こ と が 前提と な る 。 こ の

た め 、 校内で の 安定し た 医療的ケ ア 実施が 確立する 前の 校外学習参加に つい て は 、 行き 先

や活動内容、 緊急時の 対応等を 保護者へ丁寧に 説明し 、 そ の 上で 校外学習に 参加する 場合

に は、 保護者に よ る 付添い と 医療的ケ ア 実施の 協力を 得て い く こ と が 必要と な る 。  

さ ら に 、 校外で の 人工呼吸器の 管理は 、 緊急時に 速やか な 判断と 対応が 不可欠と な る こ

と か ら 判断や対応が で き る 保護者に 付添い を 依頼する 。 詳細は 「 都立特別支援学校に おけ

る 人工呼吸器に よ る 医療的ケ ア を 必要と する 子供の 安全な 学校生活の た め の ガ イ ド ラ イ ン

（ 令和６ 年３ 月）」 を 参照の こ と 。  

な お、 学校内外を 問わ ず宿泊を 伴う 学習に おい て も 、 対応は上記に 準ずる 。 医療的ケ ア

を 実施で き る 時間帯は 日常の 在校時間帯内と し 、実施者は 学校看護師を 基本と する 。特に 、
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学校は 夜間の 医療的ケ ア の 内容や健康状態を 把握で き な い た め 、 日常の 在校時間帯外の 医

療的ケ ア 実施は 保護者に 依頼する 。 保護者が 代理人に よ る 実施を 希望する 場合は 、 校長は

代理人が 医療的ケ ア の 実施や緊急時の 判断等が で き る こ と な ど を 確認し た 上で 、 同行及び

実施の 可否を 判断する 。  

 

９  保護者と の 連携  

医療的ケ ア の 安全か つ適切な 実施の た め 、 各学校は 保護者と の 密接な 連絡体制が 求め ら

れる こ と か ら 、 各学校単位で 医療的ケ ア に 関する 説明会を 実施し 、 医療的ケ ア の 趣旨と 各

学校の 医療的ケ ア 実施要領の 理解促進に 努め る 。 ま た 、 健康・ 安全管理の 観点か ら 、 保護

者の 付添い を 求め る 際に は 、 そ の 必要性に つい て 丁寧に 説明し 、 保護者の 理解と 連携・ 協

力を 得て 、 安全な 事業の 推進に 努め る 。  

さ ら に 、 学校生活の 状況を 主治医に 伝え る 必要が あ る 場合に は 、 主治医訪問等の 主治医

と の 連絡の 機会を 設定する こ と も 有効で あ る 。 そ の 場合に は、 保護者の 了承を 得る と と も

に 、 保護者と 連携を 図っ て い く こ と が 重要で あ る 。 保護者に は 、 学校内で 医療的ケ ア が 安

全か つ適切に 実施で き る よ う 、 主治医と の 連絡・ 相談を 綿密に 行う と と も に 、 必要な 情報

を 学校と 共有し て 学校で 医療的ケ ア を 実施する た め の 準備等が 円滑に 進むよ う 協力を 求め

る 。 ま た 、 実施に 際し て も 、 対象の 医療的ケ ア 児の 健康状態に つい て 連絡や相談を 学校に

対し て 適切に 行う こ と が 求め ら れる 。  

医療的ケ ア の 実施を 申請する に 当た り 、 保護者に は 学校に おけ る 医療的ケ ア に つい て 資

料等を 活用し て 十分に 説明し 、 理解を 得る こ と が 大切で あ る 。 具体的に は 、 学校に おけ る

学校看護師、 教員及び学校介護職員等の 対応と 医療機関の 対応と の 違い や、 医療的ケ ア の

実施に は 、 対象児童・ 生徒等の 体調の 安定が 条件と な る こ と 、 併せて 主治医か ら 学校で 医

療的ケ ア を 実施する 際の 期待で き る メ リ ッ ト と リ ス ク の 説明を 受け て 、 保護者が 医療的ケ

ア の 実施を 申請する こ と な ど に つい て 、 了解し て い る こ と が 重要で あ る 。 さ ら に 、 学校に

申請する 医療的ケ ア の 内容に つい て は 、 別表「 実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の

実施項目・ 内容及び標準的な 実施区分」 の 範囲の 中で 、 家庭で 継続的に 実施し て い る こ と

が 前提で あ る こ と に つい て 、 十分に 理解を 求め る 。  

保護者の 申請か ら 医療的ケ ア を 実施で き る ま で の 準備期間中は 、 学校で は 医療的ケ ア を

実施する こ と が で き な い た め 、 保護者に よ る 医療的ケ ア の 実施が 必要で あ る 。 すで に 医療

的ケ ア を 継続し て 実施し て い る 医療的ケ ア 児で あ っ て も 新た な 内容の 医療的ケ ア を 実施す

る 場合は 、 準備期間が 必要で あ る 。 い ずれの 場合も 、 効率的か つ適切に 準備を 進め る こ と

が 重要で あ る 。  

 

１ ０  災害時の 対応 

近年の 自然災害の 発生状況を 踏ま え 、 医療的ケ ア 児を 含め た 全て の 児童・ 生徒等の 安全

管理の 一層の 充実が 求め ら れ て い る 。 学校保健安全法で は 、 学校に 学校安全計画の 策定及

び危険等発生時対処要領（ 危機管理マ ニ ュ ア ル）の 作成を 義務付け て い る と こ ろ で あ る が 、

医療的ケ ア 児が 在籍する 学校で は、 災害時に も 医療的ケ ア が 実施で き る よ う 非常用電源の

確保や、 医療的ケ ア 児の 状況に 応じ た 医療物品や医療機器、 非常食等の 準備及び備蓄に つ

い て 、 あ ら か じ め 保護者と の 間で 協議を し て おく 必要が あ る 。 な お、 東京都教育委員会は

必要に 応じ て 物品等の 予算措置を 行う 。  
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１ １  医療的ケ ア 児に 対する 生活援助行為の 「 医行為」 該当性の 判断 

学校に おけ る 医療的ケ ア を 実施する 上で 、 個々の 生活援助行為が 「 医行為」 に 該当する

か 否か を 判断する こ と が 難し い 場面に 遭遇する こ と も 多い 。 こ の 点に つい て「 医師法第 17

条、 歯科医師法第 17 条及び保健師助産師看護師法第 31 条の 解釈に つい て（ 平成 17 年 8 月

25 日初等中等教育局長通知）」 及び、「 医師法第 17 条、 歯科医師法第 17 条及び保健師助産

師看護師法第 31 条の 解釈に つい て （ そ の ２ ）（ 令和５ 年１ 月 26 日文部科学省初等中等教

育局特別支援学校課）」 に おい て 、 厚生労働省が 示す「 原則と し て 医行為で な い と 考え ら れ

る も の 」 の 周知が 図ら れて い る 。  

校長は 、 保護者及び主治医か ら 「 医行為」 に 該当する か 否か の 判断が 難し い と 考え ら れ

る 事例が あ っ た 場合は 、 東京都教育委員会と 協議し 判断する 。 別表「 実施対象と する こ と

が で き る 医療的ケ ア の 実施項目・ 内容及び標準的な 実施区分」 に 記載が な い 医療的ケ ア の

要望を 受け た 場合も 同様に 、 東京都教育委員会に 報告し 協議を 行う 。  

 

《 参考資料》  

東京都に おけ る 医療的ケ ア 実施に 関する 経緯に つい て  

  東京都教育委員会は、 平成２ 年度か ら 「 医療行為を 必要と する 児童・ 生徒の 教育措置

等検討委員会」 を 設置し 、 平成３ 年３ 月に 「 医療行為を 必要と する 児童・ 生徒の 教育の

あ り 方に つい て 」 を 報告し た 。 平成４ 年度か ら は 、 本報告に 基づき 、 指導医の 導入や研

修実施校を 指定する な ど の 試行的事業展開を 図り 、 東京都教育委員会主催に よ る 、「 医療

的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒に 関する 研修講座」 の 開講を は じ め 、「 医療的配慮を 要す

る 児童・ 生徒の 健康・ 安全の 指導ハ ン ド ブ ッ ク 」 を 作成し て 都立肢体不自由養護学校（ 当

時） の 全教職員への 貸与な ど を 実施し て き た 。 さ ら に 、 平成６ 年度か ら は 、 事業名を「 救

急体制整備事業」 と し 、 教員に よ る 医療的ケ ア を 違法性の 阻却の 考え に 基づく 行為と し

て 整理し 、 都立肢体不自由養護学校（ 当時） に おい て 学校看護師と 教員が 連携・ 協働し

安全か つ適切に 実施で き る よ う 実施体制の 整備を 順次行っ て き た 。  

 

国で は 、 文部科学省が 平成 15 年度に「 養護学校に おけ る 医療的ケ ア に 関する モ デル事

業」 を 実施し 、 医療・ 安全面及び教育面の 成果を 受け「 教師が 行う こ と が で き る 日常的・

応急的手当の 具体的な 内容」 と し て 、 ①咽頭よ り 手前の 吸引、 ②咳や嘔吐、 喘鳴等の 問

題の な い 児童・ 生徒等で 、 留置さ れて い る 管か ら の 注入に よ る 経管栄養、 ③自己導尿の

補助の 三つの 手当て を 示し た 。 ま た 、 厚生労働省が 、 平成 16 年 10 月に 文部科学省宛に

「 盲・ 聾・ 養護学校に おけ る た ん の 吸引の 取り 扱い に つい て 」 を 発出し 、「 必要な 医行為

の すべて を 担当で き る だ け の 学校看護師の 配置を 短期間に 行う こ と に は 困難が 予想さ れ

る こ と か ら 、 学校看護師を 中心と し な が ら 教員が 学校看護師と 連携・ 協力し て 実施する

モ デル 事業等の 方式を 盲・ 聾・ 養護学校全体に 許容する こ と は 、 学校看護師の 適正な 配

置な ど 医療安全の 確保が 確実に な る よ う な 一定の 要件の 下で は 、 やむを 得な い 」 と 示し

た 。  

  こ れら を 受け て 東京都教育委員会で は 、 平成 16 年 11 月に 「 こ れか ら の 救急体制整備

事業の 在り 方に つい て（ 最終報告）」 を ま と め 、 都立肢体不自由養護学校に おい て 、 よ り

一層医療的ケ ア が 安全か つ適切に 行わ れる よ う に 、 医療的ケ ア 実施に 係る 手続や、 保護

者、 主治医、 指導医の そ れぞ れの 役割を 示し た 。 ま た 、 学校看護師を 中心と し た 医療的
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ケ ア の 実施体制を 充実さ せる た め に 、 平成 18 年度か ら は 、 各学校に 非常勤看護師の 配置

な ど を 行っ て き た 。  

こ の 間、 平成 17 年７ 月に は、 厚生労働省は「 医師法第 17 条、 歯科医師法第 17 条及び

保健師助産師看護師法第 31 条の 解釈に つい て （ 通知）」 を 発出し 「 自己導尿を 補助する

た め 、 カ テ ーテ ルの 準備、 体位の 保持な ど を 行う こ と 」 は 原則と し て 医行為に 当た ら な

い と の 見解を 示し た 。  

 

東京都教育委員会で は 、 平成 21 年度か ら 介護職員の 都立肢体不自由特別支援学校へ

の 試行導入を 行い 、 児童・ 生徒の 安全の 確保と 、 教員が 授業づく り に 専念で き る 体制整

備を 進め た 。 平成 23 年度か ら は そ れま で の 試行導入の 成果に 基づき 、 学校介護職員と し

て 専務的非常勤職員に 位置付け 、 平成 28 年度に は 全都立肢体不自由特別支援学校へ導

入し た 。な お、東京都の 非常勤職員制度の 見直し に よ り 、現在は 会計年度任用職員と な っ

て い る 。  

平成 24 年４ 月に は、「 社会福祉士及び介護福祉士法の 一部を 改正する 法律」 が 施行さ

れ、 知識、 技能を 修得し た 介護職員は も と よ り 、 特別支援学校に おい て は 、 一定の 条件

の も と で あ れば教員も 、「 口腔内の 喀痰吸引」、「 鼻腔内の 喀痰吸引」、「 気管カ ニ ュ ーレ 内

部の 喀痰吸引」、「 胃ろ う 又は 腸ろ う に よ る 経管栄養」、「 経鼻経管栄養」 と い っ た 特定行

為を 、 制度上実施で き る こ と と な っ た 。  

こ の た め 、 平成 25 年度か ら 実施者と し て 学校介護職員を 加え 、 各学校に おい て 学校看

護師を 中心と し な が ら 、 教員及び学校介護職員よ る 医療的ケ ア の 実施に つい て の 位置付

け や手続を 整理し 、よ り 一層安全か つ適切な 医療的ケ ア の 実施に 努め て い く こ と と し た 。 

 

こ の よ う に 東京都教育委員会は 、 都立肢体不自由特別支援学校を 「 社会福祉士及び介

護福祉士法」 に 基づく 「 登録特定行為事業者」 と し て 登録する た め の 手続を 進め 、 医療

的ケ ア が 安全か つ適切に 実施さ れる よ う に 体制整備を 図っ て き た 。 具体的に は 、 主治医

に よ る 医療的ケ ア の 指示内容に つい て 、 学校が 実施する に あ た り 、 医療安全を 確保する

立場か ら 助言や指導を 行う 医師（ 以下「 指導医」 と い う 。） を 委嘱し 、 常勤看護師に 加え

て 、 非常勤看護師を 必要に 応じ て 配置し た 。 ま た 教員や学校介護職員を 「 認定特定行為

業務従事者」 と し て 養成し 、 適切な 実施に つい て 実績を 積み重ねて き た と こ ろ で あ る 。     

一方、 視覚障害、 聴覚障害、 知的障害等の 特別支援学校や高等学校等に おい て も 、 昨今、

医療技術の 進歩等に 伴っ て 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等が 在籍する 例が 増え

て い る 。 こ れま で 都立肢体不自由特別支援学校と 同じ よ う な 医療的ケ ア の 実施体制は な

か っ た た め 、 保護者に 付添い やた ん の 吸引等の 実施を 依頼し て き た 実情が あ っ た 。  

 

平成 28 年４ 月に は「 障害を 理由と する 差別の 解消の 推進に 関する 法律」（ い わ ゆ る「 障

害者差別解消法」） が 施行、 ま た 平成 28 年６ 月に は 「 障害者の 日常生活及び社会生活を

総合的に 支援する た め の 法律及び児童福祉法の 一部を 改正する 法律」 が 公布さ れ、 改正

さ れた 「 児童福祉法」 が 施行さ れた 。 こ れに 伴い 、 厚生労働省、 内閣府、 文部科学省そ

れぞ れ の 局長等の 連名に よ る 通知「 医療的ケ ア 児の 支援に 関する 保健、 医療、 福祉、 教

育等の 連携の 一層の 推進に つい て 」（ 平成 28 年６ 月３ 日付 28 文科初第 372 号他） が 出

さ れ、「 学校に おい て 医療的ケ ア 児が 安全に 、 か つ安心し て 学ぶこ と が で き る よ う 、 医療

的ケ ア を 実施する 学校看護師等の 配置又は 活用を 計画的に 進め る と と も に 、 学校看護師
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等を 中心に 教員等が 連携協力し て 医療的ケ ア に 対応する な ど の 体制整備に 努め て い た だ

く よ う お願い する 。」 と 示さ れた 。  

こ の よ う な 状況の 中、 東京都教育委員会は 、 都立肢体不自由特別支援学校以外の 都立

特別支援学校で 医療的ケ ア を 安全か つ適切に 実施する 体制整備を 進め る た め 、平成 29 年

度か ら 、 すで に 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等が 在籍し て い る ４ 校を 先行実施校

と し て 位置付け 、校内体制の 整備や非常勤看護師の 配置に よ り 、医療的ケ ア を 実施し た 。

こ の 先行実施校に おけ る 課題を 検証し 、 改善を 図り な が ら 、 平成 30 年度以降、 医療的ケ

ア を 必要と する 児童・ 生徒等が 在籍する 全て の 都立特別支援学校（ 施設内・ 病院内分教

室及び訪問学級を 除く 。） に おい て 、 安全か つ適切な 医療的ケ ア を 実施で き る 体制整備を

進め て い る 。  

 

平成 30 年度か ら は、 主任非常勤看護師を 都立肢体不自由特別支援学校全校に 配置し 、

常勤看護師の 補佐や非常勤看護師への 指導・ 助言の 充実、 及び都立肢体不自由特別支援

学校以外の 都立特別支援学校や地域の 区市町村立学校への 支援の 充実を 図っ て い る 。  

一方、 通学途上に 医療的ケ ア を 要する 医療的ケ ア 児に つい て は 、 ス ク ール バス 内で の

医療的ケ ア の 実施に つい て 安全な 環境を 確保する こ と が 難し く 、 通学は 保護者の 送迎に

委ねら れて い た 。 校内で の 医療的ケ ア 体制が 整備さ れる 中で 、 通学手段を 確保し 、 医療

的ケ ア 児の 学習機会を 充実さ せる こ と は 重要な 課題と 捉え 、 平成 30 年度か ら 、 全て の 都

立肢体不自由特別支援学校に おい て 、看護師同乗に よ る 専用通学車両の 運行を 開始し た 。 

  平成 31 年３ 月に は 、 文部科学省通知「 学校に おけ る 医療的ケ ア の 今後の 対応に つい

て 」 に おい て 、 小・ 中学校等を 含む全て の 学校に おけ る 医療的ケ ア の 基本的な 考え 方や

医療的ケ ア を 実施する 際に 留意すべき 点等が 示さ れ た 。 東京都教育委員会は、 令和元年

度か ら 都立高等学校等に おい て 医療的ケ ア を 安全か つ適切に 実施する 体制整備に 向け て

検討を 進め 、令和２ 年３ 月に 都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 基本的な 考え 方を 示し た「 都

立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施指針」 を 策定し た 。  

  な お、 上記文部科学省通知に おい て は 、 人工呼吸器の 管理等、 特定行為以外の 医療的

ケ ア に つい て 、 個々の 状態に 応じ て 対応し て い く 必要が あ る と さ れ て い る 。 ま た 、 人工

呼吸器を 使用する 医療的ケ ア 児の 保護者等か ら も 、 学校で の 人工呼吸器管理を 要望する

声が 寄せら れて い る 。 そ こ で 東京都教育委員会は 、 医療的ケ ア 児の 自立と 社会参加を 推

進する 観点か ら 、「 都 立特別 支援学 校に おけ る 人 工呼 吸器に よ る 医 療的ケ ア を 必 要 と す

る 子供の 安全な 学校生活の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」 を 令和２ 年３ 月に 策定し 、 令和２ 年４

月か ら 、 管理体制が 整っ た 学校か ら 、 校内に おけ る 人工呼吸器の 管理を 医療的ケ ア と し

て 開始し た 。 ま た 、 専用通学車両内に おけ る 人工呼吸器の 管理に つい て も 、 校内に おい

て 保護者付添い か ら 看護師に よ る 管理への 移行が 完了し た 児童・ 生徒か ら 、 順次実施す

る こ と が で き る よ う 、 令和２ 年 12 月「 都立特別支援学校に おけ る 人工呼吸器に よ る 医療

的ケ ア を 必要と する 子供の 安全な 学校生活の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」、「 都立肢体不自由特

別支援学校に おけ る 専用通学車両の 運行に 関する ガ イ ド ラ イ ン 」を 改訂し た 。さ ら に は 、

人工呼吸器の 管理を 必要と する 医療的ケ ア 児の 保護者の 付添い 期間短縮と 、 医療的ケ ア

児の 早期自立を 図る た め に 、 令和４ 年 11 月に 再度改訂を 行い 、 入学後に 必要な 健康観察

期間に つい て は 個々の 実態に 応じ て 定め る こ と と し た 。 さ ら に 、 令和６ 年度か ら 、 都立

知的障害特別支援学校に おい て も 専用通学車両を 運行する 。 こ れに 加え 、 令和８ 年度か

ら は聴覚障害特別支援学校に おい て も 専用通学車両の 運行を する 。 ま た 、 知的障害特別
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支援学校に おい て ス ク ールバ ス への 看護師乗車を 開始する 。 学校に 在籍する 医療的ケ ア

児は年々増加し 、 医療的ケ ア 児を 取り 巻く 環境が 変わ り つつあ る 。 令和３ 年３ 月に 胃ろ

う か ら の 注入に よ り 栄養を 摂取する 児童・ 生徒が 、 栄養摂取に よ る 健康の 保持や、 食育

の 充実等の 観点か ら 、 初期食を 胃ろ う か ら 安全か つ適切に 注入で き る よ う に 、「 胃ろ う か

ら の 初期食シ リ ン ジ 注入ガ イ ド ラ イ ン 」 を 策定し 、 令和６ 年度に は 初期食の 経口摂取の

併用な ど を 加え た 改訂を 行っ た 。 ま た 、 令和７ 年３ 月に は 、 医療的ケ ア に 関する 社会状

況の 変化や医療機器の 進化及び高度化を 鑑み、 医療的ケ ア の 実施項目と し て 、 中心静脈

栄養と ネ ーザ ルハ イ フ ロ ーの 使用を 新た に 追加し た 。  
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 都立肢体不自由特別支援学校で は、 こ れま で の 成果を 踏ま え 、 学校看護師が 中心と な り

な が ら 、 学校看護師と 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員が 連携・ 協働し て 学校に

おけ る 医療的ケ ア が 実施さ れ る こ と を 基本的な 在り 方と し て い く 。 そ の た め 、 別記の と お

り 、 都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア 実施に 関する 規程を 定め る 。  

 

別記１  都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア 実施要項 

別記１ －２  

別記１ －３  

 

別記１ －４  

｢指導医の 委嘱及び職務に つい て 」（ 都立肢体不自由特別支援学校）  

「 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒に 関わ る 教職員の 研修計画」  

（ 都立肢体不自由特別支援学校）  

「 医療的ケ ア 実施要領（ モ デル案）」（ 都立肢体不自由特別支援学校）  

 

 

＜医療的ケ ア 指示書に 関する 注意事項＞  

 主治医に 指示を 求め る 「 医療的ケ ア 指示書」 に つい て は 、 都立肢体不自由特別支援学

校の 場合、 様式「 都１ －１ 」（ P51）、「 都１ －２ 」（ P57）、「 都１ －３ 」（ P58）、「 都１ －６ 」

（ P62） を 用い る 。 そ の 際、 以下の 事項に 留意し 、 医療的ケ ア の 適切な 実施に 努め る こ と

と する 。  

 

（ 1） 様式「 都１ －１ 」 は特定行為の い ずれ か を 含む行為に つい て 主治医か ら 指示を 受け

る 際に 使用する 。 有効期限は ６ か 月未満で あ る が 、 年度当初の 申請は９ 月 30 日ま で 有

効で あ る 。 た だ し 、 特定行為以外の 指示は 学校看護師が 行う 行為の た め 、 年度末の ３

月 31 日ま で 有効で あ る 。  

（ 2） 様式「 都１ －２ 」 は特定行為の い ずれ か の 行為に つい て 、 様式「 都１ －１ 」 の 有効

期限が 切れた 際、 年度内に 再度指示を 受け る 際に 使用する 。 有効期限は６ か 月未満で

あ る が 、 年度末の ３ 月 31 日ま で 有効で あ る 。  

（ 3） 様式「 都１ －１ 」 及び「 都１ －２ 」 は 、 児童・ 生徒一人に つき 、 ３ か 月に １ 回を 限

度と し 医療保険の 適用を 受け る こ と が で き る 指示書で あ る た め 、 学校独自の 様式に 変

更し な い こ と 。  

（ 4） 様式「 都１ －３ 」 は特定行為を 含ま な い 行為に つい て 指示を 受け る 際に 使用する 。

年度末の ３ 月 31 日ま で を 有効期限と し 、 医療保険適用外と する 。  

（ 5） 指示書の 有効期限内で あ っ て も 、児童・ 生徒の 健康状態に 変化等が あ っ た 場合に は 、

校長は 保護者に 対し 、 指示書の 再提出を 求め る こ と が で き る 。  

 

 

 

 

 

第二部 都立肢体不自由特別支援学校で の 実施 
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都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア 実施要項 

１  目的 

  都立肢体不自由特別支援学校（ 以下「 学校」 と い う 。） に は 、 日常的に 医療的ケ ア を 要

する 児童・ 生徒が 多数在籍し て おり 、 健康で 安全な 学校生活を 送る た め に は、 学校生活

全般に わ た っ て 、 き め の 細か い 医療面で の 配慮を 行っ て い く 必要が あ る 。  

こ の た め に は 、 指導に 携わ る 教員及び介助等を 行う 学校介護職員、 並びに 医療的ケ ア

専門員が 、 児童・ 生徒の 医学的観点か ら の 理解と 知識を 深め 、 学校看護師と の 連携・ 協

働を 緊密に 行う こ と に よ り 、 児童・ 生徒が 健康で 安全に 学校生活を 過ご すた め の 体制整

備を 推進する 必要が あ る 。  

本要項は 以上の こ と を 踏ま え 、 学校に おい て 日常的に 医療的ケ ア が 必要な 児童・ 生徒

に 対し 、 安全か つ適切に 医療的ケ ア を 行う た め の 実施体制の 整備を 目的と し て 制定する

も の で あ る 。  

 

２  医療的ケ ア 実施体制の 整備 

( 1)  登録特定行為事業者の 登録  

  ① 医療的ケ ア を 実施する た め 、 学校ご と に 東京都に 登録特定行為事業者と し て 登録

を 行う 。  

  ② 登録に 際し て は、 認定特定行為業務従事者と な っ た 教員及び学校介護職員、 医療

的ケ ア 専門員全員の 名簿を 提出し 、 名簿に 変更が 生じ た 場合に は 、 遅滞な く 、 登録

喀痰吸引等事業者（ 登録特定行為事業者） 変更登録届出書は「 東京都た ん の 吸引等

従事者認定・ 事業者登録申請」 を 使っ て 申請する 。  

( 2)  認定特定行為業務従事者の 認定  

  教員及び学校介護職員は 、 東京都教育委員会及び各学校で 実施する 社会福祉士及び

介護福祉士法施行規則に 基づく 「 第三号研修」 の 基本研修を 受講し た 後、 特定の 児童・

生徒に 対する 特定行為に つい て 、 指導者講習を 修了し た 医師又は 学校看護師（ 常勤・

主任非常勤・ 総合非常勤） の 指導に よ る 実地研修を 受講する 。  

上記の 研修実施後、 各学校は 、 医療的ケ ア 実施に 必要な 研修を 修了し た 教員及び学

校介護職員に つい て 、 認定特定行為業務従事者認定証交付を 、 東京都教育委員会及び

「 東京都た ん の 吸引等従事者認定・ 事業者登録申請」 を 使っ て 申請する 。  

( 3)  医療的ケ ア 実施体制の 整備の た め 、 指導医を 委嘱する 。 指導医の 委嘱及び職務に つ

い て は 、 別記１ －２ に 定め る と こ ろ に よ る 。  

( 4)  各学校は 、 安全な 医療的ケ ア の 実施の た め に 、 医療的ケ ア 安全委員会（ 以下「 委員

会」 と い う 。） を 設置する 。  

① 委員会の 委員長は 校長と し 、 委員は 担当副校長、 経営企画室担当者、 学校医又は

指導医、 学校看護師（ 常勤・ 主任非常勤・ 総合非常勤）、 養護教諭等、 医療的ケ ア 担

当主幹教諭、 担任等に よ っ て 構成する も の と する 。  

② 委員会は 、 医療的ケ ア 実施要領を 作成し 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒の

医療的ケ ア 実施体制の 充実を 図る 。  

  ③ 委員会は 、 医療的ケ ア 実施に 係る 計画、 実施方法、 実施者の 研修等に つい て 定め

る と と も に 、 各学校に おけ る 医療的ケ ア の 安全な 実施に つい て 校長に 必要な 助言を

行う 。  

④ 委員会は 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒の 緊急時の 対応等を 定め 、 校内体

別記１  
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制を 整備する と と も に 、 全教職員に 周知する 。 ま た 、 保護者や医療機関等と の 連携

等の 体制の 充実を 図る 。  

( 5)  教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員の 研修 

  教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員の 医療的ケ ア に 関する 資質の 向上を 図る

た め 、 そ の 職種に 応じ た 基礎的・ 専門的研修を 行う 。 研修計画に つい て は 、 要項様式

１ に 定め る と こ ろ に よ る 。  

 

３  実施者 

  医療的ケ ア を 実施する 者に つい て は 、 以下の と おり と する 。  

 な お、医療的ケ ア の 実施に 当た っ て は 、学校看護師を 中心と し た 体制を と る こ と と する 。  

( 1)  社会福祉士法及び介護福祉士法施行規則に 基づき 、「 第三号研修」 を 受講し 、 特定の

児童・ 生徒の 認定特定行為業務従事者と 認定さ れた 教員及び学校介護職員、 医療的ケ

ア 専門員は、 主治医及び指導医の 指示を 受け た 学校看護師の 指導・ 助言の も と 、 以下

の 特定行為を 特定の 児童・ 生徒を 対象に 実施する こ と が で き る 。  

① 口腔内の 喀痰吸引  

② 鼻腔内の 喀痰吸引  

③ 気管カ ニ ュ ーレ 内部の 喀痰吸引  

④ 胃ろ う 又は 腸ろ う に よ る 経管栄養  

⑤ 経鼻経管栄養  

( 2)  具体的な 実施者の 区分に つい て は 、「 都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施指針」 に 示す

「 実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 実施項目・ 内容及び標準的な 実施区分」

に よ る も の と する 。  

( 3)  ( 2) に おい て 、 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員が 学校看護師と 連携・ 協働

し て 対応する 場合で あ っ て も 、 医療的ケ ア の 実施に 必要な 手続を と る こ と と する 。  

 

４  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲 

  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲は、 以下の 項目と する 。  

( 1)  吸引                                      ( 11)  血糖値測定及びそ の 後の 処置 

( 2)  経管栄養                                 ( 12)  排痰補助装置の 使用 

( 3)  導尿                                     ( 13)  中心静脈栄養 

( 4)  エ ア ウ ェ イ の 管理                        （ 14） ネ ーザ ルハ イ フ ロ ー 

( 5)  定時の 薬液吸入 

( 6)  気管切開部の 衛生管理 

( 7)  胃ろ う 又は 腸ろ う 部の 衛生管理 

( 8)  日常的酸素管理 

( 9)  非侵襲的（ マ ス ク 式） 陽圧換気療法の 管理 

( 10)  気管切開下に おけ る 人工呼吸器の 管理 

 

  校長は、 医療的ケ ア の 安全性を 確保する た め に 、 児童・ 生徒の 実態、 主治医及び指導

医の 意見、 学校の 環境等に 応じ 総合的に 判断し 、 各学校に おい て 実施対象と する こ と が

で き る 医療的ケ ア を 上記の 範囲か ら 選択し 、 各学校で の 「 医療的ケ ア 実施要領」 で 規定

する こ と 。  
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５  予算措置 

  都立肢体不自由特別支援学校に は 、 医療的ケ ア の 実施に 必要な 予算を 別途定め 、 配付

する 。  

 

６  事業実施計画書及び事業実施報告書の 提出 

  都立特別支援学校の 校長は 、 毎年度当初に 「 医療的ケ ア 実施計画書」（ 要項様式１ ）、

毎年度末に「 医療的ケ ア 実施報告書」（ 要項様式２ ） を 教育庁都立学校教育部特別支援教

育課長へ提出する 。  

 

７  そ の 他 

( 1)  こ の 事業は 、 平成６ 年４ 月１ 日か ら 開始する 。  

( 2)  こ の 要項に 定め の な い 事項に つい て は 、 別に 定め る 。  

附則  

 こ の 要項は 、 平成６ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 平成１ ０ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 平成１ ６ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 平成１ ６ 年１ ２ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 平成１ ７ 年３ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 平成２ ５ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 平成２ ９ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 令和２ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 令和５ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 令和６ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正）  

 こ の 要項は 、 令和７ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  
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「 指導医の 委嘱及び職務に つい て 」（ 都立肢体不自由特別支援学校）  

 

 指導医は、 医療的ケ ア 整備事業の 中核を な すも の で あ り 、 各学校の 「 医療的ケ ア 実施要

領」 を 基に 、 学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施環境等を 勘案し 、 医療的ケ ア の 安全な 実施の

た め 、 指導（ 指示）・ 助言を 行う 。  

 し た が っ て 校長は 、 委嘱に 当た っ て 、 都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 児童・ 生徒

等の 実態等を 鑑み、 医師の 選定・ 確保に 努め な け れ ばな ら な い 。  

 

１  指導医の 委嘱 

  医療的ケ ア を 実施する 都立肢体不自由特別支援学校の 校長は 、 指導医を 委嘱する 。  

 

２  指導医の 主な 職務 

( 1)  医療的ケ ア 実施全般に わ た っ て の 職務  

① 医療的ケ ア の 実施に 関する 医療面で の 総合的な 判断  

② 学校看護師への 指導・ 助言  

③ 校内研修・ 研究等で の 指導・ 助言  

④ 主治医と の 連絡・ 調整  

⑤ 医療的ケ ア 安全委員会への 出席  

⑥ 東京都教育委員会が 実施する 協議会・ 部会等への 出席  

( 2)  認定特定行為業務従事者の 認定に 関する 職務  

① 指導医は 、 社会福祉士及び介護福祉士法の 一部改正に 伴う 「 第三号研修」 に 関す

る 指導者講習を 修了し 「 介護職員等に よ る た ん の 吸引等（ 特定の 者対象） 研修の 実

施の た め の 指導者養成事業報告書（ ア ン ケ ート ）」 を 学校に 提出する 。  

② 指導者講習を 修了し た 指導医は 、 医療的ケ ア を 実施し よ う と する 教員及び学校介

護職員、 医療的ケ ア 専門員に 対し て 、 東京都教育委員会や各学校の 求め に 応じ 、 基

本研修、 実地研修の 指導者と な り 、 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員の 医

療的ケ ア 実施者と し て の 適格性を 認定する 。  

( 3)  医療的ケ ア 実施手続に 関する 職務  

  ① 主治医の 「 医療的ケ ア 指示書」 の 確認  

  ② 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒の 検診  

  ③ 実施予定者に 対する 「 第三号研修」 及び個別研修の 実施  

  ④ 学校で 行う 医療的ケ ア の 範囲・ 内容・ 実施者の 認定  

  ⑤ 医療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ル の 作成・ 検討に 際し て の 助言  

⑥ 医療的ケ ア を 必要と する 特定の 児童・ 生徒に 対する 医学的知識や技能、 緊急時の

対応等に 関する 学校看護師、 教員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員等への 指

導・ 助言  

  ⑦ 医療的ケ ア の 実施状況の 把握と 確認・ 指導  

  ⑧ 主治医への 実施状況の 報告  
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「 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒に 関わ る 教職員の 研修計画」  

（ 都立肢体不自由特別支援学校）  

 

１  趣旨 

  都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア 実施体制の 整備・ 充実を 図る た め 、

そ の 職務に 応じ た 医療的知識の 習得及び障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の

医療的ケ ア に 関する 知識と 技能を 習得する と と も に 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生

徒の 日常の 学校生活に おけ る 健康管理や健康の 保持・ 増進等の 指導に 資する た め 、 下記

の 研修を 実施する 。  

 

２  内容 

  以下の 研修に つい て 、 教諭（ 主幹教諭、 指導教諭、 主任教諭を 含む。）、 養護教諭（ 主

幹養護教諭、 主任養護教諭を 含む。）、 学校看護師（ 常勤看護師、 主任非常勤看護師、 総

合非常勤看護師、 非常勤看護師を 含む。）、 学校介護職員（ 主任学校介護職員を 含む。）、

医療的ケ ア 専門員の そ れぞ れ の 職責に 応じ た 研修を 実施する 。  

( 1)  東京都教育委員会が 実施する も の  

  ① 社会福祉士及び介護福祉士法施行規則に 基づく 「 第三号研修」 の う ち 、「 喀痰吸引

等に 関する 演習」 を 除く 基本研修  

  ② 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 医学に 関する 基礎的知識・ 技能の  

習得  

  ③ 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 医療的ケ ア に 関する 専門的か つ実

践的知識・ 技能の 習得  

  ④ 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 摂食指導と 食形態の 専門的か つ実

践的知識・ 技能の 習得  

  ⑤ 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 緊急時の 対応に 関する 知識・ 技能

の 習得  

  ⑥ 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 自立活動に 関する 知識・ 技能の 習    

得  

  ⑦ そ の 他、 必要な 研修  

( 2)  学校が 校内で 実施する も の  

  ① 社会福祉士及び介護福祉士法施行規則に 基づく 「 第三号研修」 の う ち 、「 喀痰吸引

等に 関する 演習」 及び実地研修、 並びに 医療的ケ ア に 関する 個別研修  

  ② 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 医療上の 配慮事項や医療的ケ ア に

関する 基礎的知識の 習得  

  ③ 障害の 程度が 重く 、 重複し て い る 児童・ 生徒の 医療や看護に 関する 情報の 習得及

び技能の 向上  

  ④ 緊急時の 対応の 方法の 習得  

  ⑤ そ の 他、 校内で 行う 必要な 研修等  

 

 

( 3)  支援校と し て 実施する も の  
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  ① 医療的ケ ア の 体制整備に 関する 研修  

  ② 支援校又は 校内に おけ る 、 医療的ケ ア の 具体的な 手技に 関する 研修  

  ③ 支援校又は 校内に おけ る 、 医療的ケ ア の 手続に 関する 研修  

  ④ そ の 他、 必要な 研修  

( 4)  東京都教育委員会に 申請し 、 予算配付及び研修受入れ医療機関・ 施設等に つい て 、

東京都教育委員会の 支援を 受け て 各学校で 実施する も の  

  ① 医療機関・ 施設等の 臨床に おい て 行う 研修  

  ② そ の 他必要な 研修  
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 「 医療的ケ ア 実施要領（ モ デル 案）」【 都立肢体不自由特別支援学校】  

 

都立  特別支援学校医療的ケ ア 実施要領 

 

第    号 

令和  年  月  日 

校 長 決 定 

 

１  実施の 目的 

 こ の 実施要領は 、「 都立肢体不自由特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア 実施要項」 を 踏

ま え 、 本校に おい て 医療的ケ ア を 安全か つ適切に 実施する こ と を 目的に 制定する 。  

 

２  医療的ケ ア 安全委員会の 設置 

 本校に おい て 安全に 医療的ケ ア を 実施する た め に 、 医療的ケ ア 安全委員会（ 以下「 委

員会」 と い う 。） を 設置する 。  

 委員会は、 校長、 担当副校長、 経営企画室担当者、 学校医又は 指導医、 学校看護師、

養護 教 諭 等、 医療 的 ケ ア 担 当 教員 及び 学 校介 護 職 員の 代表 に よ っ て 構成す る も の と す

る 。  

 委員会は、 医療的ケ ア 実施に 係る 計画、 実施者の 研修、 実施等に つい て 組織的に 協議

し 、 本校に おけ る 医療的ケ ア 実施の 安全確保に つい て 確認する 。  

 

３  医療的ケ ア の 対象者 

 保護者か ら の 依頼が あ っ た 児童・ 生徒の う ち 、 主治医及び指導医の 指示が あ り 、 委員

会の 協議を 経て 、 校長が 認め た 児童・ 生徒と する 。  

 

４  医療的ケ ア の 実施 

 学校管理下に おい て 医療的ケ ア を 行う 必要が 生じ 、 学校看護師、 教員及び学校介護職

員、 医療的ケ ア 専門員が 行う こ と が 適切で あ る と 校長が 判断し た 場合に 、 児童・ 生徒の

状態が 安定し て い る こ と や、 校内に おい て 安全に 実施で き る 体制が 確保で き て い る こ と

を 前提に 実施する 。  

( 1)  学校看護師等と の 連携、 特定行為の 実施内容等を 記載し た 「 医療的ケ ア 実施者指

定書」 及び「 医療的ケ ア 実施状況報告書」、 危機管理への 対応を 含ん だ「 個別の 医

療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ル」 を 作成する な ど 、 安全確保措置に つい て 十分な 対策を

講じ る 。  

( 2)  特定行為を 実施する 場合に は 、 対象の 児童・ 生徒と 特定行為を 明示し た 主治医等

か ら の 「 医療的ケ ア 指示書」 に 基づく と と も に 、 実施に 当た っ て は 、 学校保健の

立場か ら 学校医、 医療安全を 確保する 立場か ら 指導医に 指導を 求め る 。  

( 3)  校長を 中心に し た 組織的な 体制を 整備する に 当た っ て は 、 委員会が そ の 役割を 果

た すこ と と な る が 、 当該委員会の 設置、 運営等に 当た っ て は、 学校医又は 指導医

に 指導を 求め る こ と と する 。  

５  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲 
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 実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲は 、 以下の 項目と する 。  

( 1)   

( 2)   

( 3)   

( 4)   

( 5)   

６  実施体制 

( 1)  実施者 

  特定行為の 実施者は、 学校看護師並びに「 認定特定行為業務従事者認定証」 の 交付

対象と な る 特定の 教員及び特定の 学校介護職員、 特定の 医療的ケ ア 専門員と する 。  

 

( 2)  実施手続 

実施手続は以下の と おり と する 。  

な お、 各様式に つい て は、 毎年度作成する と と も に 提出を 求め 、 有効期間は 各年度

末と する 。  

   ① 保護者か ら の 申請 

   ・ 保護者は 、「 医療的ケ ア 実施申請書」（ 様式１ ） を 提出する 。  

    な お、 保護者が 申請する に 当た っ て は 、 学校看護師、 教員及び学校介護職員、 医

療的ケ ア 専門員が 対応 で き る 内容に は 範囲が あ る こ と や、 児童・ 生徒の 健康状

態が 優れな い 場合の 無理な 登校は適当で な い こ と 等に つい て 、 保護者が 認識し 、

学校と 連携、 協力する こ と が 必要で あ る 。  

・ 校長及び学校看護師は 、 主治医に 対し て 医 療的ケ ア の シ ス テ ム に つい て 説明す

る 。  

   ・ 校長は、 主治医に 対し 医療的ケ ア に 関する 指示に つい て 、 以下に 記載する「 医療

的ケ ア 指示書（ 介護職員等喀痰吸引等指示書）」（ 都１ －１ ）、（ 都１ －２ ） 又は

（ 都１ －６ ） を 用い る 場合は 「 依頼書」（ 都 ２ －１ ） に よ り 、「 医 療的ケ ア 指示

書」（ 都１ －３ ） を 用い る 場合は、「 依頼書」（ 都２ －２ ） を 使用する 。  

   ・ 主治医は 、 保護者を 通じ て 校長に 対し 、 必要と な る 医療的ケ ア の 具体的内容を

指示する 。 ま た 、 主治医は 、 保護者に 対し て 学校に おけ る 医療的ケ ア に 関し て 、

期待で き る メ リ ッ ト と リ ス ク に つい て も 丁寧に 説明する 。  

な お、 社会福祉士及び 介護福祉士法施行規則 第１ 条各号に 掲げ る 口腔内の 喀痰

吸引、 鼻腔内の 喀痰吸 引、 気管カ ニ ュ ーレ 内 部の 喀痰吸引、 胃ろ う 又は 腸ろ う

に よ る 経管栄養、 経鼻経管栄養の い ずれ か の 行為を 含む指示を 行う 場合は 、「 医

療的ケ ア 指示書（ 介護職員等喀痰吸引等指示書）」（ 都１ －１ ） 又は（ 都１ －２ ）

を 用い 、 行為の 種類に か か わ ら ず学校看護師 の みが 実施する 場合又は 社会福祉

士及び介護福祉士法施 行規則第１ 条各号に 掲 げる い ずれの 行為も 含ま な い 場合

は 、「 医療的ケ ア 指示書」（ 都１ －３ ） を 用い て 指示する も の と する 。  

   ② 実施予定者の 決定 

   ・ 委員会で は 主治医、 指導医、 管理職、 学校看護師、 養護教諭等、 担任な ど の 意見

を 十分に 参考に し て 、 医療的ケ ア の 実施予定者の 決定を 行う 。  

 ③ 指導医の 検診 
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   ・ 校長は 、 指導医に 「 検診依頼書」（ 様式３ ） に よ り 検診を 依頼する 。  

    （ 年間の 検診実施計画書に よ り 検診日時等を 示す場合に は 、 本様式に よ ら ず依

頼する こ と が で き る 。）  

   ・ 校長は 、 保護者に「 医療的ケ ア 実施申請に 伴う 検診に つい て（ お知ら せ）」（ 様式

４ ） で 通知する 。  

   ④ 指導医の 検診結果 

   ・ 指導医は 保護者同席の も と で 検診を 行い 、 主治医の 作成し た 「 医療的ケ ア 指示

書」 を 確認し 、 実施予 定者が 実施可能な 医療 的ケ ア の 内容と 範囲を 特定し 、 校

長に 対する 「 指導医検診記録・ 意見書」（ 様式５ ） を 作成する 。  

 ⑤ 結果通知 

   ・ 校長は 、 委員会で の 協議結果に 基づい て 「 結果通知書」（ 様式６ ） に よ り 、 保護

者に 通知する 。  

   ⑥ 指導医に よ る 実地研修又は 個別研修 

   ・ 指導医の 助言を 受け 、 委員会は「 個別の 医療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ル」 を 作成し 、

保護者に 確認する 。  

   ・ 校長は 、「 実地（ 個別） 研修の 実施に つい て 」（ 様式７ ） に よ り 保護者に 研修協力

を 依頼する 。  

  ※学校看護師が 実施する 場合に は 、 本様式を 省略する こ と が で き る 。  

   ・ 校長は 、「 実地( 個別) 研修実施依頼書」（ 様式８ ） に よ り 指導医に 実地研修又は

個別研修を 依頼する 。  

※学校看護師（ 常勤・ 主任非常勤・ 総合非常勤） が 実地研修及び個別研修を 指導す

る 場合に は、 様式 10 は 要さ な い 。 ま た 、 教員や学校介護職員、 医療的ケ ア 専門

員が 実施者に な る 場合で も 、 指導医に 確認の 上、 省略する こ と が で き る 。  

   ・ 実施予定者は 、「 実地( 個別) 研修記録」（ 様式９ ） を 作成する 。  

※学校看護師が 実施する 場合に は、 本様式を 省略する こ と が で き る 。  

   ・ 研修修了後に （ 指導者研修を 修了し た 学校看護師が 実地研修及び個別研修を 指

導し た 場合は 、 当該学 校看護師の 報告に 基づ き ）、 指導医は 校長に 対し て 、「 医

療的ケ ア 実施認定書」（ 様式 10） を 作成する 。  

  ※学校看護師が 実施する 場合に は 、 本様式を 省略する こ と が で き る 。  

 ⑦ 「 認定特定行為業務従事者認定証」 の 申請 

   ・ 指導医又は 学校看護師に よ り 、 特定行為の 安全な 実施が 行え る と 評価さ れ た 教

員及び学校介護職員、 医療的ケ ア 専門員は 、 東京都教育委員会に 第三号研修の

修了書の 発行申請を 行い 、「 認定特定行為業務従事者認定証」 の 交付を 「 東京都

た ん の 吸引等従事者認定・ 事業者登録申請」 で 申請する 。  

  ⑧ 校長に よ る 実施者の 指定 

   ・ 校長は 、「 医療的ケ ア 実施者指定書」（ 様式 11） の 交付で 実施者を 指定する 。  

  ⑨ 主治医・ 保護者への 通知 

   ・ 校長は 、「 実施通知書」（ 様式 12－１ 、 12－２ ） で 主治医及び保護者に 医療的ケ

ア の 実施項目、 内容等に つい て 通知する 。  

   ・ 保護者は 「 医療的ケ ア 実施承諾書 兼 依頼書」（ 様式 13） を 提出する 。  

  ⑩ 医療的ケ ア の 実施 
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   ・ 実施に 当た っ て は、 保護者は 事前に「 医療的ケ ア 実施依頼書」（ 参考様式） を 提

出する 。  

   ・ 保護者は 、 依頼する 当日、「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」 に 必要事項を 記入し 提出する 。 

   ・ 実施者は 、 学校で の 実施状況を 「 実施記録」 に 記録する 。  

 ⑪ 指導医、 主治医と の 連携 

   ・ 学校は 、 実施状況を 「 実施記録」 に よ り 、 指導医に 報告する 。  

   ・ 学校は 、 指導医の 指導・ 助言若し く は実施上必要な こ と に つい て 記録し 、 特定 

行為実施の 改善を 図る た め 、 必要な 対応を 行う 。  

   ・ 校長は 、 指導医及び学校看護師の 指導記録を 受け て 、 主治医に 実施状況を 、「 医

療的ケ ア 実施状況報告書」（ 様式 14） に よ り 年度末に 報告する 。  

 

( 2)  緊急時の 医療機関 

  緊急時の 医療機関は、       病院と する 。  

 

７  保護者の 責務 

( 1)  必要の 都度、 事前に 「 医療的ケ ア 実施依頼書」（ 参考様式） を 提出する 。  

( 2)  当日の 児童・ 生徒の 健康状態に つい て 、 安定し て い る こ と を 確認し 、「 健康チ ェ ッ

ク カ ード 」 で 学校に 知ら せる 。  

( 3)  必要な 医療的機材等の 準備を する 。  

( 4)  緊急連絡先を 必ず学校に 知ら せる 。  

( 5)  登校後の 健康状態に 異常が 認め ら れ た 場合、 学校か ら の 連絡を 受け 、 保護者は 対

応に つい て 学校と 相談し 、 必要な 対応を する 。  

( 6)  定 期 的 に 主 治 医 に 診 察 を 受 け 、 適 切 な 指 示 を 得 る と と も に 、 特 定 行 為 に 変 更 が

あ っ た 場合に は 、 速やか に 学校に 報告する 。  

 

附則 

・ １ か ら ７ の 内容に つい て 検討事項が 生じ た 場合に は 、 速やか に 委員会を 開催し 、 検討

する 。  

・ 本実施要領は 令和  年 月 日を も っ て 施行する 。  

※ こ の 実施要領（ モ デル案） に おけ る 様式１ ～14 に つい て は 、 第四部に 必要最小限の も

の を 示し た 。 こ れ以外の 様式等に つい て は 、 必要に 応じ て 各学校で 作成する こ と 。  

  た だ し 、「 医療的ケ ア 実施依頼書」「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」「 実施記録」 に つい て は 、 例

示し た も の で あ り 、 各学校の 状況及び医療的ケ ア 実施項目・ 内容等に よ り 、 改定し て 使

用する こ と が で き る 。  

※ 学校看護師の みが 実施者と な る 場合は 、 様式の う ち 、 研修に 関わ る も の は 省略で き る

（ 様式 7～９ ）。  

  た だ し 、 こ の 場合も 学校看護師は 、 医療的ケ ア 実施に 必要な 情報の 収集に 努め 、 保護

者と の 共通理解を 十分に 図ら な け ればな ら な い 。  
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都立肢体不自由特別支援学校以外の 都立学校で は 、 都立肢体不自由特別支援学校で 培っ

て き た 医療的ケ ア の 実施体制を 参考に し て 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等が 在籍

し て い る 学校に 配置する 非常勤看護師を 実施者と し 、 教員（ 養護教諭等を 含む。） 及び非常

勤看護師（ 特別な 場合は、 主任非常勤看護師や総合非常勤看護師） な ど が 連携・ 協力し て

医療的ケ ア を 実施する 体制を 構築し て い く 。 そ の た め 、 別記の と おり 、 都立学校（ 都立肢

体不自由特別支援学校以外） に おけ る 医療的ケ ア 実施に 関する 規程を 定め る 。  

 

別記２  
都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外） に おけ る 医療的ケ ア  

実施要項 

別記２ －２  

 

別記２ －３  

 

別記２ －４  

｢指導医の 委嘱及び職務に つい て 」  

【 都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外）】  

「 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等に 関わ る 教職員の 研修計画」

【 都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外）】  

「 医療的ケ ア 実施要領（ モ デル案）」  

【 都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外）】  

 

 

＜医療的ケ ア の 指示書に 関する 注意事項＞  

 主治医に 医療的ケ ア の 指示を 求め る 「 指示書」 に つい て は、 都立学校（ 都立肢体不自

由特別支援学校以外） の 場合、 様式「 都１ －４ 」（ P59）、「 都１ －５ 」（ P61） を 用い る 。  

 そ の 際、 以下の 事項に 留意し 、 医療的ケ ア の 適切な 実施に 努め る こ と と する 。  

 

( 1)  様式「 都１ －４ 」（ P59） は 医療的ケ ア の 各行為に つい て 、 主治医に 様式の 項目に 沿っ

て 記載を 求め る 際に 使用する 。 年度末の ３ 月３ １ 日ま で を 有効期限と し 、 医療保険適

用外と する 。  

( 2)  様式「 都１ －３ 」（ P58）、「 都１ －５ 」（ P61） は 医療的ケ ア の １ つの 行為に つい て 、

主治医に 特記事項等を 詳し く 記載を 求め る 際に 使用する 。 年度末の ３ 月３ １ 日ま で を

有効期限と し 、 医療保険適用外と する 。  

( 3)  指示書の 有効期限内で あ っ て も 、 児童・ 生徒等の 健康状態に 変化等が あ っ た 場合に

は 、 校長は保護者に 対し 、 指示書の 再提出を 求め る こ と が で き る 。  

( 4)  肢体不自由教育部門を 併置する 特別支援学校で は、 上記の 様式で は な く 、 両教育部

門に おい て 、 様式「 都１ －１ 」（ P51）、「 都１ －２ 」（ P57）、「 都１ －３ 」（ P58）、「 都１

－６ 」（ P62） を 使用する こ と に 留意する こ と 。 様式「 都１ －１ 」「 都１ －２ 」 に つい て

は 、 医療保険の 適用と な る 。  

 

 

 

 

第三部 都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外） で の 実施 
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都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外） に おけ る 医療的ケ ア 実施要項 

 

１  目的 

都立学校（ 以下「 学校」 と い う 。） に は 、 日常的に 医療的ケ ア を 要する 児童・ 生徒等（ 視

覚障害特別支援学校、 聴覚障害特別支援学校に おい て は 幼児を 含む。） が 在籍し て おり 、

健康で 安全な 学校生活を 送る た め に は 、 学校生活全般に わ た っ て 、 き め の 細か い 医療面

で の 配慮を 行っ て い く 必要が あ る 。  

こ の た め に は 、 教員（ 養護教諭等を 含む。）、 都立高等学校・ 都立中等教育学校・ 都立

中学校・ 都立小学校に おい て は 高等学校等非常勤介助職員が 、 児童・ 生徒等の 医学的観

点か ら の 理解と 知識を 深め 、 学校看護師と の 連携・ 協働を 緊密に 行う こ と に よ り 、 児童・

生徒等が 健康で 安全に 学校生活を 過ご すた め の 体制整備を 推進する 必要が あ る 。  

本要項は 以上の こ と を 踏ま え 、 学校に おい て 日常的に 医療的ケ ア が 必要な 児童・ 生徒

等に 対し 、 安全か つ適切に 医療的ケ ア を 行う た め の 実施体制の 整備を 目的と し て 制定す

る も の で あ る 。  

 

２  対象校 

  本要項で 実施対象と する 都立学校の 範囲は 以下の 学校と する 。  

( 1)  都立特別支援学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外）  

( 2)  都立高等学校（ 全日制・ 定時制課程）  

( 3)  都立中学校 

( 4)  都立中等教育学校 

( 5)  都立小学校 

   

３  医療的ケ ア 実施体制の 整備 

( 1)  医療的ケ ア 実施体制の 整備の た め 、 指導医を 委嘱する 。 指導医の 委嘱及び職務に つ

い て は 、 別記２ －２ に 定め る と こ ろ に よ る 。  

( 2)  各学校は 、 安全な 医療的ケ ア の 実施の た め に 、 医療的ケ ア 安全委員会（ 以下「 委員

会」 と い う 。） を 設置する 。  

① 委員会の 委員長は 校長と し 、 委員は 担当副校長、 経営企画室担当者、 学校医又は

指導医、 学校看護師（ 非常勤看護師（ 特別な 場合は 、 主任非常勤看護師や総合非常

勤看護師））、 養護教諭等、 医療的ケ ア 担当主幹教諭、 担任に よ っ て 構成する も の と

する 。  

② 委員会は 、 医療的ケ ア 実施要領を 作成し 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等

の 医療的ケ ア 実施体制の 充実を 図る 。  

  ③ 委員会は 、 医療的ケ ア 実施に 係る 計画、 実施方法、 実施者の 研修等に つい て 定め

る と と も に 、 各学校に おけ る 医療的ケ ア 実施の 安全な 実施に つい て 校長に 必要な 助

言を 行う 。  

④ 委員会は 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等の 緊急時の 対応等を 定め 、 校内

体制を 整備する と と も に 、 全教職員に 周知する 。 ま た 、 保護者や医療機関等と の 連

携等の 体制の 充実を 図る 。  

( 2)  教員の 研修 

別記２  

37



 
 
 

 教員の 医療的ケ ア に 関する 資質の 向上を 図る た め 、 そ の 職種に 応じ た 基礎的・ 専門的

研修を 行う 。 研修計画に つい て は、 別記２ －３ に 定め る と こ ろ に よ る 。  

 

４  実施者 

  医療的ケ ア を 実施で き る 実施者に つい て は、 学校看護師と する 。  

な お、 医療的ケ ア の 実施に 当た っ て は 、 教員（ 養護教諭等を 含む。）、 高等学校等非常

勤介助職員と 学校看護師が 連携・ 協力し て 対応し て い く も の と する 。  

 

５  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲 

  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲は、 以下の 項目と する 。  

( 1)  吸引  

( 2)  経管栄養 

( 3)  導尿 

( 4)  エ ア ウ ェ イ の 管理 

( 5)  定時の 薬液吸入 

( 6)  気管切開部の 衛生管理 

( 7)  胃ろ う 又は 腸ろ う 部の 衛生管理 

( 8)  日常的酸素管理 

( 9)  非侵襲的（ マ ス ク 式） 陽圧換気療法の 管理 

( 10)  血糖値測定及びそ の 後の 処置  

 

  校長は、 医療的ケ ア の 安全性を 確保する た め に 、 児童・ 生徒等の 実態、 主治医及び指

導医の 意見、 学校の 環境等に 応じ 総合的に 判断し 、 各学校に おい て 実施対象と する こ と

が で き る 医療的ケ ア を 上記の 範囲か ら 選択し 、 各学校で の 「 医療的ケ ア 実施要領」 で 規

定する こ と 。  

 

６  予算措置 

  都立学校に は 、 医療的ケ ア の 実施に 必要な 予算を 別途定め 、 配付する 。  

 

７  事業実施計画書及び事業実施報告書の 提出 

  都立特別支援学校の 校長は 、 毎年度当初に 「 医療的ケ ア 実施計画書」（ 要項様式１ ）、

毎年度末に「 医療的ケ ア 実施報告書」（ 要項様式２ ） を 教育庁都立学校教育部特別支援教

育課長へ提出する 。  

都立高等学校等の 校長は 、 毎年度当初に「 医療的ケ ア 実施計画書」（ 要項様式１ ）、「 医

療的ケ ア 実施報告書」（ 要項様式２ ） を 教育庁都立学校教育部高等学校教育課長へ提出す

る 。  

 

８  そ の 他 

こ の 要項に 定め の な い 事項に つい て は 、 別に 定め る 。  

 

附則 こ の 要項は 、 平成２ ９ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正） こ の 要項は 、 平成３ ０ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  
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附則（ 一部改正） こ の 要項は 、 令和２ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正） こ の 要項は 、 令和５ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附則（ 一部改正） こ の 要項は 、 令和６ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  
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「 指導医の 委嘱及び職務に つい て 」【 都立 学校（ 都立肢 体 不自由特別支援 学 校以外 ）】  

 

 指導医は、 医療的ケ ア 整備事業の 中核を な すも の で あ り 、 各学校の 「 医療的ケ ア 実施要

領」 を 基に 、 学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施環境等を 勘案し 、 医療的ケ ア の 安全な 実施の

た め 、 指導（ 指示）・ 助言を 行う 。  

 し た が っ て 校長は 、 委嘱に 当た っ て 、 学校に おけ る 児童・ 生徒等の 実態等を 鑑み、 医師

の 選定・ 確保に 努め な け ればな ら な い 。  

 

１  指導医の 委嘱 

  医療的ケ ア を 実施する 都立学校の 校長は 、 指導医を 委嘱する 。  

 

２  指導医の 主な 職務 

( 1)  医療的ケ ア 実施全般に わ た っ て の 職務  

① 医療的ケ ア の 実施に 関する 医療面で の 総合的な 判断  

② 学校看護師への 指導・ 助言  

③ 校内研修・ 研究等で の 指導・ 助言  

④ 主治医と の 連絡・ 調整  

⑤ 医療的ケ ア 安全委員会への 出席  

⑥ 東京都教育委員会が 実施する 協議会・ 部会等への 出席  

 

( 2)  医療的ケ ア 実施手続に 関する 職務  

  ① 主治医の 「 医療的ケ ア に 関する 指示書」 の 確認  

  ② 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等の 検診  

  ③ 学校で 行う 医療的ケ ア の 範囲・ 内容・ 実施者の 認定  

  ④ 医療的ケ ア の 実施マ ニ ュ ア ルの 作成・ 検討に 際し て の 助言  

⑤ 医療的ケ ア を 必要と する 特定の 児童・ 生徒等に 対する 医学的知識や技能、 緊急時  

の 対応等に 関する 学校看護師、 教員等への 指導・ 助言  

  ⑥ 医療的ケ ア の 実施状況の 把握と 確認・ 指導  

  ⑦ 主治医への 実施状況の 報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別記２ －２  
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「 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等に 関わ る 教職員の 研修計画」  

【 都立 学 校（ 都 立肢体 不自由 特 別支援学校以外 ）】  

 

１  趣旨 

  都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施体制の 整備・ 充実を 図る た め 、 そ の 職務に 応じ た 医

療的知識の 習得と と も に 、 医療的ケ ア を 必要と する 児童・ 生徒等の 日常の 学校生活に お

け る 健康管理や健康の 保持・ 増進等の 指導に 資する た め 、 下記の 研修を 実施する 。  

 

２  内容 

  以下の 研修に つい て 、 教諭（ 主幹教諭、 主任教諭を 含む。）、 養護教諭（ 主幹養護教諭、

主任養護教諭を 含む。）、非常勤看護師（ 主任非常勤看護師、総合非常勤看護師を 含む。）、

高等学校等非常勤介助職員の そ れぞ れの 職責に 応じ た 研修を 実施する 。  

( 1)  東京都教育委員会が 実施する も の  

  ① 社会福祉士及び介護福祉士法施行規則に 基づく 「 第三号研修」 の う ち 、「 喀痰吸引

等に 関する 演習」 を 除く 基本研修  

  ② 障害の あ る 児童・ 生徒等の 医学に 関する 基礎的知識・ 技能の 習得  

  ③ 障害の あ る 児童・ 生徒等の 医療的ケ ア に 関する 専門的か つ実践的知識・ 技能の 習

得  

  ④ 障害の あ る 児童・ 生徒等の 摂食指導と 食形態の 専門的か つ実践的知識・ 技能の 習

得  

  ⑤ 障害の あ る 児童・ 生徒等の 緊急時の 対応に 関する 知識・ 技能の 習得  

  ⑥ 障害の あ る 児童・ 生徒等の 自立活動に 関する 知識・ 技能の 習得  

  ⑦ 都立学校に おけ る 医療的ケ ア の 実施に 関する 知識・ 技能の 習得  

⑧ そ の 他、 必要な 研修  

 

( 2)  学校が 校内で 実施する も の  

  ① 障害の あ る 児童・ 生徒等の 医療上の 配慮事項や医療的ケ ア に 関する 基礎的知識の

習得  

  ② 障害の あ る 児童・ 生徒等の 医療や看護に 関する 情報の 習得及び技能の 向上  

  ③ 緊急時の 対応の 方法の 習得  

  ④ そ の 他、 必要な 研修  

 

( 3)  支援校の 協力を 得て 実施する も の  

  ① 医療的ケ ア の 体制整備に 関する 研修  

  ② 支援校又は 校内に おけ る 、 医療的ケ ア の 具体的な 手技に 関する 研修  

  ③ 支援校又は 校内に おけ る 、 医療的ケ ア の 手続に 関する 研修  

  ④ そ の 他必要な 研修  
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「 医療的ケ ア 実施要領（ モ デル 案）【 都立学校 (都立肢体不自由特別支援学校以外 )】 

 

都立  学校医療的ケ ア 実施要領  

 

第    号  

令和  年  月  日  

校  長  決  定  

１  実施の 目的  

 こ の 実施要領は 、「 都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外） に おけ る 医療的ケ

ア 実施要項」 を 踏ま え 、 本校に おい て 医療的ケ ア を 安全か つ適切に 実施する こ と を 目的

に 制定する 。  

 

２  医療的ケ ア 安全委員会の 設置  

 本校に おい て 安全に 医療的ケ ア を 実施する た め に 、 医療的ケ ア 安全委員会（ 以下「 委

員会」 と い う 。） を 設置する 。  

 委員会は、 校長、 担当副校長、 経営企画室担当者、 学校医又は 指導医、 学校看護師、

養護教諭等、 医療的ケ ア 担当主幹教諭及び担任に よ っ て 構成する も の と する 。  

 委員会は、 医療的ケ ア 実施に 係る 計画、 実施者の 研修、 実施等に つい て 組織的に 協議

し 、 本校に おけ る 医療的ケ ア 実施の 安全確保に つい て 校長に 助言を 行う 。  

 

３  医療的ケ ア の 対象者  

 保護者か ら の 依頼が あ っ た 幼児・ 児童・ 生徒（ 以下「 児童・ 生徒等」 と い う 。） の う

ち 、 主治医の 指示が あ り 、 委員会の 協議を 経て 、 校長が 認め た 児童・ 生徒等と する 。  

 

４  医療的ケ ア の 実施  

 学校管理下に おい て 医療的ケ ア を 行う 必要が 生じ 、 学校看護師が 行う こ と が 適切で あ

る と 校長が 判断し た 場合に 、 児童・ 生徒等の 状態が 安定し て い る こ と や、 校内に おい て

安全に 実施で き る 体制が 確保で き て い る こ と を 前提に 実施する 。  

( 1)  学校看護師等と の 連携、 実施内容等を 記載し た「 医療的ケ ア 実施状況報告書」、 危

機管理への 対応を 含ん だ 「 個別の 医療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ル」 を 作成する な ど 、

安全確保措置に つい て 十分な 対策を 講じ る 。  

( 2)  医療的ケ ア を 実施する 場合に は 、 対象の 児童・ 生徒等を 明示し た 主治医等か ら の

「 医療的ケ ア に 関する 指示書」 に 基づく と と も に 、 実施に 当た っ て は 、 学校保健

の 立場か ら 学校医、 医療安全を 確保する 立場か ら 指導医に 指導を 求め る 。  

( 3)  校長を 中心に し た 組織的な 体制を 整備する に 当た っ て は 、 委員会が そ の 役割を 果

た すこ と と な る が 、 当該委員会の 設置、 運営等に 当た っ て は、 学校医又は 指導医

に 指導を 求め る こ と と する 。  

 

５  実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲  

 実施対象と する こ と が で き る 医療的ケ ア の 範囲は 、 以下の 項目と する 。  

( 1)   

別記２ －４
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( 2)   

( 3)   

( 4)   

( 5)   

 

６  実施体制  

( 1)  実施者  

    実施者は 、 学校看護師と する 。  

 

( 2)  実施手続  

実施手続は以下の と おり と する 。  

な お、 各様式に つい て は、 毎年度作成する と と も に 提出を 求め 、 有効期間は 各年

度末と する 。  

   ① 保護者か ら の 申請  

   ・ 保護者は 、「 医療的ケ ア 実施申請書」（ 様式１ ） を 提出する 。  

    な お、 保護者が 申請する に 当た っ て は 、 学校看護師が 対応で き る 内容に は 範囲

が あ る こ と や、 児童・ 生徒等の 健康状態が 優 れな い 場合の 無理な 登校は 適当で

な い こ と 等に つい て 、 保護者が 認識し 、 学校と 連携協力する こ と が 必要で あ る 。 

   ・ 校長、 養護教諭及び学校看護師は 、 主治医に 対し て 医療的ケ ア の シ ス テ ム に つ

い て 説明する 。  

   ・ 校長は、 主治医に 対し 医療的ケ ア に 関する 指示に つい て 、 以下に 記載する「 医療

的ケ ア 指示書」（ 都１ －３ ）、（ 都１ －４ ）、（ 都１ －５ ）、 又は( 都１ －６ ) を 用い 、

「 依頼書」（ 都２ －２ ） に よ り 依頼する 。  

   ・ 主治医は 、 保護者を 通じ て 校長に 対し 、 必要と な る 医療的ケ ア の 具体的内容を

指示する 。 ま た 、 主治医は 、 保護者に 対し て 学校に おけ る 医療的ケ ア に 関し て 、

期待で き る メ リ ッ ト と リ ス ク に つい て も 丁寧に 説明する 。  

 ② 指導医の 検診  

   ・ 校長は 、 指導医に 「 検診依頼書」（ 様式 3） に よ り 検診を 依頼する 。  

    （ 年間の 検診実施計画書に よ り 検診日時等を 示す場合に は 、 本様式に よ ら ず依

頼する こ と が で き る 。）  

   ・ 校長は 、 保護者に「 医療的ケ ア 実施申請に 伴う 検診に つい て（ お知ら せ）」（ 様式

４ ） で 通知する 。  

   ③ 指導医の 検診結果  

   ・ 指導医は保護者立ち 会い の も と で 検診を 行い 、「 医療的ケ ア に 関する 指示書」 を

確認し 、 実施予定者が 実施可能な 医療的ケ ア の 内容と 範囲を 特定し 、 校長に 対

する 「 指導医検診記録・ 意見書」（ 様式５ ） を 作成する 。  

   ④ 結果通知  

   ・ 校長は 、 委員会で の 協議結果に 基づい て 「 結果通知書」（ 様式６ ） に よ り 、 保護

者に 通知する 。  

   ⑤ 「 個別の 医療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ル」 の 作成  

   ・ 指導医の 助言を 受け 、 委員会は「 個別の 医療的ケ ア 実施マ ニ ュ ア ル」 を 作成し 、
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保護者に 確認する 。  

   ⑥ 主治医・ 保護者への 通知  

   ・ 校長は 、「 実施通知書」（ 様式 12－１ 、 12－２ ） で 主治医及び保護者に 医療的ケ

ア の 実施項目、 内容等に つい て 通知する 。  

   ・ 保護者は 「 医療的ケ ア 実施承諾書 兼 依頼書」（ 様式 13） を 提出する 。  

   ⑦ 医療的ケ ア の 実施  

   ・ 実施に 当た っ て は、 保護者は 事前に「 医療的ケ ア 実施依頼書」（ 参考様式） を 提

出する 。  

   ・ 保護者は 、 依頼する 当日、「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」 を 提出する 。  

   ・ 実施者は 、 実施状況を 「 実施記録」 に 記録する 。  

   ⑧ 指導医、 主治医と の 連携  

   ・ 委員会は 、 実施状況を 「 実施記録」 に よ り 、 指導医に 報告する 。  

   ・ 委員会は 、 指導医の 指導・ 助言若し く は実施上必要な こ と に つい て 記録し 、 特定

行為実施の 改善を 図る た め 、 必要な 対応を 行う 。  

   ・ 校長は 、 指導医及び学校看護師の 指導記録を 受け て 、 主治医に 実施状況を 、「 医

療的ケ ア 実施状況報告書」（ 様式 14） に よ り 報告する 。  

 

( 3)  緊急時の 医療機関  

    緊急時の 医療機関は 、       病院と する 。  

 

７  保護者の 責務  

( 1)  必要の 都度、 事前に 「 医療的ケ ア 実施依頼書」（ 参考様式） を 提出する 。  

( 2)  当 日 の 児 童 ・ 生 徒 等 の 健 康 状 態 に つ い て 、 安 定 し て い る こ と を 確 認 し 、「 健 康

チ ェ ッ ク カ ード 」 で 学校に 知ら せる 。  

( 3)  必要な 医療的機材等の 準備を する 。  

( 4)  緊急連絡先を 事前に 学校に 知ら せる 。  

( 5)  登校後の 健康状態に 異常が 認め ら れ た 場合、 学校か ら の 連絡を 受け 、 保護者は 対

応に つい て 学校と 相談し 、 必要な 対応を する こ と 。  

( 6)  定期的に 主治医に 診察し て も ら い 、 適切な 指示を 受け 、 特定行為に 変更が あ っ た

場合に は 、 速やか に 学校に 報告する 。  

附則  

・ １ か ら ７ の 内容に つい て 検討事項が 生じ た 場合に は 、 速やか に 委員会を 開催し 、 検

討する 。  

・ 本実施要領は 令和  年 月 日を も っ て 施行する 。  

※ こ の 実施要領（ モ デル案） に おけ る 様式１ ～14 に つい て は 、 第四部に 必要最小限の も

の を 示し た 。 こ れ以外の 様式等に つい て は 、 必要に 応じ て 各学校で 作成する こ と 。  

 た だ し 、「 医療的ケ ア 実施依頼書」「 常勤看護師派遣依頼書」「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」「 実

施記録」 に つい て は 、 例示し た も の で あ り 、 各学校の 状況及び医療的ケ ア 実施項目・ 内 

容等に よ り 、 改定し て 使用する こ と が で き る  
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◎令和８ 年度か ら 、 本指針の 改訂に 伴い 、 医療的ケ ア で 使用する 各様式等が 一部

追加・ 変更に な っ て い ま す。  

◎令和３ 年度よ り 、 押印廃止の 取組に 伴い 、 公印省略等に な っ て い ま す。  
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《 様式》  

◎ 都立肢体不自由特別支援学校で 使用する 様式等 
対 応 先  

（ 内 容 ）  
様式番号 様  式  名 備 考 

都 教 育  

委 員 会  

要 項 様 式 １  医 療 的 ケ ア 実 施 計 画 書  年 度 当 初 提 出  

要 項 様 式 ２  医 療 的 ケ ア 実 施 報 告 書  年 度 末 報 告  

（ 保 護 者 か
ら の 申 請 ）  

様 式 １  医 療 的 ケ ア 実 施 申 請 書  （ 保 護 者 → 校 長 ）  

 

主 治 医  

（ 指 示 書 ）  

都 １ － １  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ）  （ 医 療 保 険 適 用 ）  

※ 都 １ － １ は 、 必 要 に 応

じ A 3 両 面 印 刷  都 １ － １ ①  医 療 的 ケ ア 指 示 書  人 工 呼 吸 器 の 管 理  

都 １ － １ ②  医療的ケ ア 指示書（ 介護職員等喀痰吸引等指示書）  

初 期 食 シ リ ン ジ 注 入 指 示 書   

都 １ － １ ③  

 

医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ）

排 痰 補 助 装 置 指 示 書  

都 １ － １ ④  別 紙  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等

指 示 書 ）  

都 １ － １ ⑤  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ） 

中 心 静 脈 栄 養 指 示 書  

都 １ － １ ⑥  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ） 

ネ ー ザ ル ハ イ フ ロ ー 指 示 書  

都 １ － ２  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ）  

都 １ － ３  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 喀 痰 吸 引 等 を 含 ま な い 指 示 書 ）  （ 医 療 保 険 適 用 外 ）  

都 １ － ６  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 血 糖 値 測 定 及 び そ の 後 の 処 置 ）  ※ 都 １ － ６ は 、 必 要 に 応 じ 都 １

－ １ の 裏 面 に A 3 で 印 刷  

都 ２ － １  依頼書【 都１ －１ ・ 都１ －２ ・ 都１ －３ ・ 都１ －６ 用】  （ 校 長 → 主 治 医 ）  

 

指 導 医  

（ 検 診 ）  

様 式 ３  検 診 依 頼 書  （ 校 長 → 指 導 医 ）  

様 式 ４  医 療 的 ケ ア 実 施 申 請 に 伴 う 検 診 に つ い て（ お 知 ら せ ） （ 校 長 → 保 護 者 ）  

様 式 ５  指 導 医 検 診 記 録 ・ 意 見 書  （ 指 導 医 → 校 長 ）  

様 式 ６  結 果 通 知 書  （ 校 長 → 保 護 者 ）  

 

（ 実 施 者  

の 認 定 ）  

 

様 式 ７  実 地 （ 個 別 ） 研 修 の 実 施 に つ い て  （ 校 長 → 保 護 者 ）  学
校
看
護
師
は
・ 

省
略
可 

様 式 ８  実 地 （ 個 別 ） 研 修 実 施 依 頼 書  （ 校 長 → 指 導 医 ）  

様 式 ９  実 地 （ 個 別 ） 研 修 記 録  ※  指 導 医 の 押 印  

様 式 １ ０  医 療 的 ケ ア 実 施 認 定 書  （ 指 導 医 → 校 長 ）  

様 式 １ １  医 療 的 ケ ア 実 施 者 指 定 書  （ 校 長 → 実 施 者 ）  

 

（ 実 施 の  

通 知 と 承 諾 ）  

様 式 １ ２ -1  実 施 通 知 書  （ 校 長 → 主 治 医 ）  

様 式 １ ２ -2  実 施 通 知 書  （ 校 長 → 保 護 者 ）  

様 式 １ ３  医 療 的 ケ ア 実 施 承 諾 書  兼  依 頼 書  （ 保 護 者 → 校 長 ）  

主 治 医  様 式 １ ４  医 療 的 ケ ア 実 施 状 況 報 告 書  （ 校 長 → 主 治 医 ）  

 

（ 実 施 ）  

参 考 様 式  医 療 的 ケ ア 実 施 依 頼 書  （ 保 護 者 → 校 長 ）  

参 考 様 式  健 康 チ ェ ッ ク カ ー ド  主 に 保 護 者 記 入  

参 考 様 式  実 施 記 録  主 に 実 施 者 記 入  
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＜参考（ 再掲） ＞ 

（ 1） 様 式「 都 １ － １ 」 は 特 定 行 為 の い ず れ か を 含 む 行 為 に つ い て 指 示 を 受 け る 際 に 使 用 す る 。 有 効 期

限 は ６ か 月 未 満 で あ り 、 年 度 の ９ 月 30 日 ま で 有 効 で あ る 。 た だ し 、 特 定 行 為 以 外 の 指 示 は 学 校 看

護 師 が 行 う 行 為 の た め 、 年 度 の ３ 月 31 日 ま で 有 効 で あ る 。  

（ 2） 様 式「 都 １ － ２ 」 は 特 定 行 為 の い ず れ か の 行 為 に つ い て 、 様 式「 都 1－ 1」 の 有 効 期 限 が 切 れ た 理

由 に よ り 年 度 内 に 再 度 指 示 を 受 け る 際 に 使 用 す る 。 有 効 期 限 は ６ か 月 未 満 で あ り 、 年 度 の ３ 月 31

日 ま で 有 効 で あ る 。  

（ 3） 様 式「 都 １ － １ 」 及 び 「 都 １ － ２ 」 は 、 児 童 ・ 生 徒 一 人 に つ き 、 ３ か 月 に １ 回 を 限 度 と し 医 療 保

険 の 適 用 を 受 け る こ と が で き る 指 示 書 で あ る た め 、 学 校 独 自 の 様 式 に 変 更 し な い こ と 。  

（ 4） 様 式「 都 １ － ３ 」 は 特 定 行 為 を 含 ま な い 行 為 に つ い て 指 示 を 受 け る 際 に 使 用 す る 。 年 度 の ３ 月 31

日 ま で を 有 効 期 限 と し 、 医 療 保 険 適 用 外 と す る 。  

（ 5） 様 式 都 １ － １ ② 及 び 都 １ － １ ③ 、 都 １ － １ ④ 、 都 １ － １ ⑤ 、 都 １ － １ ⑥ は 必 要 に 応 じ て 都 １ － １

の 裏 面 に A3 で 印 刷 し て 使 用 す る 。  

 

＜併置校に 関し て （ 再掲） ＞ 
( 1)  肢 体 不 自 由 教 育 部 門 を 併 置 す る 特 別 支 援 学 校 で は 、 知 的 障 害 教 育 部 門 等 に お い て も 、 様 式「 都 １

－ １ 」「 都 １ － ２ 」「 都 １ － ３ 」「 都 １ － ６ 」（ 都 立 肢 体 不 自 由 特 別 支 援 学 校 で 使 用 す る 様 式 ） を 使 用

す る こ と に 留 意 す る こ と 。 様 式 「 都 １ － １ 」「 都 １ － ２ 」 に つ い て は 、 医 療 保 険 の 適 用 と な る 。  

◎ 都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外） で 使用する 様式等  

対 応 先  

（ 内 容 ）  
様式番号 様  式  名 備 考 

都 教 育  

委 員 会  

要 項 様 式 １  医 療 的 ケ ア 実 施 計 画 書  年 度 当 初 提 出  

要 項 様 式 ２  医 療 的 ケ ア 実 施 報 告 書  年 度 末 報 告  

（ 保 護 者 か

ら の 申 請 ）  
様 式 １  医 療 的 ケ ア 実 施 申 請 書  （ 保 護 者 → 校 長 ）  

 

主 治 医  

（ 指 示 書 ）  

都 １ － ３  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 喀 痰 吸 引 等 を 含 ま な い 指 示 書 ）  
 

（ 医 療 保 険 適 用 外 ）  

※ 都 1 -4 ・ 都 1 -6  は

A 3 印 刷  

都 １ － ４  医 療 的 ケ ア 指 示 書  

都 １ － ５  医 療 的 ケ ア 指 示 書  

都 １ － ６  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 血 糖 値 測 定 及 び そ の 後 の 処 置 ）  

都 ２ － ２  依 頼 書  

【 都 １ － ３ ・ 都 １ － ４ ・ 都 １ － ５ ・ 都 １ － ６ 用 】  

（ 校 長 → 主 治 医 ）  

 

指 導 医  

（ 検 診 ）  

様 式 ３  検 診 依 頼 書  （ 校 長 → 指 導 医 ）  

様 式 ４  医 療 的 ケ ア 実 施 申 請 に 伴 う 検 診 に つ い て （ お 知 ら せ ）  （ 校 長 → 保 護 者 ）  

様 式 ５  指 導 医 検 診 記 録 ・ 意 見 書  （ 指 導 医 → 校 長 ）  

様 式 ６  結 果 通 知 書  （ 校 長 → 保 護 者 ）  

 様 式 ７ ～ １ １  実 施 者 が 学 校 看 護 師 で あ る 都 立 学 校 で は 、 使 用 し ま せ ん 。   

 

（ 実 施 の  

通 知 と 承 諾 ）  

様 式 １ ２ -1  実 施 通 知 書  （ 校 長 → 主 治 医 ）  

様 式 １ ２ -2  実 施 通 知 書  （ 校 長 → 保 護 者 ）  

様 式 １ ３  医 療 的 ケ ア 実 施 承 諾 書  兼  依 頼 書  （ 保 護 者 → 校 長 ）  

主 治 医  様 式 １ ４  医 療 的 ケ ア 実 施 状 況 報 告 書  （ 校 長 → 主 治 医 ）  

 

（ 実 施 ）  

参 考 様 式  医 療 的 ケ ア 実 施 依 頼 書  （ 保 護 者 → 校 長 ）  

参 考 様 式  常 勤 看 護 師 派 遣 依 頼 書  （ 実 施 校 校 長 → 支 援 校 校 長 ）  

参 考 様 式  健 康 チ ェ ッ ク カ ー ド  主 に 保 護 者 記 入  

参 考 様 式  実 施 記 録  主 に 実 施 者 記 入  
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＜参考（ 再掲） ＞ 

( 1)  様 式「 都 １ － ４ 」 は 医 療 的 ケ ア の 各 行 為 に つ い て 、 主 治 医 に 様 式 の 項 目 に 沿 っ て 記 載 を 求 め る 際

に 使 用 す る 。 年 度 末 の ３ 月 31 日 ま で を 有 効 期 限 と し 、 医 療 保 険 適 用 外 と す る 。  

( 2)  様 式「 都 １ － ５ 」 は 医 療 的 ケ ア の １ つ の 行 為 に つ い て 、 主 治 医 に 特 記 事 項 等 を 詳 し く 記 載 を 求 め

る 際 に 使 用 す る 。 年 度 末 の ３ 月 31 日 ま で を 有 効 期 限 と し 、 医 療 保 険 適 用 外 と す る 。  

( 3)  指 示 書 の 有 効 期 限 内 で あ っ て も 、 幼 児・ 児 童 ・ 生 徒 の 健 康 状 態 に 変 化 等 が あ っ た 場 合 に は 、 校 長

は 保 護 者 に 対 し 、 指 示 書 の 再 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  
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≪参考≫　「医療的ケアの実施までの手続き」　（都立学校共通）

主　 治　 医 保　 護　 者 学　 　 校 指　 導　 医

※学校は、都教育委員会へ毎年度当初には「医療的ケア実施計画書」（要項様式１）を、年度末には
　　「医療的ケア実施報告書」（要項様式２）を提出する。

保
護
者
か
ら

の
申
請

指
示
書
の
作
成

指
導
医
検
診

実
施
者
の
研
修

（

看
護
師
は
省
略
可
）

実
施
の
通
知

日
々
の
実
施
と

状
況
報
告

④実施予定者の決定

実施記録

①医療的ケア実施
申請書（様式１）

主治医に医療的ケアのシステム説明

②依頼書（都2-１ 又は都2-2）

③医療的ケアに関する指示書（肢体都1-1,1-2，
1-3,1-6 肢体不自由以外都1-3,1-4,1-5,1-6）

⑥医療的ケア実施申請に伴う

検診について（お知らせ）（様式４）

⑧結果通知書（様式６）

⑤検診の依頼（様式３）

⑦指導医検診記録・
意見書（様式５）

⑨医療的ケア実施マニュアルの確認

⑮実施通知書（様式１２-1）

（医療的ケア実施依頼書 参考様式）

⑯実施通知書（様式１２－２）

⑰医療的ケア実施承諾書兼依頼書（様式１３）

（健康チェックカード 参考様式）

⑱医療的ケア実施状況報告書（様式１４）

⑩実地（個別）研修の実
施について（様式７）

⑪実地(個別)研修実施依頼書（様式８）

実地(個別）研修記録（様式９）

⑫医療的ケア実施認定書（様式１０）

⑬認定特定行為業務従事者認定証の申請

看護師実施の際は省略

医療的ケア実施の決定

医療的ケアの開始

⑭医療的ケア実施者指定書（様式１１）

主治医 指導医保護者 学 校
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要項様式１ 「 医療的ケ ア 実施計画書」（ 校長→都教育委員会）  
 

 要項様式１  

第   号  

令和  年  月  日  

 東京都教育庁都立学校教育部 

○○○○教育課長 殿 

 特 別 支 援 学 校 は 「 特 別 支 援 教 育 課 長 」        東京都立    学校・ 学園

   都 立 高 等 学 校 等 は 「 高 等 学 校 教 育 課 長 」   

                          校 長           
 

（ 公印省略）   

令和  年度 医療的ケ ア 実施計画書 

１  医療的ケ ア 実施体制（ 医療的ケ ア 安全委員会等）  

 

 

２  医療的ケ ア 実施要領（ 添付）  

 

 

３  指導医の 選任（ 所属・ 職・ 氏名）  

 

 

４  指導医に よ る 検診及び指導の 年間計画 

 

 

５  研修計画 

（ １ ） 臨床研修（ 実施予定日・ 実施機関名・ 実施者数）  

 ① 教職員（ 認定特定行為業務従事者） 研修 

        ※都立学校（ 都立肢体不自由特別支援学校以外） は記入不要 

 ② 学校看護師研修 

 

 

（ ２ ） 校内研修 

 ① 全体研修 

 

 ② テ ーマ 別（ 学部別） 研修 

 

６  研究図書整備計画 

 

７  医療機器整備計画 
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要項様式２ 「 医療的ケ ア 実施報告書」（ 校長→都教育委員会）  
 

 要項様式２  

第   号  

令和  年  月  日  

 東京都教育庁都立学校教育部  

○○○○教育課長 殿  

                        東京都立    学校・ 学園  

   特 別 支 援 学 校 は 「 特 別 支 援 教 育 課 長 」  

都 立 高 等 学 校 等 は 「 高 等 学 校 教 育 課 長 」        校 長           

    

                             （ 公印省略）  

                           

令和  年度 医療的ケ ア 実施報告書  

 

１  医療的ケ ア を 必要と する 幼児・ 児童・ 生徒の 氏名及び医療的ケ ア の 内容  

     

     

２  指導医に よ る 検診及び指導の 実施内容  

    

            別紙を 添付する  

３  研修の 実施報告  

校内研修  

    ① 全体研修  

    ② テ ーマ 別（ 学部別） 研修  

 

４  研究図書整備状況  

    

           書籍名、 冊数、 価格を 記載する  

５  医療機器整備状況  

 

           医療機器・ 器材名、 台数、 価格を 記載する  

６  成果と 課題  

成果  
 

課題  
 

 

様式１ 「 医療的ケ ア 実施申請書」（ 保護者→校長）  
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〈 様式１ 〉【 要領６ （ ２ ） ①関係】  

令和  年  月  日  

 東京都立  学校長 殿  

                   

所属     部（ 課程）     年  組 

幼児・ 児童・ 生徒氏名             

保 護 者 氏 名             

 

医  療  的  ケ  ア  実  施  申  請  書  

 

 標記の 件に つい て 、 都立     学校医療的ケ ア 実施要領に 基づき 、 下記の と おり

申請し ま す。  

記  

 

１  申請する 医療的ケ ア           

  （ 内容）  

 

  （ 頻度等）  

 

 

 

２  健康状態  

       

                      

 

３  病院又は 診療所の 名称及び主治医の 氏名  

 病 院 又 は 診 療 所 の 名 称  診 療 科  主 治 医 名  連 絡 先 （ 電 話 ）  

指 示 書 記 入 医 師   
   

     

     

     

       

 

 

 

※ 医療的ケ ア の 安全 な 実施の た め 、 学校が 直接主治医と 連絡を 取り 、 指示を 仰 ぐ こ と  

を 了承い た し ま す。  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 頻 度 を 具 体 的 に 記 入 す る  

（ 例  平 常 時 は ～     。  体 調 が す ぐ れ な い と き は ～      。）  

最 近 （ こ の 1 年 ） の 健 康 状 態 に つ い て 、 具 体 的 に 記 入 す る  

（ 例  ほ ぼ 安 定 し て い た 。   ○ ○ の た め 、 ○ 月 ○ 日 か ら ○ 月 〇 日 ま で 入 院 し て い た ） 

医 療 的 ケ ア 指 示 書 の 記 入 を 依 頼 す る 医 師 は 、 最 上 段 に 記 入 す る  

医 療 的 ケ ア に 関 し て 、 複 数 の 主 治 医 が い る 場 合 は 主 治 医 の 氏 名 を 記 入 す る  

（ 例  小 児 神 経 科 医 と 耳 鼻 咽 喉 科 医 ）  
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都 １ － １ 医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）       
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都１ －１ 医 療的 ケ ア 指 示書 （ 主 治 医→ 校 長）       
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都立     学校・ 学園       児童・ 生徒名              

指示期間 令和 年  月 日 ～ 令和  年 月 日  

  
人工呼吸器の 管理 医療的ケ ア 指示書  

 
標記の 件に つい て 下記の と おり 指示い た し ま す。  
□人工呼吸器装着の 原因と な っ て い る 病態 
〔                                  〕  
□日常的に 離脱し て い る 時間の 最長 
〔                                  〕  
□気管カ ニ ュ ーレ に 関し て  

 カ フ ： 無・ 有  カ フ エ ア ー：〔    〕 ㏄ 
□気管カ ニ ュ ーレ か ら の 吸引（ ま た は 気管内吸引） は 表面の 「 令和  年度医

療的ケ ア 指示書」 の と おり と する  
 
【 人工呼吸器に 関し て 】  
マ ス ク 型の 場合マ ス ク の 種類
〔                            〕         
●補助的に 使用し て い る 設定〔 設定の 目
安：         〕                            
□呼吸補助装置〔           〕 使用 □吸入薬〔        〕  
 
【 緊急時対応】  
●人工呼吸器の ア ラ ーム が 鳴っ た 場合の 対応 
□バ イ タ ル サ イ ン （ SpO₂ 、 心拍、 顔色） が 安定し て い た ら し ばら く 経過観察する  
□バ イ タ ル サ イ ン （ SpO₂ 、 心拍、 顔色） の 変調時に は 原則と し て 次の よ う に 対

応する  
□気管カ ニ ュ ーレ 事故抜去時に は 〔  速やか に  ・〔    〕 分以内に 〕 学校看護

師が 再挿入を 試みる  
□再挿入で き な い 場合に は 直ち に 保護者に 連絡を と る と と も に 、 救急搬送を 要

請する  
 
●気管カ ニ ュ ーレ 抜去が な く て も 、 児童の バ イ タ ルサ イ ン （ SpO₂ 、 脈、 顔色）

が 回復し な い 場合 
□蘇生バ ッ グ で （   回／分）、 バ ギ ン グ を し て 保護者の 到着を 待つ 
  注意点
〔                               〕  
□気管カ ニ ュ ーレ を 抜き 、 再挿入を し 、 保護者の 到着を 待つ 
□SPO₂ が 下が っ て い な け れ ば、 蘇生バ ッ グ で バ ギ ン グ を せずに 、 保護者に 連絡

し 、 た だ ち に 救急搬送を 要請する  
 
●起こ り やすい ト ラ ブ ル 及びト ラ ブ ル の 既往 
〔                                  〕  
 
●そ の 際の 対応
〔                                   〕  
 
●学校に おい て 学校看護師が 対応する に 当た っ て の 注意事項 

 

                        

 

令和  年   月  日       医療機関名                

医師名                 

 

都１ －１ ①医療的ケ ア 指示書（ 主治医→校長）       
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経口摂取

 医療機関名

 医 師 名

 経口摂取の実施 □可  □不可

 経口摂取を併用する 場合の留意点

(                                                                                                                               ）

注入速度・

イ ンタ ーバル

等

（ □30㎖・ □50㎖） シリ ンジで（    ） ㎖ずつを （    ） 分で注入

次の注入までのイ ンタ ーバル  □無  □有（    ） 分 空ける

注入後のフラ ッ シュ       白湯注入量  （    ） ㎖

 

胃残が多い場合

の対応等

胃残量が多い場合の対応

・ 胃残量が（    ） ㎖以上（   ） ㎖未満の時の対応（             ）

・ 胃残量が（    ） ㎖以上の時の対応（                    ）

・ 胃残の色、 性状に異常がある 場合の対応（                        ）

混合以外の注入の場合で、 差し 引く 方法

□ 主食・ 副食の全てから 均等に減ら す

□ 低カロ リ ーの主食・ 副食から 減ら す

□ 指示無し

□ その他 (例： 〇〇〇〇を減ら す ） （                           )

緊急の対応

詰ま った場合の対応

□白湯を（    ） m l注入する

□ミ ルキング

□その他（                     ）

その他

実施における 留意点、 特記事項（                       ）

※初期食が提供でき ない際の代替手段は、 表面の経管栄養の欄を参照のこ と

(代替手段が市販のペース ト 食の場合は、 こ の指示書のその他欄に記入 ）

令和   年   月  日

食物アレ ルギー

その他の

禁忌食材

食物アレ ルギーのため除去すべき 禁忌食材   □無

□有   ①（        ） 検査日 年 月 日 □血液検査 □負荷試験

          ②（    ） 検査日 年 月 日 □血液検査 □負荷試験

          ③（    ） 検査日 年 月 日 □血液検査 □負荷試験

その他の禁忌食材 □無 ・  □有（                                      ）

【 都1-1②】 医療的ケア指示書（ 喀痰吸引等指示書）                  

                          初期食シリ ンジ注入指示書

都立       学校・ 学園                          児童・ 生徒名

 指示期間 令和    年    月 日 ～ 令和  年  月  日 

注入量
初期食   合計注入量（      ） ㎖

初期食以外の水分： 注入の（ 前・ 後）   内容（            ） 量（    ） ㎖

都１ －１ ②  （ 主治医→校長）   
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都 １ － １ ③ 医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）   

呼吸サポート 経路 □ 気管切開部

□ 必要時に実施 どのよ う なと き に（             

吸気圧 吸気流量 吸気時間 一時停止 呼気圧 呼気時間
なし

あり （    秒）

I ：  E 時間

　   分 　 秒

緊急時の対応

・ バイ タ ルサイ ン（ S pO2、 脈、 顔色） の変調時には以下を 原則と し て対応する

  □分泌物が上昇し ている 場合は直ちに吸引を 実施する 。

・ バイ タ ルサイ ン（ S pO2、 脈、 顔色） が回復し ない場合

  □蘇生バッ グで  回／分、 バギングを し て保護者の到着を 待つ

     注意点〔                              〕

  □酸素  ℓ ／分を 流し 、 保護者の到着を 待つ

  □バギングを せずに、 保護者に連絡し 、 ただちに救急搬送を 要請する

・ その他 〔                                         〕

その他

令和  年  月  日 医療機関名               医師名                          .

【 パーカッ サーモード 】 高頻度胸壁振動法 プリ セッ ト （    ）

　 　 　 　 　 　 ｃ ｐ ｍ 　 　 　 　 ｃ ｍH２ O

備考                               

実施における

留意点

姿勢： □仰臥位  □側臥位  □腹臥位  □その他（         ）

吸引： □必ず実施(吸引長   ㎝）  □徒手介助（              ）

陽圧・ 陰圧時の気道確保方法： □肩枕を入れて気道を確保 □その他（    ）

備考                              

頻度 吸気圧

設定

【 ＭＩ －Ｅ （ 陽圧・ 陰圧） 】  自動モード   プリ セッ ト （    ）

低・ 中・ 高 秒

＜MIーE 1セッ ト の実施方法＞

１ 回（   ） 呼吸実施➡ （    ） 分お休み   こ れを （   ） セッ ト

備考                               

実施する 時間

□ 定時で実施 （   ：   ）  （   ：   ）    （   ：   ）

秒

cough-sync（ 咳同調） 　   □オン　 □オフ

オシレ ーショ ン       　 　 □吸気　 □呼気　 □両方　 □なし  

周波数       Hz   振幅圧力

排痰補助装置の使用に関わる 指示書

 都立        学校・ 学園              氏名           .

排痰補助装置

使用機種名

機種名

メ ーカー名

□ 口鼻マス ク

実施内容

□ＭＩ －Ｅ （ 陽圧・ 陰圧）  ＜学校では自動モード でのみ実施＞

□パーカッ サーモード （ パーカッ ショ ンラ ッ プでの高頻度胸壁振動法）

※学校では、パーカッサーモードは、パーカッションラップでの高頻度胸壁振動法のみ
行い　　気管切開又はマス クを通してのパーカッサーモードは行わない。
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都 １ － １ ④ 医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）       

医療的ケア指示書（介護職員等喀痰吸引等指示書）
別紙

児童・生徒氏名　（　　　　　　　　　　　　　)
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中心静脈栄養に関する指示書

都立                 　学校　　（　　　　　　)学部　（　　　）学年　　　　児童・生徒氏名：

指示期間　令和　　　年　　　月　　　日　～　令和　　　年　　　月　　　日

具
体
的
指
示

基
本

設
定

輸液内容 　

輸液流量 　（　　　　　　　）　ml/ｈ

ヘ
パ
リ
ン
ロ
ッ

ク

流
量
調
整
と

輸液流量の調整

ポ
ン
プ
ア
ラ
ー

ム
作
動
時

（　　　　）ml

製剤名（　　　　　　　　　　　　　　）

留意点（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　　　）

【都1-1⑤】 医療的ケア指示書

実施時間　（　　：　　）　～　（　　：　　）に流量を（　　　　　）ml/ｈ　に変更する

災
害
時
の

対
応

□保護者に連絡して来校を要請する。保護者が来校困難な場合、下記医療機関に緊急搬送する。
　　　　受け入れ病院（①　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　都立             学校　学校長殿     令和       年       月      日

そ

の
他

輸液ポンプの機種  

　緊急時の具体的な対応について□に御教示ください。

　□のチェックとは異なる「個別の対応」や留意すべき点等について、その他の欄に御記入ください。

□　空液アラームが鳴った場合 ①スイッチを「停止」する。
②輸液残量を確認する。

③クレンメを閉じ、ポンプのカバーを開ける。
④カセット（ルート）を取り出し、カセットを指ではじき空気をドリップチェンバーに移動させる
⑤カセット（ルート）をポンプにセットし、カバーを閉める。
⑥クレンメを開き、スイッチを「開始」にする。
※輸液残量がない時は、緊急でヘパロック、保護者に連絡して来校を要請する。

□　電池がなくなった場合

ヘパリ ンロック

実施時間　（　　      ： 　     　） 1回注入量

医療機関名： 医師名:

□　原因を解除してもアラームが鳴り続ける場合　　保護者に連絡して来校を要請する。

その他の個別対応及び注意点　(上記と異なる又は上記以外の対応が必要な場合は、記入をお願いします。)

□　血液が逆流している場合：原因の検索(ルート破損、はずれ、作動状態確認等)をし、保護者に連絡する。
□　固定テープが剥がれかけた場合：剥がれた部分の補強を行う。
□　固定テープが完全に剥がれた場合：消毒・テープ固定を行い保護者に連絡する。
□　ルートが破損した場合：クレンメを閉じスイッチを「停止」し、医療機関に緊急搬送する。
□　輸液パックが破損した場合：クレンメを閉じスイッチを「停止」し、緊急ヘパロック、保護者に連絡して来校を要請する。
□　刺入部から輸液が漏れた場合：クレンメを閉じスイッチを「停止」する。刺入部をガーゼ保護し医療機関に緊急搬送する。
□　ポンプが故障した場合ポンプ：クレンメを閉じスイッチを「停止」し、緊急ヘパロック、保護者に連絡して来校を要請する。

その他の個別対応及び注意点　(上記と異なる又は上記以外の対応が必要な場合は、記入をお願いします。)

緊
急
時
の
具
体
的
な
対
応

カ
テ
ー

テ
ル

抜
去

時

□　完全抜去の場合：ガーゼを当てて圧迫し、医療機関に緊急搬送する。

ヘパリン(　　　　　　　)単位／ｍｌ

□　抜けかけている場合：クレンメを止めスイッチを「停止」した後、カテーテルはそのままの状態でガーゼ固定保護者に連絡す
る。保護者と共に医療機関を受診する。刺入部出血・染み出しがある時は、医療機関に緊急搬送する。

その他の個別対応及び注意点　(上記と異なる又は上記以外の対応が必要な場合は、記入をお願いします。)

□　閉塞アラームが鳴った場合 ①スイッチを「停止」する。
②クレンメ・ワンタッチクレンメが閉じていないか、ルートが折れ曲がっていないか、ねじれ
てないか、確認する。
③スイッチを「開始」にし、滴下されている事を確認する。
④改善されない場合：保護者に連絡して来校を要請する。

①スイッチを「停止」する。
②専用電源アダプタを使用して電源に接続するか、電池交換する。
③スイッチを「開始」にする。

都 １ － １ ⑤ 医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）       
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□ 定時で実施 （   ：   ） ～ （   ：   ）  

緊急時の対応

その他

【 都1-1⑥】 医療的ケア指示書

ネーザルハイ フ ロ ー使用に関する 指示書

 都立       学校・ 学園          氏名           .

機器
機器名

メ ーカー名

 指示期間 令和   年   月 日 ～ 令和  年  月 日

実施時間

□ 常時装着

  備考

【 流量】  （     ） ℓ /分

設定

【 加温加湿器】 機器名（           ）

       設定レ ベル（                      ）

➀鼻カニュ ーレ の閉塞時（ 先端が折れ曲がる など ） アラ ームが鳴動し 、 ディ ス プ

 レ イ に「 流量が得ら れま せん」 の表示が出た場合の対応

   □鼻カニュ ーレを 再装着する 。

   □その他（                           ）

②呼吸状態に変化があった時の対応

     □SP02が（     ） ％以下と なり 、 吸引などの対応でも 改善し ない時

     保護者に連絡し 来校を要請する 。

     □その他（

③回路破損等機器ト ラ ブルがあった場合の対応

     □保護者に連絡し 来校を要請する 。

（                                 ）

④その他 （                            ）

 

令和  年  月  日 医療機関名          医師名                              .

【 酸素の使用（ 機器に酸素を接続しての使用） 】

 □無し   

 □あり  －酸素の流量（      ） ℓ /分

 備考

都 １ － １ ⑥ 医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）       
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都 １ － ２  医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ）（ 主 治 医 → 校 長 ）       
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喀 痰 吸 引 等（ C0 07 -2） を 含 ま な い 指 示 書  

都１ －３ 医療的ケ ア 指示書（ 主治医→校長）      
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都 １ － ４ 医 療 的 ケ ア 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）  
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都１ －４ 医療的ケ ア 指示書（ 主治医→校長）      
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都１ －５ 医療的ケ ア 指示書（ 主治医→校長）      
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都 １ － ６ 医 療 的 ケ ア 「 血 糖 値 測 定 及 び そ の 後 の 処 置 （ ペ ン 型 簡 易 注 射 器 ）」 に 関 す る 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療的ケ ア 「 血糖値測定及びそ の 後の 処置」 に 関する 指示書（ 別紙　 ペン 型注射器用）

H15.5.5

HBs抗原陽性の場合

検査を 実施する

（ ２ ） 測定後の処置

ア 　 ［ 　 　 　 　 ］ の時の対応

対応方法※ 血糖値の範囲

高 危険値

標準値

低 危険値

イ 　 ［ 　 　 　 　 ］ の時の対応

対応方法※ 血糖値の範囲

高 危険値

標準値

低 危険値

ウ 　 ［ 　 　 　 　 ］ の時の対応

対応方法※ 血糖値の範囲

高 危険値

標準値

低 危険値

イ ンス リ ン投与量、 経口・ 経管等の対応

必要と なる 条件

２ 　 定時以外の実測値の確認について（ 　 有　 ・ 　 無　 ）

要対応値

血糖値測定が

要対応値

要対応値

要対応値

要対応値

要対応値

イ ンス リ ン投与量、 経口・ 経管等の対応 備　 考

備　 考

　 基礎イ ンス リ ン（ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 ボーラ ス イ ンス リ ン（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

「 血糖値測定及びその後の処置」 について、 下のと おり 指示する 。

使用機器等

イ ンス リ ンにかかわる 機器名

血糖値測定器・ 穿刺器具

１ 　 定時の血糖値測定について

（ １ ） 測定時間

測定時間（ ボーラ ス を ① ②

イ ンス リ ン投与量、 経口・ 経管等の対応 備　 考

③

実施する 回は○で囲む） ④ ⑤ ⑥

【 都1-6】 医療的ケア指示書

児童・ 生徒名 都庁　太郎 生年月日

血液感染症検査の結果 HBs抗原（ 　 　 ） HBs抗体（ 　 　 ） HBe抗原（ 　 　 ）

検査日： 　 年　 月 HI V抗体（ 　 　 ） HCV抗体（ 　 　 ）

イ ンス リ ン投与の方法 ペン 型注射器

イ ンス リ ン名

（ １ ） 測定時間の

①～⑥を 記入する

「 危険値」 「 要対応値」 「 標準値」
と いっ た、 その値に対応する 対応の
段階を 記入する 。
それぞれについて、 行数など の制限
はないが、 複雑すぎる と 、 間違えて
し ま う リ ス ク が上がる こ と に留意す
る 。

注意し なければなら
ないこ と など 、 必要
事項を 記入し ても ら
う 。

指定さ れた値の時の

具体的な処置につい

て、 記入する 。

※対応別に血糖値を 三段階に分ける

「 危険値」 医療機関への搬送等、 緊急対応が必要な血糖値

「 要対応値」 緊急時の対応。 特別な 対応が 必要な 血糖値

「 標準値」 平時の血糖値

血糖値が示す範囲を 記入する 。
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都 １ － ６ 医 療 的 ケ ア 「 血 糖 値 測 定 及 び そ の 後 の 処 置 （ イ ン ス リ ン ポ ン プ ）」 に 関 す る 指 示 書 （ 主 治 医 → 校 長 ）  

医療的ケ ア 「 血糖値測定及びそ の 後の処置」 に関する 指示書（ 別紙　 イ ン ス リ ン ポ ン プ用）

H15.5.5

HBs 抗原陽性の場合

検査を 実施する

対応方法※ 血糖値の範囲

高 危険値

標準値

低 危険値

対応方法※ 血糖値の範囲

高 危険値

標準値

低 危険値

ウ 　 ［ 　 　 　 　 ］ の時の対応

対応方法※ 血糖値の範囲

高 危険値

標準値

低 危険値

要対応値

【 都1-6】 医療的ケア指示書

児童・ 生徒名 都庁　太郎 生年月日

血液感染症検査の結果 HBs抗原（ 　 　 ） HBs抗体（ 　 　 ） HBe抗原（ 　 　 ）

検査日： 　 年　 月 HI V抗体（ 　 　 ） HCV抗体（ 　 　 ）

イ ンス リ ン投与の方法

（ ３ ） 測定後の処置

イ ン ス リ ン ポン プ（ ☐マニュ ア ルモード 　 　 　 ☐オート モード ）

（ ２ ） ボーラ ス の設定

イ ンス リ ン名

「 血糖値測定及びその後の処置」 について、 下のと おり 指示する 。

使用機器等

イ ン ス リ ン ポン プ名

血糖値測定器・ 穿刺器具

実施する 回は○で囲む） ④ ⑤ ⑥

【 最大ボーラ ス ： 　 　 　 　 　 】

１ 　 定時の血糖値測定について

（ １ ） 測定時間

測定時間（ ボ ーラ ス を ① ② ③

イ ンス リ ン投与量、 経口・ 経管等の対応 備　 考

ア 　 ［ 　 　 　 　 ］ の時の対応

ボーラ ス の設定

必要と なる 条件

２ 　 定時以外の実測値の確認について （ 　 有　 ・ 　 無　 ） 　

血糖値測定が ・ （ 例） イ ンス リ ンポンプ及び皮膚センサーがアラ ート を 示し たと き 。

要対応値

要対応値

要対応値

要対応値

イ 　 ［ 　 　 　 　 ］ の時の対応

イ ンス リ ン投与量、 経口・ 経管等の対応 備　 考

要対応値

イ ンス リ ン投与量、 経口・ 経管等の対応 備　 考

※対応別に血糖値を三段階に分ける

「 危険値」 医療機関への搬送等、 緊急対応が必要な血糖値

「 要対応値」 緊急時の対応。 特別な 対応が必要な 血糖値

「 標準値」 平時の血糖値

「 危険値」 「 要対応値」 「 標準値」
と いった、 その値に対応する 対応の
段階を記入する 。
それぞれについて、 行数など の制限
はないが、 複雑すぎる と 、 間違えて
し ま う リ ス ク が上がる こ と に留意す
る 。

注意し なければなら
ないこ と など 、 必要
事項を記入し ても ら
う 。

指定さ れた値の時の

具体的な処置につい

て、 記入する 。

血糖値が示す範囲を記入する 。
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医療機関名

４ 　 その他（ 特記事項等）

記入日時 令和    年    月    日   主治医名                        

３ 　 緊急時の対応について

（ 現在のイ ン ス リ ン 治療について）

＜指示書の作成にあたって＞

初回申請時には、 事前に主治医訪問を実施し て、 十分な聞き 取り を行う 。

主治医に指示書の作成を依頼する際には、 次のこ と を 説明する 。

・ 「 標準値」 「 要対応値」 「 危険値」 と 区分し て対応を行う ので、 それぞれの数値と 区

分ごと の対応を明確にする こ と 。

・ 学校で実施する 医療的ケアは「 標準値」 での対応である こ と 。

・ 「 要対応値」 「 危険値」 では、 緊急時の対応と し て実施する ので、 対応には限界があ

る こ と 。
・ 「 条件によ る測定」 を実施する指示を記載する 際には、 その条件を明確にする こ と 。

・ 医師が不在であり 、 かつ保護者が不在である 条件下で、 学校で実施するこ と 。

＜指示書の内容について＞

・ 「 標準値」 「 要対応値」 「 危険値」 の境界を設定し ても ら う 。

・ ス ラ イ ディ ングスケールを、 いく つ作成する のか。

・ 作成する ス ラ イ ディ ングスケールは、 何行のも のか。
・ 測定する 回数は何回か。

・ 用紙のサイ ズなどは、 主治医の指示に従い設定する 。

基礎イ ンス リ ンの設定や、 学

校生活以外に関する こ と で、

学校が知っておく と よ いと 思

われる 情報。
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都２ －１ 「 依頼書」【 都 1－1・ 都 1－2・ 都 1－3・ 都 1－6】（ 校長→主治医）  

第    号  

令和  年  月  日  

                

              科 

              殿 

東京都立       学校・ 学園 
 

校 長              

（ 公印省略）   

 

依  頼  書 

 

  日頃か ら 特別支援教育に 深く 御理解と 御配慮を 賜り 、 心よ り 御礼申し 上げま す。  

  こ の 度、 本校で は 、 下記の 児童・ 生徒の 保護者か ら 医療的ケ ア 実施の 申請を 受け ま

し た 。  

本校で は 、 児童・ 生徒が 安全に 安心し て 学校生活を 送る こ と が で き る よ う 、 東京都

教育委員会の 定め る 指針に 基づき 、 医療的ケ ア 実施の た め の 諸条件の 整備に 取り 組ん

で い る と こ ろ で す。  

つき ま し て は 、 当該児童・ 生徒の 主治医の お立場で 、 こ の 件に 関し て 、  

「 医療的ケ ア 指示書( 介護職員等喀痰吸引等指示書) 」（ 都１ －１ 、 都１ －２ 、 都１ －

３ ） に よ り 御指示を お願い い た し ま す。  

  ま た 、 保護者に 対し て 、 学校に おけ る 医療的ケ ア に つい て 、 期待で き る メ リ ッ ト と

リ ス ク に つい て も 御説明を お願い い た し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 児童・ 生徒 

学部・ 学年     部   年 

氏   名           

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア の 内容      

 

 

 

 

 

※ な お 、 本 依 頼 書 に 基 づ き 作 成 し て い た だ く 「 医 療 的 ケ ア 指 示 書 ( 介 護 職 員 等 喀 痰 吸 引 等 指 示 書 ) 」

（ 都 １ － １ 及 び 都 １ － ２ ） に つ き ま し て は 、 医 療 保 険 が 適 用 （ Ｃ ０ ０ ７ － ２ ） さ れ ま す の で よ ろ し

く お 取 り 計 ら い の ほ ど お 願 い い た し ま す 。  

 な お 、（ 都 １ － ３ ） に つ い て は 、 医 療 保 険 適 用 外 と な り ま す 。  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  

70



 
 
 

都２ －２ 「 依頼書」【 都 1－３ ・ 都 1－４ ・ 都 1－５ ・ 都 1―６ 】（ 校長→主治医）  
 

第       号   

令和  年  月  日  

                

              科  

              殿  

 東京都立    学校・ 学園  
 

校 長            

（ 公印省略）  

依  頼  書  

 
  

日頃よ り 東京都の 教育に 深く 御理解と 御配慮を 賜り 、 心よ り 御礼申し 上げま す。  

  本校で は 、 幼児・ 児童・ 生徒が 安全に 安心し て 学校生活が 送る こ と が で き る よ

う 、 東京都教育委員会の 定め る 指針に 基づき 、 医療的ケ ア 実施の た め の 諸条件の 整

備に 取り 組ん で い る と こ ろ で す。  

つき ま し て は 、 当該幼児・ 児童・ 生徒の 主治医の お立場で 、 こ の 件に 関し て 「 医療

的ケ ア 指示書」（ 都１ －３ 、 都１ －４ 、 都１ －５ 、 都１ －６ ） に よ り 御指示を お願い い

た し ま す。  

ま た 、 保護者に 対し て 、 学校に おけ る 医療的ケ ア に つい て 期待で き る メ リ ッ ト と リ

ス ク に つい て も 御説明を お願い い た し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年  
 

氏名           

 

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア の 内容       

 

 

 

 

 

 

※ 本 依 頼 書 に 基 づ き 作 成 し て い た だ く 「 医 療 的 ケ ア 指 示 書 」（ 都 １ － ３ 、 都 １ － ４ 、 都 １ － ５ 、 都 １

－ ６ ） に つ き ま し て は 、 医 療 保 険 適 用 外 と な り ま す の で よ ろ し く お 取 り 計 ら い の ほ ど お 願 い い た

し ま す 。  

  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式３ 「 検診依頼書」（ 校長→指導医）  
 

〈 様式３ 〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ③関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ②関係】  

第    号  

令和  年  月  日  

 東京都立   学校・ 学園  
 

 指導医          殿  

東京都立   学校・ 学園  

 

校 長            

（ 公印省略）  

検 診 依 頼 書  

 

 標記の 件に つい て 、 検診を 下記の と おり 依頼し ま す。  

 

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年 
 

氏名           

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア の 内容 

 

 

 

 

 

３  検診日時 

 

     令和  年  月  日（   ）    時   分  ～   時   分 

 

 

４  場所 

 

 

 

※  検診日時を 年間の 実施 計画書に よ り 示す場合に は 、 こ の 形式に よ ら ず検診を 依頼す

る こ と が で き る 。  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  

 

72



 
 
 

様式４ 「 医療的ケ ア 実施申請に 伴う 検診に つい て （ お知ら せ）」（ 校長→保護者）  
 

〈 様式４ 〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ③関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ②関係】  

第    号  

令和  年  月  日  

 保護者氏名          様  

東京都立   学校・ 学園   

 

校 長            

（ 公印省略）   

医療的ケ ア 実施申請に 伴う 検診に つい て （ お知ら せ）  

 

 標記の 件に つい て 、 本校指導医      医師の 検診を 下記の と おり 実施し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年 
 

氏名           

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア の 内容 

  

 

 

 

 

３  検診日時 

 

     令和  年  月  日（   ）   時  分 ～  時  分 

 

４  場所 

     

 

 

５  用意する も の  

 

 

 

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式５ 「 指導医検診記録・ 意見書」（ 指導医→校長）  
 

〈 様式５ 〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ④関係】【 肢体以外 要領（ ２ ） ③関係】  

令和  年  月  日  

 東京都立     学校長・ 学園 校長 殿 

東京都立   学校・ 学園   

指導医            

指導医検診記録・ 意見書 

医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

 

       学部（ 課程）    年 氏名             

主治医 

            医師（ 病院名：                科）  

検診日 

    令和  年  月  日（   ）  

検診場所 

保護者か ら 申請さ れた 医療的ケ ア の 内容 

 

所見 

 

 

 

 

 

指示 

□  保 護 者 か ら 申 請 さ れ た 医 療 的 ケ ア を 学 校 で 実 施 す る こ と は 可 能 で あ り 、 以 下 の  

と おり 指示する 。  

   （ 指示内容）  

 

 

□  保護者か ら 申請さ れた 医療的ケ ア は 、 学校で は 実施で き ま せん 。  

   【 理由】  

 
 

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式６ 「 結果通知書」（ 校長→保護者）  
 

〈 様式６ 〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑤関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ④関係】  

第    号  

令和  年  月  日  

 保護者氏名          様  

   東京都立   学校・ 学園   

 

校 長            

（ 公印省略）  

 

医療的ケ ア の 実施に つい て  

 

標記の 件に つい て 、 指導医検診の 結果を 踏ま え 、 以下の と おり と し ま すの で     

お知ら せし ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年 

氏   名           

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア の 内容        

 

 

 

３  結果 

□  医療的ケ ア の 実施対象者と い た し ま す。  

医療的ケ ア 実施予定者 職･氏名 

 

 

 

※ 上記の 者が 実施予 定者と な り ま すの で 、 研修に 御協力 を お願い い た し ま す。  

日程等に つき ま し て は 、 別途 、 お知 ら せい た し ま す。  

    な お 、 学校看 護師が 実施予 定者と な っ た 場合、 研 修は 行い ま せん 。  

 

□  今回は 実施で き ま せん 。        

理由 

 

 

 

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式７ 「 実地（ 個別） 研修の 実施に つい て 」（ 校長→保護者）  
 

〈 様式７ 〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑥関係】  ＊学校看護師省略可  

第    号  

令和  年  月  日  

 保護者氏名          様  

東京都立    学校・ 学園  

 

校 長            

（ 公印省略）   

 

実地（ 個別） 研修の 実施に つい て  

 標記の 件に つい て 、 下記の と おり 、        教諭（ 学校介護職員・ 医療的ケ ア

専門員） に よ る 研修を 実施い た し ま すの で 、 御協力を お願い い た し ま す。  

な お、 欠席な ど の 場合は担任ま で 御連絡く だ さ い 。  

 

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 児童・ 生徒 

学部・ 学年     部   年 

氏   名           

 

２  日 時 

    令和  年  月  日（   ）     時   分 ～   時   分 

 

３  場 所 

 

 

４  医療的ケ ア の 内容  

 

 

 

５  必要物品な ど  

 

 

 

６  そ の 他 

 
 

※ 学 校 看 護 師 が 実 施 者 と な る 場 合 に は 本 様 式 か ら 様 式 11 ま で の 作 成 を 省 略 す る こ と が   

で き る 。  

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式８ 「 実地 (個別 )研修実施依頼書」（ 校長→指導医）  
 

〈 様式８ 〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑥関係】 ＊学校看護師省略可 

第    号  

令和  年  月  日  

 東京都立       学校・ 学園  
 

 指導医          殿 

東京都立    学校・ 学園  
 

校 長            

（ 公印省略）  

 

実 地（ 個別） 研 修 実 施 依 頼 書 

 

 

 標記の 件に つい て 、 研修の 実施を 下記の と おり 依頼し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 児童・ 生徒 

学部・ 学年     部   年 

氏名           

 

２  研修の 対象と する 医療的ケ ア の 内容 

 

 

 

 

 

３  実施予定者 （ 職名・ 氏名）  

 

 

４  検診日時 

   令和  年  月  日 （   ）   時  分 ～  時  分 

 

 

５  場所 

 
※対象者と な る 児童・ 生徒が 複数い る 場合に は、 別表の 添付に 代え る こ と が で き る 。  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式９ 「 実地( 個別) 研修記録」  

〈 様式９ 〉【 肢体  要領６ （ ２ ） ⑥関係】   ＊学校看護師省略可  

実 地 (個 別 ) 研 修 記 録  

令和  年  月  日（  ）     部  年 児童・ 生徒氏名  

研修者 職・ 氏名：  

研修内容・ 範囲：  

 

 

 

研修内容（ 実際に 行っ た こ と ）  

・ 実施前に 観察する 項目  

 

 

・ 必要物品  

 

・ 手順  

 

 

 

 

・ 実施中に 観察する 項目  

 

 

・ 実施後に 観察する 項目  

 

 

・ 様子の 変化な ど 、 助言を 要する 状態に つい て  

 

 

感想・ 課題：  

 

 

 

指導医か ら ：  

 

 

 

 

  □研修修了   □研修継続    指導医：              
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様式 10「 医療的ケ ア 実施認定書」（ 指導医→校長）  
 

〈 様式 10〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑥関係】         ＊学校看護師省略可 

令和  年  月  日  

 東京都立      学校長・ 学園 校長殿 

 東京都立    学校・ 学園  
 

指導医            

 

医 療 的 ケ  ア  実 施 認 定 書 

 

 標記の 件に つい て 、 下記の と おり 認定し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 児童・ 生徒 

学部・ 学年     部   年 

氏名           

 

２  医療的ケ ア の 実施 

      （  可 ・  否 ）  

 

 

３  実施可能な 医療的ケ ア の 内容及び範囲 

 

 

 

 

４  実施者（ 職名・ 氏名）  

 

 

５  留意点 

 

 

 

 

 

６  実施期間 

    令和   年  月  日 ～  年度末ま で  
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様式 11「 医療的ケ ア 実施者指定書」（ 校長→実施者）  
 

〈 様式 11〉【 要領６ （ ２ ） ⑧関係】             ＊学校看護師省略可 

令和  年  月  日  

 東京都立     学校・ 学園  

職・ 氏名         殿  

東京都立    学校・ 学園  

 

 校 長            

（ 公印省略）  

 

医 療 的 ケ  ア  実 施 者 指 定 書  

 

 標記の 件に つい て 、 下記の と おり 指定し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 児童・ 生徒 

学部・ 学年     部   年 

氏名           

 

 

２  医療的ケ ア の 内容 

  指導医に よ る 「 医療的ケ ア 実施認定書」 の 内容 

 

 

 

 

３  留意点（ 学校看護師等と の 連携を 含む）  

 

 

 

 

 

 

 

４  実施期間 

    令和   年  月  日 ～ 年度末ま で  
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様式 12-1「 実施通知書」（ 校長→主治医）  
 

〈 様式 12-1〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑨関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ⑥関係】  

第    号  

令和  年  月  日  

                

              科  

              殿  

東京都立    学校・ 学園  

校 長            

（ 公印省略）  

実 施 通 知 書  

 

 日頃よ り 特別支援教育に 深く 御理解と 御配慮を 賜り 、 心よ り 御礼申し 上げま す。  

 先 に 、 主治 医と し て 御 指 示 を い た だ き ま し た 学 校に おけ る 医 療的 ケ ア の 実施 に つ い

て 、 本校に おい て 検討し 、 下記の と おり と し ま すの で お知ら せい た し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年 

氏名           

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア  

 

                    

 

 

 

３  結果 

□  実施し ま す。  

    内容・ 範囲 

 

 

  

 

    期間：  令和   年  月  日 ～  年度末ま で  

 

□  実施で き ま せん 。        

理由 

 
 

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式 12-2「 実施通知書」（ 校長→保護者）  
 

〈 様式 12-2〉【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑨関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ⑥関係】  

第    号  

令和  年  月  日  

 保護者氏名          様  

 東京都立     学校・ 学園  

校 長             

                     （ 公印省略）  

実 施 通 知 書 
 

先に 依頼の あ っ た 医療的ケ ア に つい て 本校に おい て 検討し 、 下記の と おり と な り ま

し た の で お知ら せい た し ま す。  

 

記 

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年 

氏名           

 

２  申請さ れ た 医療的ケ ア  

 

 

 

３  結果 

□  実施し ま す。  

 

 実施者：  

 

     内容・ 範囲：  

    

 

 

 

     期 間：  令和   年  月  日か ら   年度末ま で  

 

     

□  実施で き ま せん 。        

理由  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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様式 13「 医療的ケ ア 実施承諾書 兼 依頼書」（ 保護者→校長）  

 

令和  年  月  日  

 

 東京都立   学校長・ 学園 校長 殿  

 

保護者氏名             

 
 

医療的ケ ア 実施承諾書 兼 依頼書  

 
 こ の 度、 主治医か ら 学校に おけ る 医療的ケ ア に つい て 、 期待で き る メ リ ッ ト と リ ス ク

の 説明を 受け ま し た 。 つき ま し て は 、 医療的ケ ア の 実施者及び内容・ 範囲に つい て お知

ら せい た だ き ま し た 件に つい て 、 下記の と おり 承諾し 、 実施を 依頼し ま す。  

な お、 緊急時の 連絡先及び搬送医療機関は 下記の と おり で す。  

 
 

記  

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

学部（ 課程）        部（ 課程）   

            年            氏名  

 

２  実施者      職      氏名  

        

３  医療的ケ ア の 項目及び内容   

 

 

４  期間   令和  年  月  日 ～ 年度末ま で  

 

５  緊急時の 連絡先及び搬送医療機関 

 ( 1)  緊急時の 連絡先 

                    電話            
 

 ( 2)  搬送医療機関  □ 学校指定の 医療機関 

□ か か り つけ 等の 医療機関 

 

    か か り つけ 医           病院  電話             

 

６  現在の 健康状態 

 

７  そ の 他、 連絡事項 

 

ど ち ら か に ○を 付け る 。  
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様式 14「 医療的ケ ア 実施状況報告書」（ 校長→主治医）  

第     号  

令和  年  月  日  

             病院  

主治医           殿  

 東京都立    学校・ 学園   

 校長            

                            （ 公印省略）  

  

医療的ケ ア 実施状況報告書  

  

下記の と おり 報告い た し ま す。  

 

     部    年 氏名        

実施記録チ ェ ッ ク 表  

月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

９ 月

１ ０ 月

１ １ 月

１ ２ 月

１ 月

２ 月

３ 月

実施内容
実施状況（ 課題、 特記事項など ）

※看護師と の連携等、 実施体制等を 含む。

 

実施者よ り ：  

 

 

学校看護師よ り ：  

 

 

指導医よ り ：  

 

 

指導医氏名：             

実施回数に つい て は 、 カ ウ ン ト の 報告を 求め な い 。

実施状況に つい て 主治医に 報告し 助言を 受け 連携を

図る 。  
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【 参考様式】「 医療的ケ ア 実施依頼書」（ 保護者→校長）    

【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑩及び７ 関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ⑦及び７ 関係】  

 

令和  年  月  日 

 東京都立    学校・ 学園  

校長       殿  

 

保護者氏名             

 

医 療 的 ケ  ア  実 施 依 頼 書 

 

 標記の 件に つい て 、 医療的ケ ア 実施要領に 基づき 下記の と おり 依頼し ま す。  

 

記  

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒  

 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年  

 

氏   名               

 

２  医療的ケ ア の 実施を 依頼する 期間（ 期日）  

 

 

 

３  依頼する 医療的ケ ア の 内容  

 

 

４  現在の 健康状態  

 

 

５  そ の 他、 連絡事項  

 

 

 

 

 

 

 

  ※当日の 健康状態及び医療的ケ ア の 内容に つい て は 、 別紙「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」

に よ り お知ら せし ま す。  

①こ の 参考様式は 、 医療的ケ ア が 始ま っ て 継続する 際に 年

度又は 月ご と に 保護者が 学校に 医療的ケ ア の 実施を 依頼す

る 期間を 知ら せる た め に 使う も の で す。  

 

②例１ ・ ２ の よ う な 様式に 工夫する こ と も で き ま す。  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  

《 参考様式》  
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【 参考様式】「 医療的ケ ア 実施依頼書」 ＜例 1＞（ 保護者→校長）  
 

【 肢体 要領６ （ ２ ） ⑩及び７ 関係】【 肢体以外 要領６ （ ２ ） ⑦及び７ 関係】  

令和  年  月  日  

 東京都立   学校長・ 学園 校長 殿  

保護者氏名            

 医  療  的  ケ  ア  実  施  依  頼  書（   月分）  

 標記の 件に つい て 、 医療的ケ ア 実施要領に 基づき 下記の と おり 依頼し ま す。  

 

記  

 

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒 

学部・ 学年     部   年  

氏   名             

２  医療的ケ ア の 実施依頼日  

（ ○を 付け て く だ さ い ）  

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31       

３  依頼する 医療的ケ ア の 内容   

 

 

 

４  現在の 健康状態  

        良好   普通   やや不良  

 

 

５  そ の 他（ 配慮する こ と な ど ）  

 

 

 ※当日の 健康状態に つい て は 、 別紙「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」 に よ り 知ら せま す。  

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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【 参考様式】「 医療的ケ ア 実施依頼書」 ＜例２ ＞（ 保護者→校長）     

令和  年  月  日  

 東京都立    学校・ 学園  

校長       殿  

保護者氏名            

 

医 療 的 ケ  ア  実 施 依 頼 書（    月分）  

 

 標記の 件に つい て 、 医療的ケ ア 実施要領に 基づき 下記の と おり 依頼し ま す。  

 

記  

１  医療的ケ ア 申請 幼児・ 児童・ 生徒  

 

学部（ 課程）・ 学年     部（ 課程）    年  

 

氏 名                  

 

２  医療的ケ ア の 実施を 依頼する 期間（ 月別） の 欠席・ 早退予定  

通院予定   

 

家庭都合  

休み予定  

 

シ ョ ー ト

ス テ イ 等

の 予定  

 

 

備  考  

 

 

３  依頼する 医療的ケ ア の 内容  

 

 

４  現在の 健康状態  

 

 

５  そ の 他、 連絡事項  

 

 

  ※当日の 健康状態及び医療的ケ ア の 内容に つい て は 、 別紙「 健康チ ェ ッ ク カ ード 」

に よ り お知ら せし ま す。  

 

 

P12 別 表  実 施 14 項 目 ① か ら ⑭ の 中 か ら 該 当 す る 項 目 及 び 内 容 を 記 入 す る  
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【 参考様式】「 常勤看護師派遣依頼書」（ 実施校 校長→支援校 校長）  
 

〈 参考様式〉【 要領６ （ ２ ） ⑦関係】  

  

 令和 年  月  日  

 東京都立   学校・ 学園  
 

 校長         殿  

  東京都立      学校・ 学園   

 

校 長           

（ 公印省略）   

 

 

常 勤 看 護 師 派 遣 依 頼 書  

 

 

 本 校 に お け る 医 療 的 ケ ア 実 施 の た め 、 支 援 を 賜 り た く 、 貴 校 常 勤 看 護 師 の 派 遣 に   

つい て 、 御高配を お願い た し ま す。  

 

記 

 

１  日時 

令和 年  月 日 （  ）   時  分 ～  時  分 

    

 

２  依頼する 内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          担当者：  

                          電話番号：  

 

 
 
 

（ 内容例）  

・ 指導医検診の 立ち 合い  

・ 非常勤看護師の 手技の 確認  

・ 研修会への 助言  

・ そ の 他  
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体　 温

時間（ 　 　 　 　      　 ）

内容（ 　 　 　      　 　 ）

　 量（ 　 　 　      　 　 ）

時間（ 　 　 　      　 　 ）

内容（ 　 　      　 　 　 ）

　 量（ 　 　      　 　 　 ）

時間（ 　      　 　 　 　 ）

内容（ 　 　 　      　 　 ）

　 量（ 　 　 　      　 　 ）

保護者氏名

　 ※       必要な項目について、 ○で囲むか、 記入し てく ださ い。

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ℡

当日の
緊急

連絡先

　 内容（ 　 　 　      　 　 　 　 　 　 ）

　 　 量（ 　 　 　      　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ℡

時間（ 　 　 　      　 　 ）

内容（ 　 　 　      　 　 ）

　 量（ 　 　 　 　      　 ）

様子

時間（ 　 　 　      　 　 ）

内容（ 　 　 　      　 　 ）

　 量（ 　 　 　      　 　 ）注入内容

朝

その他

昨夜

昼 朝

夜

依頼する 注入

  時間（ 　      　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 薬（ 　 あり 　 ・ 　 なし 　 ）

　 固さ （ 軟・ 普・ 硬）

発　 作

・ ない

・ ある

　 頻度（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 型　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ ない

・ ある

　 時間（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 型　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 特にない

・ ある

　 量（ 少・ 中・ 多）

　 色（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

痰

・ 特にない

・ ある

　 （ 少・ 中・ 多） 　 （ 軟・ 普・ 硬）

・ いつも よ り 弱い

・ 普通

・ いつも よ り 強い

喘　 鳴

・ ない

・ ある

・ ない

・ ある

（ 弱いがある 、 ある 、 ひど く ある ）

緊　 張

・ 弱い

・ 強い

排　 便
回数： 毎日、 　 　 　 日おき

　 （ 自然排便、 座薬等使用）

（ 熟睡、 と き どき 起き ていた、

あり （ 　 　 回） 、 なし

　 最終排便時間：               時　 　 分頃

　 　 　 　 　 　 　 良く 眠れなかった）

排　 尿
１ 日　 　 回程度

　 　 約　 　 　 時間おき

最終排尿時間：                 時　 　 分頃

・ 量（ 多い、 普通、 少ない）

注入

内容：

量：

睡　 眠

平均　 　 　 　 時間程度

　 　 　 時　 　 分頃

　 　 　 　 　 　 ～　 　 時　 　 分頃

　 　 　 時　 　 分頃

　 　 　 　 　 　 　 ～　 　  時　 　 分頃

食　 事

・ 形態

・ 摂取量

　 　 （ 多い、 普通、 少ない）

主食： 全（ 　  / 　 ）

副食： 全（ 　  /　  ）

健康チェ ッ ク カード （ 例）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 部　 　 　 年　 　 　 組　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 氏名：

いつも の様子 年　 　 月　 　 日（ 　 ）

　 　 度　 　 分～　 　 度　 　 分 　 　 　 　 　 度　 　 分

【 参考様式】 健康チ ェ ッ ク カ ード  
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実施記録 （ 例： 口鼻腔内吸引の 場合）  

令和  年  月  日  

実施前の 様子  

体温 ℃ 顔色

脈拍 回／分 口唇・ 爪色

呼吸数 回／分 期限

SPO２ ％ 喘鳴の有無

良・ 普通・ 不良

良・ 普通・ 不良

良・ 普通・ 不良

有・ 無
 

必要物品  

    □吸引器               □使い 捨て 手袋 1 枚 

    □吸引カ テ ーテ ル（   Fr）  1 本   □ゴ ミ 袋 1 枚 

    □ア ルコ ール綿（    枚）        □ト レ ー 1 枚 

    □水（ ボ ト ル入り ）  1 本       □速乾性手指消毒剤 1 本 

    □実施手順の 確認（ マ ニ ュ ア ル参照）   □パル ス オ キ シ メ ータ  1 台 

 
実施の 状況  

時間 部位 色 量  粘調度 出血 特記事項 実施者

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

透～白～黄 少・ 普・ 多 軟・ 普・ 硬 有・ 無

 

人工鼻の 交換 □し た （      時）   □し な い  

  

実施記録を 確認し ま し た 。    

保護者氏名            

【 参考様式】 実施記録  
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《 参考資料》  

１  都立学校に おけ る 医療的ケ ア 実施の 手引 

   都立学校で 医療的ケ ア を 新規に 実施する た め に （ 令和８ 年４ 月改定）  

 

２  都立特別支援学校に おけ る 人工呼吸器に よ る 医療的ケ ア を 必要と する 子供の  

安全な 学校生活の た め の ガ イ ド ラ イ ン （ 令和６ 年３ 月改訂）  

 

３  都立特別支援学校に おけ る 専用通学車両の 運行に 関する ガ イ ド ラ イ ン  

（ 令和８ 年４ 月改訂）  

 

４  「 血糖値測定及びそ の 後の 処置」 を 実施する 際の 留意事項＜ガ イ ド ラ イ ン ＞ 

（ 令和７ 年３ 月）  

 

５  胃ろ う か ら の 初期食シ リ ン ジ 注入に 関する ガ イ ド ラ イ ン （ 令和６ 年３ 月改訂）  

 

６  都立特別支援学校に おけ る 医療的ケ ア 児の 保護者付添い 期間の 短縮化に 関する ガ イ

ド ラ イ ン （ 令和６ 年３ 月改訂）  

 

。  

 
こ れ ら の ガ イ ド ラ イ ン 等は 、  

東京都教育委員会ホ ーム ページ か ら 閲覧・ ダ ウ ン ロ ード が で き ま す。  

 

ト ッ プ ペ ージ  ＞ 学校 教育  ＞ 指導資 料・ 報告 書等  ＞ 特別支 援教 育  ＞ 医療的ケ ア  
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